
大飯原子力防災訓練計画事前説明に係る面談（５週間前）時の確認事項 

 

２０２０年９月１６日Ｒ０ 

関西電力株式会社 

 

大飯発電所原子力防災訓練（２０２０年１０月１６日）の訓練計画について、「訓練計画説明に係る面

談時の確認事項[２０２０年８月 原子力規制庁 緊急事案対策室]」に基づき説明する。 

 

全般 

○訓練計画【資料】 

・中期計画上の今年度訓練の位置付け 

・今年度の訓練目的、達成目標 

・主な検証項目 

・実施･評価体制 

・訓練の項目･内容（防災業務計画の記載との整合）及び評価基準 

・訓練シナリオ 

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針 

・その他 

－ERSS／SPDS の使用 

－COP 様式 

－即応センター、緊対所レイアウト図 

－ERC 対応ブース配席図、役割分担 

－ERC 書架内の資料整備状況（資料一覧） 

○評価指標のうち、主に[P]、[D]に関する内容【資料】 

⇒詳細は以下参照 

○事業者と ERC の訓練コントローラ間の調整 

⇒詳細は以下参照 

注意： 

・【資料】となっているものは面談資料として提示頂くもの（訓練シナリオ（非提示型の場合）、個人

名、連絡先など、必要な箇所のマスキング処理を確認する。） 

・COP:共通状況図のこと｡事故･プラントの状況､進展予測と事故収束対応戦略､戦略の進捗状況に

ついて認識の共有のために作成される図表であって､各社で様式や名称は異なる。 

 

添付資料に基づき説明する。 

 

（関連説明資料） 

添付－１：２０２０年度 大飯発電所 原子力防災訓練計画 

・中期計画上の今年度訓練の位置づけ 

・今年度訓練の目的・達成目標 

・主な検証項目 

・実施評価体制 

・訓練の項目･内容 
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・その他 

－ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの使用 

 

添付－２：２０２０年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ 

・訓練シナリオ 

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針 

 

添付－３：ＣＯＰ様式（事故収束戦略検討シート、概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ状況シート） 

・その他 

－ＣＯＰ様式 

 

添付－４：対策本部レイアウト図 

・その他 

－即応Ｃ、緊対所レイアウト図 

 

添付－５：ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担について 

・その他 

－ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担 

 

添付－６：ＥＲＣ書架内資料一覧 

・その他 

－ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧） 
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指標１：情報共有のための情報フロー 

○発電所、本店（即応センター）、ERC の３拠点間の情報フローを確認する 

・情報フローとは、次の５つの情報 

－①EAL に関する情報 

－指標２に示す情報（②事故・プラントの状況、③進展予測と事故収束対応戦略、④戦略の進捗状

況） 

－⑤ERC プラント班からの質問への回答について、いつ、どこで、だれが、なにを、どんな目的で、

どのように、の観点からみた、情報伝達の一連の流れをいう。 

○情報フローにおいて、前回訓練における課題及び当該課題を踏まえた改善点を確認する 

①前回訓練で情報フローに問題がある場合 

・前回訓練での情報共有における問題が発生した事業者は、問題に対する課題の抽出、原因分析

及び対策を確認する。 

・その上で、情報フローが対策を反映したものとなっているか確認する。 

②前回訓練で情報フローに問題がない場合 

・情報フローに対し、更なる改善点が無いか検証した結果を確認する。 

 

〇発電所、本店（即応センター）、ＥＲＣの３拠点間の情報フロー 

①ＥＡＬに関する情報 

・プラントパラメータ等からＥＡＬ事象の発生を発電所にて判断すれば、発電所から関係箇所へ速

やかに通報連絡（電話/ＦＡＸ）を実施する。 

・発電所緊急時対策所（以下、「緊対所」という。）における判断情報は、緊対所の対外対応専任者

から、社内ＴＶ会議を通じて原子力事業本部緊急時対策室（以下、「本店対策本部（若狭）」とい

う。）および即応センター情報チームへ報告する。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームから通報文、ＥＡＬ判断基準【ＥＲＣ備付資料】等

を用いてＴＶ会議でＥＲＣへＥＡＬに関する情報（事象（判断理由）、判断時間）を説明する。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」、「ｃ．情報共有システム（Ｍ９５）の閲覧」、「ｄ．ＥＲＣ即応センター情報チームおよび発電

所間のホットライン」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

②事故・プラントの状況 

・事故・プラントの状況は、ＳＰＤＳ訓練模擬データ、コントローラ付与情報等に基づき、緊対所の対

外対応専任者から、社内ＴＶ会議を通じて本店対策本部（若狭）および即応センター情報チーム

へ報告する。 

・また、緊対所において事故・プラント状況に基づきＣＯＰ（概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ状況

シート）を随時作成・定期的に発行し、本店対策本部（若狭）および即応センター情報チームへ送

付する。 

・その他に、ＳＰＤＳ訓練模擬データ、ＥＲＳＳ訓練模擬データにより、即応センター情報チームにお

いて事故・プラント状況の把握を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ

状況シート）、ＥＲＳＳ訓練模擬データ、プラント概要図【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲ

Ｃへプラント状況に関する説明を実施する（必要に応じ、ＣＯＰを手書き更新し、最新化して説明）。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ
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ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」、「ｃ．情報共有システム（Ｍ９５）の閲覧」、「ｄ．ＥＲＣ即応センター情報チームおよび発電

所間のホットライン」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

③事故収束対応戦略 

・事象の進展や事故収束戦略を緊対所にて判断・検討し、緊対所にてＣＯＰ（事故収束戦略検討シ

ート）を定期的および臨時（主要戦略変更時）に発行し、本店対策本部（若狭）および即応センタ

ー情報チームへ送付する。 

・即応センター情報チームにおいては、発電所から送付されたＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）に

対して、別途入手した事故・プラント状況を踏まえ、変更箇所の手書き更新を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）、事故体

操の手順フロー【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲＣへプラント状況に関する説明を実施

する。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」、「ｃ．情報共有システム（Ｍ９５）の閲覧」、「ｄ．ＥＲＣ即応センター情報チームおよび発電

所間のホットライン」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

④戦略の進捗状況 

・発電所における事故収束戦略の進捗状況について、緊対所の対外対応専任者から、社内ＴＶ会

議を通じて本店対策本部（若狭）および即応センター情報チームへ報告する。 

・即応センター情報チームにおいては、至近に発行されたＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）に対し

て、戦略の進捗状況を踏まえて必要な見直し箇所があれば、変更箇所の手書き更新を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）、事故体

操の手順フロー【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲＣへプラント状況に関する説明を実施。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」、「ｃ．情報共有システム（Ｍ９５）の閲覧」、「ｄ．ＥＲＣ即応センター情報チームおよび発電

所間のホットライン」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答 

・ＥＲＣプラント班からの質問は、ＴＶ会議又はＥＲＣへ派遣したリエゾンを経由して即応センター情

報チームが把握する。 

・把握した質問は、即応センター情報チームのＱＡ主担当が一元管理し、質問ごとに情報共有シス

テム（Ｍ９５）」へ登録し、各係へ回答内容の確認を行う。（その場で回答できる場合には、回答後

に「Ｍ９５」へ登録して情報共有する。） 

・「Ｍ９５」に回答が登録されれば、即応センター情報チームからＴＶ会議又はＥＲＣへ派遣したリエ

ゾンを経由（質問を受けた際のルート）し、ＥＲＣプラント班へ回答する。 

・また、一部の質問については、即応センターから発電所へ直接質問を行うホットラインを設け、そ

の聞き取り内容を回答する。 
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○情報フローにおいて、前回訓練における課題および当該課題を踏まえた改善点を確認 

 ①前回訓練で情報フローに問題がある場合 

  ― 

②前回訓練で情報フローに問題がない場合 

  上述の５つの情報に対して、情報を迅速かつ正確に入手する手段として、発電所へ直接問い合わ

せを行えるホットラインを設ける。 

 

（関連説明資料） 

添付－７：２０２０年度 大飯原子力防災訓練 情報共有に係るフロー 
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指標２：ＥＲＣプラント班との情報共有 

〇ＥＲＣ対応ブース発話者の育成・多重化の考え方の説明 

〇訓練当日、ＥＲＣ対応ブース発話者をくじ引き等により選定することの可否（否の場合は、その理

由） 

 

○発話者の育成・多重化 

・即応センター情報チームにおいてはＥＲＣプラント班とのＴＶ会議における発話を担う「ＥＲＣ説明者」

を事故対応手順、事故事象の進展について高度の知識を有する者として、実発災時の要員の目

安として「発電Ｇ」および「安全技術Ｇ」を主に割り当てているとともに、実発災時にスムーズに対応

できるよう、平常時から個人を指名し、原子力防災訓練においては、これらの個人に対してＥＲＣプ

ラント班（模擬）との反復訓練の実施および優先的に訓練に参加させ、習熟を図るとともに、課題の

発見に努めている。 

・ＥＲＣプラント班への説明に必要な情報内容の定型化を図った「情報発信のポイント集」を作成し、

このポイント集を用いて平常時から教育を行う。 

・良好事例等のビデオ教材化を行い、ＥＲＣ説明者への教育を行う。 

 

○訓練当日の選定可否 

・下記参考のとおり、改善策としてＥＲＣ説明者の役割分担を見直すことから、この検証のため、今年

度はくじ引き等による選定は実施しない。 

（参考）詳細は後述 

○即応センター情報チームの情報共有に関する改善事項の説明 

・即応センター情報チームにおいては、これまでメイン説明者が一括で説明を行っていた。説明者

の負担が大きく、焦りが生じた結果、2019 年度の訓練では、号機、時刻等の誤伝達が多くなったと

考えられる。 

・この改善策として、下表のとおり、情報毎に説明者を分担して説明者の負担軽減を図る。 

 

表 役割分担例 

ERC 説明 

全体統括 
ＥＲＣ説明者① ＥＲＣ説明者② ＥＲＣ説明者③ 

○ＥＲＣ全体説明統括 

○発話サポート 

〇プラント状況説明 

〇ＥＲＳＳ監視 

〇事故収束戦略（ＣＯＰ２）

説明 

〇ＣＯＰ２のうち進展予測

（解析）に係る回答 

〇ＳＰＤＳ監視 

〇ＣＯＰ２のうち事故収束

戦略（運転手順）に係る回

答および進捗状況説明 

〇ＣＯＰ３，４（設備状況）

説明 

〇ＥＡＬ説明（予想されるＥ

ＡＬ含む） 

〇ＣＯＰ手書き更新 

〇運転手順、ＥＡＬ判断フ

ロー作成 

〇その他ＥＲＣ資料集の

活用 
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指標３：情報共有のためのツール等の活用 

3-1 プラント情報表示システムの使用 

○使用するプラント情報表示システムを確認する（実発災時とシステムの差異も確認する） 

3-2 リエゾンの活動 

○事業者が定めるリエゾンの役割を確認する 

3-3 COP の活用 

○COP の作成・更新のタイミング、頻度を確認する 

3-4 ERC 備付け資料の活用 

○ERC 備付資料の更新状況を確認する 

 

 

（３－１ プラント情報表示システムの使用） 

〇使用するプラント情報表示システムの説明 

・プラント情報はＥＲＳＳ訓練モードを使用し、即応センター情報チームとＥＲＣでＥＲＳＳの同一画面

での情報共有を実施する。 

・なお、事故時においてもプラントデータをＥＲＳＳにて伝送を行うことから、実発災時と同様の情報

共有方法である。 

 

（３－２ リエゾンの活動） 

○事業者が定めるリエゾンの役割に関する説明 

リエゾンへの期待事項 

・リエゾンによるＥＲＣ説明資料の配布（設備状況シート等） 

・ＥＲＣ質問対応 

・本店即応センターから送付した資料について規制庁職員への伝達 

・規制庁が要望している資料のリサーチ 

・ＥＲＣ備付資料を用いて、補足情報の追加説明 

・ＴＶ会議の映り方、聞こえ方の助言 

・その他要望事項等の即応センター情報チームへの伝達 

 

（３－３ ＣＯＰの活用） 

○ＣＯＰの作成・更新のタイミング、頻度に関する説明 

・発電所警戒体制発令後、ＣＯＰの作成を開始する。 

  ・ＣＯＰの発行は、発電所情報共有会議開催時および事故収束戦略の変更を伴うプラント状態の

変化が発生した際に実施する。 

  ・発電所からＣＯＰの初報が発行されるまでは、即応センター情報チームがＥＲＣ備付資料等を用

いて、説明を実施する。。初報発行以後、発電所からＣＯＰが更新されるまでは、即応センター情

報チームが手書きで内容を更新する。 

 

（３－４ ＥＲＣ備付資料の活用） 

○ＥＲＣ備付資料の更新状況確認 

 ・2019 年度高浜発電所訓練で使用したＥＡＬ判断フローの追加、ＥＡＬ判断基準改正の反映および

記載の適正化を実施した。  
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指標４：確実な通報・連絡の実施 

（①通報文の正確性） 

○通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応を確認する 

○発出した EAL が非該当となった場合の対応を確認する 

○通報に使用する通信機器の代替手段を確認する 

（②EAL 判断根拠の説明） 

○EAL 判断根拠の説明方法（情報の入手や説明資料など）を確認する 

（③10 条確認会議等の対応） 

○10 条確認会議、15 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名を確認する 

（④第 25 条報告） 

○25 条報告の発出タイミングの考え方を確認する 

○訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリ上の 25 条報告のタイミング、報告内容（発生事象

と対応の概要、プラント状況、放出見通し/状況、モニタ・気象情報など）、回数（訓練シナリオ中

の記載されているか）を確認する 

 

 

（①通報文の正確性） 

○通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応 

・作成した通報文は、作成所管の副班長、班長にて原子力災害時の通報運用マニュアルを基にチ

ェックを実施。 

・誤りがある通報文を見え消しにて修正し、再度通報連絡を実施。 

 

○発出したＥＡＬが非該当となった場合の対応 

・２５条報告様式を用い、該当ＥＡＬの非該当を連絡。 

 

○通報に使用する通信機器の代替手段 

・下表のとおり、通報のための複数のＦＡＸ、電話等を整備。 

 

・通信機器一覧 

No 通信機器 回線種類 

1 緊急時衛星通報システム 

（事業本部サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が衛星系） 

2 緊急時衛星通報システム 

（本店サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が衛星系） 

3 緊急時通報システム 

（事業本部サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が社内 NW） 

4 緊急時通報システム 

（本店サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が社内 NW） 

5 統原防ＩＰ－ＦＡＸ（地上系） 統原防ＮＷ（地上系） 

6 統原防ＩＰ－ＦＡＸ（衛星系） 統原防ＮＷ（衛星系） 

7 統原防ＩＰ－電話（地上系） 統原防ＮＷ（地上系） 

8 統原防ＩＰ－電話（衛星系） 統原防ＮＷ（衛星系） 
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No 通信機器 回線種類 

9 緊急時電話回線 ＮＴＴ回線 

10 衛星電話 衛星回線 

11 衛星携帯電話 衛星回線 

12 統原防テレビ会議 統原防ＮＷ（地上系）（衛星系） 

 

 

（②ＥＡＬ 判断根拠の説明） 

・ＥＡＬ発生時は、発電所がプラントパラメータおよびＥＡＬ判断フロー等で判断したＥＡＬを対外情報

先任者等の情報発信を経由して、ＥＲＣ即応センターにおいて、ＥＡＬ判断フローを用いて説明を実施

する。 

 

 

（③第１０条確認会議等の対応） 

○１０条確認会議、１５条認定会議の事業者側対応予定者 

・対応予定者：即応センター情報チーム長（   原子力発電部長） 

 

 

（④第２５条報告） 

○訓練事務局が想定する、訓練シナリオ上の２５条報告のタイミング、回数 

・１０条通報以降、２回以上発信する。 

 

・事務局が期待する通報タイミング、報告内容および回数 

 （報告タイミング、報告内容） 

 通報運用マニュアルに基づき特定事象判断後、30～60 分で初報を報告し、第２報以降は、30～

60 分の間隔で報告する。（詳細は添付－２のとおり） 

 

（回数） 

   ３号機：発生事象と対応の概要（1 枚目）およびプラント状況（2 枚目）： １回   

 

 ４号機：発生事象と対応の概要（1 枚目）およびプラント状況（2 枚目）： ３回  

 

（関連説明資料） 

添付－２：２０２０年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ 
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指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 

○訓練実施計画が、前回訓練の訓練結果を踏まえ、問題・課題に対する改善策が有効に機能する

ものであるか検証できる計画（訓練実施項目、訓練シナリオ等）となっていることを確認する 

○訓練時における当該改善策の有効性の評価・確認の方法（例えば、訓練評価者が使用する評価

チェックリスト（改善策の有効性を検証するための評価項目、評価基準などが明確になっているも

の）が作成されていることなど）を確認する 

○課題の検証につき、社内自主訓練・要素訓練、他発電所の訓練で対応している場合は、その検

証結果を確認する 

○今年度の訓練で課題検証を行わない場合にあっては、その理由と検証時期の説明、中期計画

等への反映状況を確認する。また、今年度の訓練で課題検証を行わずとも緊急時対応に直ちに

問題は無いことを確認する 

 

・大飯発電所においては、昨年度の大飯発電所原子力総合防災訓練（2019.12）、原子力事業本部

においては、至近の高浜発電所原子力総合防災訓練（2020.2.7）に対する改善策が有効に機能す

るものであるか検証できる計画を策定。 

・以下の改善策や今年度の訓練目標が検証できる訓練シナリオを作成。 

[本店対策本部(若狭)] 
課題 改善策 検証計画・確認方法 

①ＥＲＣ説明における基本動作の習熟 

 

（ａ）発災当初の状況説明において、情

報共有ツール（ＥＲＣ備付資料等）を使

用せずに口頭説明のみであったことか

ら、プラント状況が伝わり難かった。 

 

（ｂ）事故収束対応戦略の説明におい

て、一部で戦略を選定する際の前提と

なる重要な設備状況を発話していなか

ったため、戦略決定の根拠が分かりに

くい説明となった。  

 

（ｃ）ＥＲＣ説明者が情報メモを読み間

違えたことによる誤発話、また一部不

明瞭な発話方法により、号機、時刻等

の誤伝達が多くあった。  

 

（ｄ）ＥＲＣからの問いかけに対する返

事遅れおよび未返事のまま回答の準

備を開始するなど、ＴＶ会議でのコミュ

ニケーションにおいて不十分な点があ

った。 

 

＜原因＞ 

（ａ）ＥＲＣへ説明する情報について、最

優先で発話する「緊急情報」は整理し

ていたものの、どこまで関連する情報

の収集・整理、情報共有ツールの準備

が整った後に発話すべきかをマニュア

ル等で具体的に定めておらず、ＥＲＣ

説明者の判断に任せていた。 

 

（ｂ）事故収束対応戦略と戦略選定の

根拠となる重要な機器の状況を組み

合わせた情報など、ＥＲＣへの説明方

法を考慮した必要な情報については、

関係者（情報発信・伝達を行う者）が共

通認識を持つためのマニュアル等で明

確になっておらず、説明方法を考慮し

た情報発信・情報伝達ができていなか

った。 

 

（ｃ）ＥＲＣ説明者に伝達される情報の

内容不足等については、上記（ｂ）と同

様。 

また、ＥＲＣに説明すべき情報が具体

的に明確化されていないことで、ＥＲＣ

説明者が発話情報の検討・整理・発話

を同時に行う為、焦りが生じやすい状

況となっていた。 

 

（ｄ）ＥＲＣ説明者の多忙、焦りについて

は、上記（ｃ）と同様。 

また、説明補助者等の周囲の要員

がＥＲＣ説明者のフォローを行う体制と

なっていたものの、フォローの視点が

マニュアル等で明確になっていなかっ

た。 

 

＜対策＞ 

添付－８のとおり 

 

添付－８のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＣＯＰ様式の見直し 

問題：ＥＲＣへの説明において、「ＳＧド

ライアウト」と「全ＳＧ広域水位１０％未

＜原因＞ 

蒸気発生器の水位喪失を示す「ドライ

アウト」が事業者内部で用いている通

称であり、対外的には誤解を招くおそ

 

２０２０年度の大飯発電所原子力防災

訓練にて確認。 
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課題 改善策 検証計画・確認方法 
満」の表現が混在し、情報が混乱する

恐れのある説明方法となっていた。 

 

れのある表現であることを認識してい

なかった。また、ＣＯＰ様式において、

語句、表現の統一に対する確認が不

十分であり、ＣＯＰ様式とＥＲＣ備付け

資料で同一のプラント状態に対して異

なる表現を用いていた。 

＜対策＞ 

ＣＯＰ様式において、対外的に誤解を

招くおそれのある表現について、より

正確な記載に改めるとともに、ＥＲＣ説

明者においても発話時に留意できるよ

う誤解させやすい表現について良好事

例／改善事例集に追記し、要員に周

知するとともに、訓練を通じて改善を図

る。 

（検証方法） 

ＥＲＣ説明者に対して、表現を見直した

ＣＯＰについてアンケートを取り、その

有用性を確認する。また、良好事例／

改善事例集に基づく説明が行えていた

かチェックシートで確認する。 

 

 

 

 

 

 

③ＥＲＳＳによる説明の充実 

炉心損傷の判断に際して、格納容器

内高レンジエリアモニタ（高レンジ）が

故障したことから、バックアップパラメ

ータである格納容器内高レンジエリア

モニタ（低レンジ）、野外モニタの指示

上昇により判断したが、当該パラメータ

の監視状況の説明について、ＥＲＳＳ

やＳＰＤＳ画面の書画伝送を活用した

視覚的な説明ができなかった。 

 

 

 

 

＜原因＞ 

ＥＲＳＳのトップ画面（ユニット情報等）

にないトレンドグラフやパラメータリスト

からのパラメータ確認方法を説明補助

者が認識していなかった。また、ＴＶ会

議の書画画面の入出力の切替により

ＳＰＤＳ画面を共有できるが切替中は

書画画面が使用不可となるが、その切

替作業中の時間が不明確であったた

め、書画装置としての利用を優先し、Ｓ

ＰＤＳの画面の共有をしなかった。 

 

＜対策＞ 

ＥＲＳＳの汎用トレンド登録リスト等のＥ

ＲＳＳで確認可能なパラメータ一覧を作

成し、即応センター情報チーム内に備

付けるとともに、当該リストを用いた確

認方法を要員に周知する。また、ＴＶ会

議の書画装置を用いたＳＰＤＳ画面共

有については、既存の操作マニュアル

に加えて注意事項（書画装置使用不

可、切替に要する時間等）を明確化す

ることで、ＳＰＤＳ画面共有の使用判断 

を行いやすくする。 

 

 

２０２０年度の大飯発電所原子力防災

訓練にて確認。 

 

（検証方法） 

ＥＲＣ説明者がＥＲＳＳを使用して説明

を行う際に、特定のパラメータ表示番

号が不明の場合はリストを使用して、

当該パラメータを検索して表示を行え

ているかチェックシートにて確認する。

また、マニュアルに追記したＳＰＤＳ画

面共有の使用判断に寄与したかアン

ケートを実施する。 

 

④新情報共有システムによる情報共

有事項の見直し 

新情報共有システムにおいて、各機能

班等が入力する情報について、入力

者によって記載内容に統一性がなく、

日時の記載がなかったり、内容を簡潔

明瞭に記載されていない事例があった

結果、一覧表示にした際、必要最低限

の情報が入力されていなかったり、表

示枠外となって一部見えない情報があ

り、迅速な情報共有に支障があった。 

＜原因＞ 

システム上に「一行で日時、固有名

詞、目的を踏まえて簡潔に記入する」

との記載ガイドはあるが、事務局が何

を本部要員に伝えるべきか明確にでき

ていなかったために、一覧で一目でわ

かるように入力できていなかった。 

＜対策＞ 

事務局 が期 待する記載 方法 につい

て、マニュアルに明記して入力者に対

して教育し、演習等を通じて習熟を図

る。また、今後も演習や訓練を通じて

良好事例、改善事例を抽出し、マニュ

アルに反映していく。 

２０２０年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

 

（検証計画） 

高浜ＰＳ訓練時に発生した課題であ

り、発電所および本店での突合せが必

要のため 2020 年度高浜ＰＳ訓練で実

施予定だが、大飯ＰＳ訓練からも要員

への周知、マニュアルの改善を行う。 
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[発電所対策本部(大飯)] 
課題 改善策 検証計画・確認方法 

○ＧＥ初報の通報連絡遅れの改善 

通常の手段で通報連絡が実施でき

ない場合においては、通報連絡者

が、予め定められた代替措置に速

やかに移行して通報連絡を実施で

きることがあるべき姿であるが、今

回の訓練ではそのような場合にお

いて速やかに代替措置に移行する

ことができなかった。 

＜原因＞ 

原子力災害発生時の通報連絡は、通

常、緊急時衛星通報連絡システムを

使用して実施することとなっているもの

の、当該システムが使用できない場合

の一般ＦＡＸを用いた代替措置への移

行基準がマニュアルで定められておら

ず、どのような対応を取るかはプレー

ヤ個人の判断に委ねられていた。 

 

＜対策＞ 

回線接続エラーが発生しないように

通報連絡端末周辺の設備改善を実施

する。さらに、通報連絡システムが使

用できない場合の一般ＦＡＸを用いた

代替措置についても、移行基準等を通

報連絡に係わるマニュアルに記載する

ことにより、個人の判断によらない仕

組みを構築する。通報連絡マニュアル

の記載を適正化し、通報連絡に係るル

ールを再度周知・教育する。 

 

 

２０２０年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 

左記の対策として作成したマニュア

ルに基づき、ＧＥ初報の通報連絡に

ついて該当後 15 分以内に実施できて

いることを確認する。また、通報端末

の使用不可となる時間帯を訓練上設

定し、代替設備により通報連絡がで

きていることを確認する。 

 

 

○２５条報告への必要事項の記載漏

れの改善 

通報連絡者が、予め定められた必

要事項を通報連絡票に漏れなく記

載するとともに、予め定められた観

点に基づく情報班長のチェックを経

たうえで通報連絡を実施できること

があるべき姿であるが、これらのい

ずれの対応も不十分であり、２５条

報告に記載漏れがあった。 

＜原因＞ 

通報連絡に係わるマニュアルにおい

て、２５条報告に記載すべき事項が明

確に定められていなかったことから、応

急措置内容として何を記載するかは個

人の判断に委ねられていた。また、ＥＡ

Ｌに係る通報連絡が短時間で頻発す

ることに加え、緊急時衛星通報システ

ムの回線接続エラーの対応にも時間

を要するという状況下において、上記

のとおり記載すべき事項が明確に定め

られていなかったことから、通報連絡

者は短時間で十分なセルフチェックが

実施できなかった。さらに、通報発信

前の情報班長のチェック時においても

必要事項の記載漏れに気づく機会は

あったものの、上記のとおり記載すべ

き事項が明確に定められていなかった

ことから、通報連絡者と同様に記載漏

れに気づくことはできなかった。 

 

＜対策＞ 

通報連絡に係わるマニュアルにおい

て、２５条報告に記載すべき事項を明

確化し、それらの事項が２５条報告に

適切に盛り込まれているか確認するた

めのチェックシートを作成・運用するこ

とにより、記載漏れを防止する仕組み

を構築する。とともに、周知・教育を徹

底する。 

 

 

２０２０年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 

左記の対策として作成したマニュア

ルに基づき、２５条報告が作成されて

いることを報告実績により確認する。 

○２５条報告のタイミング・頻度の改善 

通報連絡者が、応急措置の実施後

速やかに２５条報告を実施するとと

もに、その後も応急措置の実施状

況に変化があれば速やかに２５条

報告を実施できることがあるべき姿

であるが、今回の訓練では２５条報

告に係る通報連絡の迅速性が十分

とは言えない状況であった。 

＜原因＞ 

緊急時通報連絡用の端末が、２５条報

告よりも優先度の高いＥＡＬに係る通

報連絡のために占有されたため、それ

らの通報連絡が完了して端末が空くま

では２５条報告の通報連絡票を作成に

着手できなかった。端末の台数が制限

されている理由は、現在の１，２号機中

央制御室裏に設置された緊急時対策

所が狭隘であり、情報班の活動スペー

スが限られているためであった。 

 

＜対策＞ 

 

２０２０年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 

２０１９年度に比べ、通報端末増設さ

れた環境（２台から４台）において、訓

練を行い訓練中適切なタイミング・頻

度で２５条報告が実施できていることを

確認する。 
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課題 改善策 検証計画・確認方法 
現在の緊急時対策所よりも十分に広

い緊急時対策所（緊急時対策所建屋

内）に機能を移行するタイミングに合わ

せて緊急時通報連絡端末を増設する

ことにより、ＥＡＬに係る通報連絡が頻

発する状況下においても、通報連絡者

が迅速に２５条報告の通報連絡票作

成に着手できる環境を整備する。 

 

   

   

（関連説明資料） 

添付－１：２０２０年度 大飯発電所原子力防災訓練計画 

添付－３：ＣＯＰ様式（ＣＯＰ２） 

添付－８：２０１９年度本店対策本部（若狭）の課題に対する改善策および検証計画・確認方法 

添付－９：２０２０年度大飯防災訓練における検証計画およびチェックシート 
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指標６：シナリオの多様化・難度 

○訓練シナリオのアピールポイントを確認する 

○シナリオ多様化に関し、付与する場面設定を確認する 

○訓練プレーヤへ難度の高い課題をどのように与えているかを確認する 

例） 

・時間 ：要員が少ない時間帯 

・場所 ：対応が困難となる場所 

・気象 ：通常訓練で想定しない天候や組み合わせなど 

・体制 ：キーとなる要員の欠員 

・資機材 ：手順外の資機材の活用 

・計器故障：EAL 判断計器または重要計器故障、これに伴 

う代替パラメータでの確認 

・人為的ミス：操作や報告のミス 

・OFC 対応：要員派遣に加え、オンサイトと連携した活動 

・判断分岐：マルチエンディング、途中の判断分岐など 

・その他 ：複数の汚染傷病者 

 

○訓練シナリオのアピールポイント 

ａ．２ユニット運転中＋２ユニット廃止措置中（ＳＦＰに燃料保管中）を想定。 

ｂ．全ユニットでの発災を想定し、運転中ユニットの１つが全面緊急事態に至る厳しい状況を想定し、

ＥＡＬの判断ポイントも多数設定。 

ｃ．初動は全交流電源喪失および一次冷却材の小漏えいの対応にて進めるものの、原子炉冷却

材喪失発生（大破断）により事象が急変する中で、既存の事故時手順書では対応できず、発電

所対策本部判断による電源確保の検討が必要となるポイントを設定。（※） 

ｄ．炉心損傷判断に用いる主要計器の故障を想定。（※） 

 

※：ｃ．またはｄ．のどちらかが失敗すると格納容器破損に至るシナリオである。 

 

〇シナリオ多様化に関し、付与する場面設定 

○訓練プレーヤへ何度の高い課題をどのように与えているかを確認 

 

時間 － 

場所 アクセスルート上で電源車の転倒を想定 

気象 － 

体制 － 

資機材 通報端末による通信が不可となる時間帯を設定 

計器故障 ・モニタリングポストの故障 

・４号機 格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ）の故障 [炉心損傷判断の

重要計器] 

人為的ミス － 

ＯＦＣ対応 ・ＯＦＣから住民支援チームに緊急時対応計画にない支援要求を行う。 

判断分岐 ・炉心損傷判断に用いるパラメータが故障した場合における炉心損傷判断ポイン
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トの設定 

・対応操作によって格納容器を損傷させない判断ポイントを設定 

その他 ・全ユニットでの発災を想定し、運転中ユニットの１つが全面緊急事態に至る厳し

い状況を想定 

・汚染傷病者の発生 

・シナリオ連動で実施する現場実動訓練におけるマルファンクション 

 

（関連説明資料） 

添付－２：２０２０年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ 

添付－１０：２０２０年度 大飯発電所４号機 原子力防災訓練フローチャート 
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指標７：現場実動訓練の実施 

○現場実動訓練の実施内容を確認する 

○事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携を確認する 

○他原子力事業者評価者の受け入れ予定を確認する 

 

〇現場実動訓練の実施内容 

・大飯３号機の蒸気発生器の注水が補助給水ポンプ 1 台のみとなり、全給水喪失の発生時におい

て、蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプを用いた蒸気発生器への注水を実施するために以下の実

動訓練を実施する。 

① 蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプによる蒸気発生器注水ラインの系統構成 

② 蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプの免震架台の固定治具およびホース取付 

 

〇事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携に係る説明 

・大飯３号機の１次系および２次系による冷却が喪失するため、発電所対策本部からの指示に基づ

き、蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプを用いた蒸気発生器への注水に向けた対応を実施する。

出口ラインの高圧ホース使用が実施できないマルファンクションを導入することにより、予期せぬト

ラブルが生じた際の本部への状況報告を実施するとともに、発電所対策本部ではその後の対応

について検討し、指示する。 

 訓練においては、現場実働部隊と発電所対策本部をハブとした情報連携を実施する。 

 

〇他原子力事業者評価者の受け入れ予定 

・今般の情勢を踏まえ、他事業者の評価受け入れについては、福井県内の事業者とする。 

 

 

 

（関連説明資料） 

添付－１１：現場実動訓練の実施概要 

添付－１２：2020 年度 事業者防災訓練における社外視察者・評価者の受け入れについて 
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指標８：広報活動 

〇評価要素①～⑤それぞれについて、対応、参加等の予定についての説明 

 

○広報活動については、本店対策本部（若狭）が主体実施箇所であることを踏まえ、年度内のいずれ

かの発電所の原子力総合防災訓練において実動訓練を実施することとし、下表のとおり計画してい

る。 

 

 大飯訓練 

（10/16） 

美浜訓練 

（12 月予定） 

高浜訓練 

（2 月予定） 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス

対応 
× ○ × 

②記者等の社外プレーヤの参加 × ○ × 

③他原子力事業者広報担当等の

社外プレーヤの参加 
× ○ × 

④模擬記者会見の実施 × ○ × 

⑤情報発信ツールを使った外部

への情報発信 
× ○ × 

凡例 ○：実動訓練あり ／ ×：実動訓練なし 

 

○今回、大飯発電所防災訓練(10/16)の実施計画として、 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス対応 

・実働なし。 

 

②記者等の社外プレーヤの参加 

・実動なし。 

 

③他原子力事業者広報担当等の社外プレーヤの参加 

・実動なし。 

 

④模擬記者会見の実施 

・実動なし。 

 

⑤情報発信ツールを使った外部への情報発信 

・実動なし。 
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指標９：後方支援活動 

○評価要素①～③それぞれについて、具体的活動予定（特に、実動で実施する範囲を明確にする

こと）を確認する 

○一部を要素訓練で実動し、残りを総合訓練で実動するなど、複数の訓練を組み合わせて一連の

後方支援活動の訓練を実施する場合はその内容を確認する 

 

○後方支援活動については、本店対策本部（若狭）が主体実施箇所であることを踏まえ、年度内のい

ずれかの発電所の原子力総合防災訓練または要素訓練において実動訓練を実施することとし、下

表のとおり計画している。 

 なお、原子力緊急事態支援組織との連動のうち、遠隔操作ロボット訓練等の各発電所の要員が参

加するものについては、要素訓練により全ての原子力発電所から要員を派遣し、実施する。 

 

 大飯訓練 

（10/16） 

美浜訓練 

 

高浜訓練 

①原子力事業者間の支援

活動 
○ △ △ 

②原子力事業所災害対策

支援拠点との連動 
○ × × 

③原子力緊急事態支援組

織との連動 
○ △ △ 

凡例 ○：実動訓練あり ／△：実連絡のみ ／ ×：実動訓練なし 

 

○今回、大飯発電所防災訓練(10/16)の実施計画として 

①原子力事業者間の支援活動 

・若狭支援連携（日本原電、ＪＡＥＡ）による要員の参集、若狭支援連携本部における運営訓練（実

動）を実施する。 

 

②原子力事業所災害対策支援拠点との連動 

・現地支援拠点を原子力研修センターに設置し、中核施設の設営・運営訓練（実動）、前線施設の

設営訓練（実動）、協力施設（若狭支援連携本部）の設営訓練（実動）を実施する。 

 

③原子力緊急事態支援組織との連動 

・原子力緊急事態支援組織への支援要請に基づき、大飯発電所への遠隔操作ロボット等の輸送

訓練（実動）および無線操作資機材の操作訓練（実動）を実施する。 
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指標１０：訓練への視察など 

（①他原子力事業者への視察） 

○他事業者への視察実績、視察計画を確認する 

（②自社訓練の視察受け入れ） 

○自社訓練の視察受け入れ計画（即応Ｃ、緊対所それぞれの視察受入れ可能人数、募集締め

切り日、募集担当者の氏名・連絡先）を確認する 

（③ピアレビュー等の受入れ） 

○ピアレビュー等の受入れ計画（受入れ者の属性、レビュー内容等）を確認する 

（④他原子力事業者の現場実動訓練への視察） 

○視察又は評価者としての参加の実績、予定を確認する 

 

①他原子力事業者への視察実績、視察計画 

・他社訓練への視察については、今般の情勢（添付（再掲））を踏まえて、福井県内のみの視察を予

定している。 

・なお、福井県外他社においては、新型コロナ情勢およびリモート視察実施状況により、参加を判断

する。 

 他社訓練 

即応Ｃ 緊急時対策所 ＥＲＣプラント班 
訓
練
事
務
局 

本店 東京電力 ４名参加 

（他調整中） 

  

各発電所  日本原電  

ＥＲＣ連携訓練関係者 

（ＥＲＣ対応発話者 

、ＥＲＣリエゾン） 

  調整中 

 

②自社訓練の視察受け入れ計画 

・各発電所の原子力総合防災訓練において、各々即応Ｃ、緊急時対策所において視察者を受け入

れ予定。 

 自社訓練 視察受け入れ 

大飯防災訓練 

（10/16） 

美浜防災訓練 

（12 月予定） 

高浜防災訓練 

（2 月予定） 

即応Ｃ ○（２社  名） 

原電、ＪＡＥＡ 

調整中 調整中 

緊急時対策所 ○（１社  名） 

原電 

調整中 調整中 

オフサイトセンター ○（１社  名） 

原電 

調整中 調整中 

凡例 ○：他社からの視察者受け入れ 
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・今回、大飯発電所防災訓練(10/16)の視察受け入れ計画として、 

視察受け入れ可能数 調整中 

募集締め切り日 調整中 

募集担当者  

 

 

 

 

 

③ピアレビュー等の受入れ計画 

・受け入れあり。（日本原電の受入れおよびリモートでの評価を予定） 

 

④他原子力事業者の現場実動訓練への視察 

・他事業者の受入状況に基づき、視察を実施する。 

 他社現場実動訓練 

視察者 評価者 

美浜発電所 調整中 調整中 

高浜発電所 調整中 調整中 

大飯発電所 調整中 調整中 

 

（関連資料） 

添付－１２：2020 年度 事業者防災訓練における社外視察者・評価者の受け入れについて 

枠囲みの記載については、機密に係る事項ですので、公開することは出来ません。 
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指標１１：訓練結果の自己評価・分析 

－ 

 

 

備考：訓練参加率 

○発電所参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 

○即応センター参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 

○リエゾン予定人数を確認する 

○評価者予定人数を確認する 

 

○下表のとおり参加予定。 

 大飯発電所 本店等 

発電所の参加予定人数 

（うち、コントローラ人数） 

１００名程度 

（うち、コントローラ １５名程度） 

－ 

即応センター参加予定人数 

（うち、コントローラ人数） 

－ １００名程度 

（うち、コントローラ １０名程度） 

リエゾン予定人数 － ３名程度 

評価者予定人数 調整中 調整中 
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備考：中期計画の見直し状況 

○見直し状況、見直し内容、今年度訓練実施計画の位置づけを確認する 

○見直し後の中期計画を確認する 

○前回訓練の訓練報告書提出以降から次年度訓練まで対応実績・スケジュール（作業フローなど）

について、以下の PDCA の観点で概要を確認する 

【観点】前回訓練の訓練報告書提出から今回訓練までと今回の訓練を踏まえた[C]及び

[A]、中期計画及び原子力防災業務計画への反映[P]の時期 

[C]訓練報告書のとりまとめ時期 

[A]対策を講じる時期 

－具体的な対策の検討、マニュアル等へ反映、周 

知・教育/訓練など（昨年度の訓練実施結果報告 

書に掲げた各課題についての対応内容、スケジ 

ュールがわかるように記載すること） 

－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事 

項・時期（定期見直し含む） 

[P]中期計画等の見直し事項・時期、次年度訓練計画立 

案時期 

○前回訓練実施後の面談時に確認した PDCA 計画を確認する 

 

添付資料に基づき説明する。 

 

（関連説明資料） 

添付－１３：２０２０年度 原子力防災訓練中期計画 

添付－１４：原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール（ＰＤＣＡ） 

添付－１５：個別課題の改善スケジュール 

  

-22-



備考：シナリオ非提示型訓練の実施状況 

〇開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）およびその設

定理由に係る説明 

  

○開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）およびその設定

理由に係る説明 

・添付資料に基づき説明する。 

 

 

（関連説明資料） 

添付－１６：シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
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事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整事項 

○ERC 広報班との連動の有無 

○TV 会議接続先（即応センター、OFC、緊対所） 

○リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング 

○訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

○ERSS 使用に係る当庁情報システム室との調整状況 

○事前通信確認実施の要否 

○即応センターコントローラの所属、氏名、連絡先 

○ERC 対応者の職位、氏名 

○訓練時、メールを利用した ERC プラント班への資料提供の実施の有無 

 

〇ＥＲＣ広報班との連動の有無 

・ＥＲＣ広報班との連動なし。 

 

〇ＴＶ会議接続先（即応Ｃ、ＯＦＣ、緊対所） 

・「関電即応センターＢ」と接続。 

 

〇リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング 

・プラント対応（３名）参加。 

・入館時刻 １３：００ 

・訓練参加タイミング １３：４０～ 

 

〇訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

・訓練終了のタイミング １６：４０頃 即応Ｃコントローラ→ＥＲＣコントローラへの事前連絡の後、終了

宣言。 

・１０分後から振り返り実施。 

 

〇ＥＲＳＳ使用に係る当庁情報システム室との調整状況 

・ＥＲＳＳ訓練モードの使用について、情報システム室と事前調整済み。 

 

〇事前通信確認実施の要否 

・事前通信確認：要 

 

〇即応Ｃコントローラの所属、氏名、連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの記載については、機密に係る事項ですので、公開することは出来ません。 
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〇ＥＲＣ対応者の職位、氏名 

 

所属／役職 氏名 備考 

原子力事業本部 原子力安全部門 

安全技術Ｇ／マネジャー 

調整中 説明者① 

原子力事業本部 原子力発電部門 

発電Ｇ／マネジャー 

調整中 説明者② 

原子力事業本部 原子力安全部門 

安全技術Ｇ／マネジャー 
調整中 説明者③ 

 

 

 

〇訓練時、メールを利用したＥＲＣプラント班への資料提供の実施の有無 

・なし。 

 

以上 
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指標との紐付け

添付資料

全
般

指
標
１

　
情
報
フ
ロ
ー

指
標
２

　
情
報
共
有

指
標
３

　
ツ
ー

ル

指
標
４

　
通
報

指
標
５

　
課
題
検
証

指
標
６

　
シ
ナ
リ
オ

指
標
７

　
現
場
実
動

指
標
８

　
広
報

指
標
９

　
後
方
支
援

指
標
１
０

　
視
察

備
考

　
参
加
率

備
考

　
中
長
期

備
考

　
非
開
示

添付１ ２０２０年度 大飯発電所原子力防災訓練計画 ○ ○
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２０２０年度 大飯発電所 原子力防災訓練計画 

 

２０２０年９月１６日Ｒ０ 

関西電力株式会社 

１．訓練目的 

本訓練は、大飯発電所原子力事業者防災業務計画及び原子力事業本部原子力防災訓練中期

計画に基づき実施するものである。 
今回の大飯発電所緊急時対策所（発電所対策本部）においては、プラント設備状態の把握

や、事故対応手順の確認及び情報共有等により、発電所対策本部活動の習熟を図ること、並

びに２０１９年度の訓練の反省事項を踏まえた改善策の有効性を確認することを目的とする。 
また、原子力施設事態即応センター（本店対策本部（若狭））においては、発電所対策本

部や、本店対策本部（中之島）、東京支社等と連携し、情報収集、情報連絡、原子力規制庁

緊急時対応センター（以下、｢ＥＲＣ｣という。）への対応が適切に行えることを確認すると

ともに、２０１９年度の訓練の反省事項等を踏まえた改善策の有効性を確認する。 

 

２．実施日時   ２０２０年１０月１６日（金） １３：３０～１６：３０（予定） 

 

３．対応場所   関西電力  大飯発電所 

本店（原子力施設事態即応センター） 

本店（中之島） 

支社（東京支社 他） 等 

 

４．訓練想定 

（１）事象発生時間帯 

平日昼間を想定（訓練時間は当日実時間で進行） 

（２）訓練対象号機とプラント運転状態 

○大飯発電所 

１号機：廃止措置中（使用済燃料ピットに燃料保管中） 

２号機：廃止措置中（使用済燃料ピットに燃料保管中） 

３号機：定格熱出力一定運転中（モード１） 

４号機：定格熱出力一定運転中（モード１） 

（３）事象想定 

○原子力災害（複数号機発災） 

・原子炉の冷却機能が全て喪失し、原子力災害対策特別措置法第１５条事象に至る原子力

災害等を想定 

○その他災害 

 

５．訓練項目および訓練目標（案） 

（１）要員参集訓練（本部運営訓練） 

[目標] 

・発生した原子力災害事故事象に対して、大飯発電所対策本部、本店対策本部双方の防災組

織が、各対策本部内の指揮命令系統に基づき、情報共有、事故収束戦略の決定を行うととも
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に、連携して事態に対処できること。 

・情報共有については、発電所対策本部が収集、整理したプラント情報、負傷者情報および事

故収束戦略情報等を、ＣＯＰ等を活用し、本店対策本部へ発信できること、本店対策本部から

外部の関係各所へ遅滞なく発信できること。 

 

（２）通報連絡訓練 

[目標] 

・発電所対策本部は、プラントパラメータ等により事故及び被害状況を把握し、警戒事象、原災

法第１０条事象、原災法第１５条事象および応急措置等の通報連絡文の作成を、通報連絡に

係わるマニュアルに基づき実施するとともに、社内外関係機関への通報連絡があらかじめ定め

られている連絡系統に基づいて対応できること。 

 

（３）緊急時環境モニタリング訓練 

[目標] 

・緊急時環境モニタリング指示に基づく必要なモニタリングポイントへの測定機器の配備・測定

を、緊急時環境モニタリングに係わるマニュアルに基づき実施し、測定結果についてＣＯＰ等を

用いて発電所対策本部内に情報共有できること。 

 

（４）発電所退避誘導訓練 

[目標] 

・発電所対策本部からの退避誘導指示を受けた発電所内の緊急事態応急対策等の活動に従

事しない者について、退避に係わるマニュアルに基づき、退避誘導員による退避誘導、構外

退避および発電所対策本部による発電所立入制限措置の指示が行えること。 

 

（５）原子力災害医療訓練 

[目標] 

・発電所対策本部において、発電所構内で発生した傷病者（放射性物質汚染を伴う傷病者含

む）に対して、救急対応に係わるマニュアルに基づく汚染除去等の応急措置および管理区域

外への搬出が行えること。また、本店対策本部への傷病者情報の共有が行えること。 

 

（６）全交流電源喪失対応訓練 

[目標] 

・発電所対策本部において、全交流電源喪失時におけるプラントの事故状況を踏まえた炉心注

水確保に関する検討および事故対応の選定を行い、事故対応に係わるマニュアルに基づく格

納容器注水操作が行えること。 

 

（７）アクシデントマネジメント対応 

[目標] 

・発電所対策本部において、事象の進展に基づき、シビアアクシデントを想定したアクシデント 

マネジメント策の検討（使用可能な設備・機能の把握、対策の有効性及び実施可否の確認、 

判断）が事故対応に係わるマニュアルに基づき行えること。 
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（８）原子力緊急事態支援組織対応訓練 

[目標] 

・美浜原子力緊急事態支援センターへの支援要請について、本店対策本部から美浜原子力緊

急事態支援センターの支援要請の連絡を協定等に基づき行い、必要な情報を連絡できること。

また、実働訓練において、遠隔操作ロボットを使用し、ロボット操作の習熟を図る。 

 

(参考)原子力防災業務計画 別表 2-7-20 より抜粋 

訓練の種類  対象者  頻度 訓練内容 
発電所原子力

防災訓練 
発電所原子

力緊急時対

策本部要員

等 

１回／年  訓練では、シビアアクシデントを想定した
訓練を必須項目とし、以下の内容を適宜組み

合わせて行う。 
なお、組み合せて実施しない項目について

は、個別に訓練を行う。 
①要員参集 

    事象発生により緊急時応急対策対応
要員を参集し、本部の設営を行う。 

②通報連絡 
事象発生から終結までの情報を収集

し、関係各所に通報、連絡を行う。 
③緊急時環境モニタリング 

    発電所敷地内および敷地境界付近に
ついて、モニタリングカーによる空間

放射線量率および空気中ヨウ素濃度の
測定を行う。 

④発電所退避誘導 
本部からの退避誘導指示に基づき、

発電所内の緊急事態応急対策等の活動
に従事しない者および来訪者等につい

て、退避誘導員により指定された集合・
退避場所に誘導する。 

⑤原子力災害医療 
管理区域内での負傷者発生を想定

し、負傷者搬出、汚染除去および応急処
置等の対応を行う。 

⑥全交流電源喪失対応 
全交流電源喪失を想定し、電源機能

等喪失時における原子炉施設の保全の

ための活動を行う。 
⑦アクシデントマネジメント対応 

シビアアクシデントを想定し、アク

シデントマネジメントに係る対応を行
う。 

⑧原子力緊急事態支援組織対応 
    原子力緊急事態支援組織との連携に

係る対応を行う。 
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（９）その他訓練 

   後方支援活動訓練 

[目標] 

・原子力事業者間協定に基づいた連絡を行い、必要な情報を伝達できること。また、後方支

援拠点において、マニュアルに基づき支援本部の立ち上げおよび発電所に関する情報共

有会議が実施できることを確認する。 

 

６．訓練中期計画の位置づけおよび 2019 年度訓練課題からの主な検証項目 

 訓練中期計画の今年度取り組み事項および 2019 年度訓練課題を整理からの主な検証項目と

して、以下を実施する。 

 

ａ．本店対策本部（若狭） 

[検証項目] 

・ＥＲＣ説明に関する、①ＥＲＣプラント班への情報発信のポイント集、②ＥＲＣ説明者の役割分担の

見直し、③ＥＲＣ対応チームと発電所間のホットライン構築および④ＥＲＣ説明者への教育の 4 つ

の改善策を検証する。【中期計画＋２０１９年度訓練課題】 

・見直しを行ったＣＯＰでＥＲＣ説明を行い、良好事例／改善事例集に基づいて、ＥＲＣ説明を行え

ていることを確認する。【２０１９年度訓練課題】 

・ＥＲＳＳを使用して説明を行う際に、特定のパラメータ表示番号が不明の場合は、リストを使用して、

当該パラメータを検索して表示およびマニュアルに基づきＳＰＤＳ画面共有が行えることを確認す

る。【２０１９年度訓練課題】 

・ＥＲＣリエゾンの活動の向上のため、ステップ１として「自己評価アンケート」を導入し、定量的な基

準に基づく評価を行う。【中期計画】 

 

ｂ．発電所対策本部（大飯） 

[検証項目] 

・ICS の指揮命令系統に基づき、各機能班からプラント状況、機器故障情報等の報告が発電所対

策本部に実施され、発電所対策本部から各機能班に対する事故制圧に関する指示がされている

ことを確認する。【中期計画（継続）】 

・新緊急時対策所での情報共有（システム含む）ができていることを確認する。【中期計画（２０２０年

度重点）】 

・新ＥＡＬの判断ができていることを確認する。【中期計画（２０２０年度重点）】 

・通報連絡者が全面緊急事態該当事象の初報通報を遅滞なく実施していることを確認する。【２０１

９年度訓練課題】 

・通報連絡者が２５条報告において必要な情報を発信できていることを確認する。【２０１９年度訓練

課題】 

・通報連絡者が２５条報告を遅滞なく実施していることを確認する。【２０１９年度訓練課題】 
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７．訓練型式 

○シナリオ非提示型（ブラインド訓練） 

○訓練中スキップなし（訓練後のプラント挙動を事務局から説明[訓練中データ含む]） 

 

８．訓練の進行 

○発電所コントローラーからの条件付与。 

○ＳＰＤＳ訓練模擬パラメータ及びＥＲＳＳ訓練模擬パラメータによる事象進展状況の提示。 

・発生した事象を判断し、通報連絡要否判断、通報連絡文作成、訓練通報（ＦＡＸ・電話）を実施

する。 

・発生した事象の内容に基づき、各拠点における緊急時活動を行う。  
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９．実施体制・評価体制等 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

訓練参加者以外から評価者（発電所社員、本店社員及び他電力社員等）を選任し、発電所対策

本部及び本店対策本部の活動における手順の検証や対応の実効性などについて評価し、改善点

の抽出を行う。 

また、訓練終了後には、訓練参加者、訓練コントローラー及び評価者にて振り返りを実施し、訓練

全体を通した意見交換及び気付き事項を集約し、課題の抽出を行う。 

なお、今般の情勢を踏まえ、評価者については、福井県内の事業者とし、その他県外事業者の評

価については、リモート評価を受けることとする。 

 

（３）ピアレビューの受入れについて 

   福井県内の原子力事業者からピアレビューを受け入れることとする。 

 

１０．新型コロナ感染症対策について 

  訓練における新型コロナ感染症対策として、以下の対策を講じる。 

 

ａ．本店対策本部（若狭） 

 ○本店対策本部入口にアルコール消毒液を配備 

○本店対策本部入口にサーモグラフィを設置 

○本店対策本部活動時にはマスク、フェイスシールドおよびマウスシールドのいずれかを着用 

○一部要員の対策本部隣室または執務室からの参加 

 

ｂ．発電所対策本部（大飯） 

  ○発電所対策本部入口にアルコール消毒液を配備 

  ○発電所対策本部入口にサーモグラフィを設置 

  ○発電所対策本部活動中に常時換気の実施 

○発電所対策本部活動時にはマスク、フェイスシールドおよびマウスシールドのいずれかを着用 

○訓練上必要となる最少人数で実施 

以上 

通報連絡 

原子力規制庁

（ERC) 

派遣 
社 外 

関係機関 

通報連絡 

（※） 

通報連絡 

東京支社・ 
本店対策本部（中之島） 

情報連絡 

技術支援 

協力要請 
原子力施設事態 
即応センター 

（本店対策本部（若狭）） 

協力会社等 

情報連絡 支援要請  
美浜原子力緊急事態

支援センター等 

大飯発電所 
緊急時対策所 

（発電所対策本部） 

（※）統合原子力防災ネットワーク接続 

状況報告 
質疑応答 

支援 

 
オフサイトセンター 

情報連絡・支援要請 
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1:00

1:00

0:40

0:40

－

静的触媒式水素再結合装置 －

0:35

8:00

Ａ－ＣＳＰ(自己冷)

濃
度
低
減

水
素

アニュラス空気浄化系(N2ボンベ) 0:45

アニュラス空気浄化系(可搬式空気圧縮機) 0:55

原子炉格納容器水素燃焼装置

Ｃ
Ｖ
再
循
環

Ａ－ＣＳＰ(RHRS-CSS連絡ライン) 0:15

Ｂ－ＳＩＰ（大容量Ｐ→海水冷却） 9:00

Ａ－ＲＨＲＰ(空調用冷水)

1:15

ＣＶ
冷却

A,D-CV再循環ユニット自然対流冷却(CCWS・N2加圧) 1:00

A,D-CV再循環ユニット自然対流冷却(大容量P・海水)

0:40

可搬式代替低圧注水Ｐ 4:00

1:25

Ｃ
Ｖ
注
入

恒設代替低圧注水Ｐ 0:30

※１
○：運転中　　Ｓ：待機中（使用可能）
△：設備に故障がなく、電源、水源等の
　　サポート系機能喪失による使用不可
▲：準備中　　■：確認中または未対応
×：設備の故障で使用不可
■：前回からの変更箇所

電動消火Ｐ 0:40

ディーゼル消火Ｐ

Ｂ Ｂ
Ａ－ＣＳＰ(自己冷・RHRS-CSS連絡ライン)

4:00

Ａ－ＲＨＲＰ(空調用冷水) 0:35

Ｂ－ＣＨＰ(自己冷) 1:24

Ｂ Ｂ
可搬式代替低圧注水Ｐ(RHRS-CSS連絡ライン)

ディーゼル消火Ｐ

0:20
Ｂ Ｂ

恒設代替低圧注水Ｐ(RHRS-CSS連絡ライン) 0:30
Ｃ

電動消火Ｐ

炉
心
注
入

加圧器逃がし弁(N2ボンベ)

1:05

Ｂ 加圧器逃がし弁
(大容量Ｐ→Ｂ制御用空気圧縮機（海水冷却）)

9:00

Ａ Ａ
Ａ－ＣＳＰ(RHRS-CSS連絡ライン)

加圧器逃がし弁(可搬式空気圧縮機)

7:00

加圧器逃がし弁(可搬型バッテリ)

補
機
冷
却

大容量ポンプによる補機冷却水(海水)通水
＊B-ＳＩＰ、B制御用空気圧縮機

0:45

0:55

9:00
Ｂ Ａ

Ｃ Ｂ 空調用冷水ポンプによる代替補機冷却　＊A-RHRP 0:35

Ａ Ａ

Ｄ Ｂ 大容量ポンプによる代替補機冷却　＊補機冷却水の冷却

1:00

Ｂ 主蒸気逃がし弁
(大容量Ｐ→Ｂ制御用空気圧縮機（海水冷却）)

9:00

Ｃ Ｂ
0:00

0:30

0:20

主蒸気
逃がし弁

0:45

Ｃ B直流 蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプ 1:50

Ｓ
Ｇ
除
熱
機
能

タービンバイパス弁 主蒸気逃がし弁(所内用空気圧縮機)

3:48

4:00

主蒸気逃がし弁(現場手動操作)

Ａ 電源車→代替所内電気設備→可搬式整流器A直流

主蒸気逃がし弁(N2ボンベ)

T/DAFWP(現場手動操作＋起動弁現場手動操作)

ポンプ車によるＳＧ２次側フィード＆ブリード

B直流

2:24

M/D Ｂ Ｂ

直流
電源

可搬式整流器 1:50

T/D 空冷ＤＧ→代替所内電気設備→可搬式整流器
A直流

ＡＦＷＰ

M/D Ａ Ａ 号機間電力融通予備ケーブル(3号～4号)

M/D 常用 Ｂ電源車

1:15

3:00

T/D Ｂ Ａ電源車

号機間電力融通恒設ケーブル(1,2号～3,4号)

直流
電源

蓄電池
(安全防護系用)

Ａ No.1予備変圧器２次側恒設ケーブル(号機間融通)

Ｂ 号機間電力融通恒設ケーブル(3号～4号)

ＤＧ
Ａ ７７ｋＶ送電線（大飯支線）

Ｂ No.2予備変圧器２次側恒設ケーブル(号機間融通)

0:20

交
流
電
源

Ａ空冷式非常用発電装置

0:10

1:05

1:05

Ｂ空冷式非常用発電装置

ＳＦ

Ｐ

冷却
ＳＦＰＰ

Ａ Ａ

ＣＶ隔離

ＤＢ・常用設備 ＳＡ・使用可能設備

機能
区分

設備 電源
使用

可否
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優先
順位
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区分
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使用
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ＣＳＰ
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ＦＷＰ
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．
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①
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Ａ
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Ｂ
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Ｗ
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．
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：
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：
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：
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⑥
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］
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］
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⑨
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］
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０
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９
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５
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Ａ
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Ｂ
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５
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⑤

⑥
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：
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⑪
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案

）

チ
ー

ム
長

／
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

全
体

統
括

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

チ
ー

ム
長

〇
全

体
統

括
〇

１
０

条
確

認
会

議
、

１
５

条
認

定
会

議
責

任
者

〇
プ

ラ
ン

ト
状

況
説

明
〇

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

監
視

〇
事

故
収

束
戦

略
（Ｃ

Ｏ
Ｐ

２
）
説

明

〇
Ｃ

Ｏ
Ｐ

２
の

う
ち

進
展

予
測

（
解

析
）

に
係

る
回

答

〇
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
監

視
〇

Ｃ
Ｏ

Ｐ
２

の
う

ち
事

故
収

束
戦

略
（
運

転
手

順
）に

係
る

回
答

お
よ

び
進

捗
状

況
説

明
〇

Ｃ
Ｏ

Ｐ
３

，
４

（
設

備
状

況
）
説

明

〇
Ｅ

Ａ
Ｌ

説
明

（
予

想
さ

れ
る

Ｅ
Ａ

Ｌ
含

む
）

〇
Ｃ

Ｏ
Ｐ

手
書

き
更

新
〇

運
転

手
順

、
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
作

成
〇

そ
の

他
Ｅ

Ｒ
Ｃ

資
料

集
の

活
用

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
〇

説
明

ポ
イ

ン
ト

集
チ

ェ
ッ

ク
（
発

話
不

足
の

助
言

）
〇

発
話

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄ

Ｐ
Ｓ

ウ
ォ

ッ
チ

ャ
ー

Ｑ
Ａ

対
応

者
（
２

名
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

ﾘ
ｴ

ｿ
ﾞﾝ

対
応

者
（
２

名
）

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
係

〇
音

声
（
対

外
対

応
専

任
者

発
話

お
よ

び
発

電
所

集
音

マ
イ

ク
）
に

よ
る

情
報

メ
モ

作
成

〇
ＩＷ

Ｂ
に

よ
る

情
報

メ
モ

作
成

Ｑ
Ａ

対
応

者
①

〇
情

報
メ

モ
を

用
い

た
回

答
の

入
手

〇
Ｍ

９
５

へ
の

Ｑ
登

録
、

回
答

状
況

確
認

〇
質

問
対

応
（ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
確

認
結

果
の

回
答

）
（３

号
（１

，
２

号
）
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

対
応

者
①

〇
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
発

行
状

況
確

認
〇

Ｅ
Ｒ

Ｃ
ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

と
の

連
絡

窓
口

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

か
ら

の
要

望
）

〇
社

内
メ

ー
ル

に
よ

る
ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

へ
の

Ｃ
Ｏ

Ｐ
送

付
○

M
95

へ
の

Ｑ
Ａ

登
録

（ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

か
ら

の
質

問
）

〇
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

板
書

〇
板

書
後

に
情

報
メ

モ
を

Ｅ
Ｒ

Ｃ
チ

ー
ム

長
／

説
明

全
体

統
括

へ
渡

す
〇

情
報

連
携

の
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク

Ｑ
Ａ

対
応

者
②

〇
情

報
メ

モ
を

用
い

た
回

答
の

入
手

〇
Ｍ

９
５

へ
の

Ｑ
登

録
、

回
答

状
況

確
認

〇
質

問
対

応
（ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
確

認
結

果
の

回
答

）
（４

号
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

対
応

者
②

〇
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
発

行
状

況
確

認

〇
Ｃ

Ｏ
Ｐ

印
刷

、
チ

ー
ム

内
配

布
（
各

部
長

、
説

明
者

②
、

③
：４

部
）
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情
報

フ
ロ

ー
（
大

飯
）

大
飯

対
外

対
応

専
任

者
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｐ

Ｓ
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

大
飯

本
部

内
音

声
電

話
会

議

音 声 ミ キ サ ー （ 調 整 可 ）

室 内 音 声

即
応

Ｃ
Ａ

部
屋

・ 確 定 情 報 ・ 不 確 定 情 報 （ 速 報 ）

即
応

Ｃ
情

報
係

・
通

報
票

・
オ

フ
サ

イ
ト

情
報

等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者
大

飯
対

策
本

部
サ

ー
バ

登
録

・ Ｃ Ｏ Ｐ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ

係

・ Ｗ Ｂ 板 書

・ 情 報 連 携

漏 れ チ ェ ッ ク

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班

チ
ー

ム
長

（
部

長
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

の
全

体
を

監
視

し
、

必
要

な
監

督
・
フ

ォ
ロ

ー
（
２

人
同

時
に

席
を

外
さ

な
い

）Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
（
部

長
）

大
飯

対
策

本
部

電 子WB

（
板

書
後

）

即
応

Ｃ
情

報
チ

ー
ム

体
制

［
２

０
２

０
．

１
０

大
飯

訓
練

］

即
応

Ｃ
ＩＣ

補
佐

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ﾁ
ｬ
ｰ

情
報

メ
モ

Ａ

情 報
メ モ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

メ
モ

３

・ 確 定 情 報 の メ モ 化

メ
モ

Ａ

メ
モ

３

メ
モ

１
，

２
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Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者

Ｑ
Ａ

対
応

者
①

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
部

長

即
応

Ｃ
情

報
チ

ー
ム

体
制

［
２

０
２

０
．

１
０

大
飯

訓
練

］

Ｑ
Ａ

対
応

（
大

飯
）

・
軽

微
な

リ
エ

ゾ
ン

質
問

へ
の

回
答

作
成

・
Ｑ

Ａ
登

録
、

Ｑ
Ａ

リ
ス

ト
管

理
（
M

95
に

よ
る

）

即
応

Ｃ
情

報
係

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①

回 答

質
問

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班
回

答

Ｑ
Ａ

対
応

者
②

即
応

Ｃ
回

答
作

成
箇

所
回

答

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者

Ｅ Ｒ Ｃ リ エ ゾ ン

リ
エ

ゾ
ン

質
問

リ
エ

ゾ
ン

回
答

・
M

95
へ

Ｑ
Ａ

登
録

質
問

聞
き

取
り

・
回

答
作

成
状

況
の

確
認

・ 質 問 回 答 依 頼

・
質

問
回

答
依

頼

・
M

95
へ

Ｑ
Ａ

登
録

（
リ

エ
ゾ

ン
質

問
）

【
凡

例
】

M
95

：
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム Ｑ
Ａ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

大
飯

対
策

本
部

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

発
電

所
へ

の
問

い
合

わ
せ

＜
こ

れ
ま

で
の

Ｑ
Ａ

確
認

の
流

れ
＞

・
N

R
Aか

ら
の

質
問

発
生

↓
↑

・
Ｑ

Ａ
対

応
者

↓
↑

・
即

応
Ｃ

情
報

係
↓

↑
・
各

機
能

班
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
↓

↑
・
発

電
所

各
機

能
班

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

＜
Ｑ

Ａ
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
導

入
後

＞
〇

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
係

る
簡

易
な

質
問

・
N

R
Aか

ら
の

質
問

発
生

↓
↑

・
Ｑ

Ａ
対

応
者

↓
↑

・
発

電
所

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

〇
上

記
以

外
の

質
問

・
N

R
Aか

ら
の

質
問

発
生

↓
↑

・
Ｑ

Ａ
対

応
者

↓
↑

・
即

応
Ｃ

情
報

係
↓

↑
・
各

機
能

班
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
↓

↑
・
発

電
所

各
機

能
班

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
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関西電力（株）　ＥＲＣ書架内資料一覧 2020.9

美浜 高浜 大飯 備付根拠
1 原子力事業者防災業務計画 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

2 原子炉施設保安規定 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

3 事故時操作所則 ○
（電子データ）

○
（電子データ）

○
（電子データ）

防災業務計画

4 原子炉設置変更許可申請書（完本版） ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

5 系統図 ○ ○ ○ 防災業務計画

6 プラント配置図 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

7 プラント関係プロセスおよび放射線計測配置図 ○ ○ ○ 防災業務計画

8 原子炉安全保護系ロジック一覧表 ○ ○ ○ 防災業務計画

9 原子力災害時の対応資料集
　・ＥＲＣ備付資料（適合炉版）

○
（３号機）

○
（３,４号機）

○
（３,４号機） －

10 原子力災害時の対応資料集
　・ＥＲＣ備付資料（未適合炉版）

○
（3号機） 未 未 －

資料名
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２
０

２
０

年
度

大
飯

原
子

力
防

災
訓

練
情

報
フ

ロ
ー
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発
電

所
⇔

本
店

対
策

本
部

⇔
E
R

C
情

報
共

有
方

法
〔
訓

練
前

説
明

〕

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

発
電

所

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

書
画

ＩＰ
電

話
ＩＰ

‐Ｆ
Ａ

Ｘ

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

プ
ラ

ン
ト

状
況

報
告

等

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

ＩＰ
電

話
ＩＰ

‐Ｆ
Ａ

Ｘ

災
害

時

対
応

Ｄ
Ｂ

社
内

T
V

会
議

事
業

者
ブ

ー
ス

O
F
C

Ｔ
Ｖ

会
議

プ
ラ

ン
ト

班

・
事

業
者

派
遣

者
４

名

シ
ー

ク
レ

ッ
ト

モ
ー

ド
に

て
傍

聴

官
邸

①
E
A

L
判

断
②

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
③

対
応

戦
略

④
戦

略
の

進
捗

状
況

情
報

入
手

（
各

班
）

①
E
A

L
判

断
②

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
③

対
応

戦
略

④
戦

略
の

進
捗

状
況

⑤
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

質
問

①
通

報
・
連

絡
（
F
A

X
/
電

話
）

通
報

・
連

絡
（
F
A

X
/
電

話
）

情
報

連
絡

（
電

話
・
メ

ー
ル

）

回
答

各
班

リ
エ

ゾ
ン

傍
聴

災
害

時

対
応

Ｄ
Ｂ

[ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者
補

佐
]

C
O

P
作

成
②

´
概

略
系

統
図

②
´
設

備
状

況
シ

ー
ト

③
´
事

故
収

束
戦

略
検

討
シ

ー
ト

[安
管

班
]

②
´
Ｓ

Ｆ
Ｐ

シ
ー

ト
作

成

⑤
´
情

報
・
Ｑ

Ａ
メ

モ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

3
u電
子

Ｗ
Ｂ

電
子

Ｗ
Ｂ

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

E
R

S
S

※
１

※
１

S
P

D
S
-
W

e
b

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ａ

）

※
２

※
２

※
３

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

※
３

電
話

会
議

（
発

電
所

内
集

音
）

※
４

電
話

会
議

（
受

話
の

み
）

※
４

※
４

4
u

3
u

4
u

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置
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①
E
A

L
に

関
す

る
情

報
共

有
（
E
A

L
事

象
発

生
の

都
度

）
〔
訓

練
前

説
明

〕

Ｅ
Ｒ

Ｃ

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

書
画 国

Ｔ
Ｖ

会
議

（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

通
報

・
連

絡
（
N

T
T
－

電
話

・
F
A

X
）
※

P
S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

情
報

班
長

発
電

所
対

策
本

部
長

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

Ｍ
９

５

発
電

所

発
電

班
員

安
全

管
理

班
員

⑤
E
A

L
該

当
確

認
・
宣

言

⑩
本

部
内

周
知

（情
報

メ
モ

）

⑦
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

⑥
本

部
内

周
知

（口
頭

（
マ

イ
ク

）
）

※
 バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
と

し
て

ＩＰ
-
電

話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

も
配

備

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

原
子

力
設

備
班

（
情

報
係

）

中
央

制
御

室
（
当

直
課

長
）

①
情

報
連

絡
（
電

話
）

②
情

報
報

告
（口

頭
（
マ

イ
ク

）
）

④
判

断
情

報
報

告
（口

頭
（
マ

イ
ク

）
）

③
E
A

L
情

報
の

確
認

⑧
本

部
内

周
知

口
頭

（
マ

イ
ク

）

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

⑧
傍

聴

E
R

C
説

明
者

ＩＣ
補

佐
、

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

本
店

対
策

本
部

長

イ
ン

シ
デ

ン
ト

コ
マ

ン
ダ

ー
（
IC

）

⑨
情

報
メ

モ
作

成

⑨
情

報
メ

モ 情
報

管
理

⑩
情

報
メ

モ

⑫
口

頭
、

情
報

メ
モ

⑩
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

情
報

メ
モ

（
書

画
）

①
S

P
D

S
監

視
対

外
対

応
専

任
者

⑦
情

報
班

長
は

通
報

文
を

作
成

⑦
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

⑦
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

対
外

通
報

連
絡

者

⑨
着

信
確

認
（電

話
）

⑪
情

報
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク

⑦
本

部
内

集
音

（
電

話
会

議
）

⑦
口

頭
（
電

話
会

議
）

電
話

会
議

⑨
情

報
メ

モ
作

成

⑧
通

報
文

送
信

（F
A

X
）

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン 改

善
事

項
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

設
置

Q
A

対
応

者
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②
事

故
・プ

ラ
ン

ト
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
（
プ

ラ
ン

ト
状

況
変

化
の

都
度

）
〔
訓

練
前

説
明

〕

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

書
画 国

Ｔ
Ｖ

会
議

（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

発
電

所
対

策
本

部
長

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

Ｍ
９

５

発
電

所

発
電

班

安
全

管
理

班

⑨
本

部
内

周
知

（情
報

メ
モ

）

⑥
口

頭
（
T
V

会
議

）
、

C
O

P
（
D

B
）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

原
子

力
設

備
班

（
情

報
係

）

中
央

制
御

室
／

現
場

要
員

①
情

報
連

絡
（電

話
）

③
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
）

⑤
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
）

⑦
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
（
D

B
）
）

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

⑦
傍

聴

E
R

C
説

明
者

ＩＣ
補

佐
、

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

本
店

対
策

本
部

長

イ
ン

シ
デ

ン
ト

コ
マ

ン
ダ

ー
（
IC

）

⑧
情

報
メ

モ
作

成

情
報

管
理

⑩
口

頭
、

C
O

P
手

書
き

更
新

（Ｔ
Ｖ

会
議

）

保
修

班

対
外

対
応

専
任

者

④
連

絡
（
マ

イ
ク

）

②
各

班
・
活

動
内

容
の

D
B

登
録

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

⑤
口

頭
、

C
O

P

⑤
口

頭
（
電

話
）
、

C
O

P
（
D

B
）

⑥
口

頭
、

C
O

P
他

資
料

提
供 ⑦

電
子

フ
ァ

イ
ル

印
刷

①
S

P
D

S
監

視

放
射

線
管

理
班

⑥
口

頭
（
T
V

会
議

）

⑥
口

頭
（
T
V

会
議

）

⑨
C

O
P

手
書

き
更

新
（
元

ネ
タ

：
P

S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ

ｬ
ｰ

情
報

⑧
）

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者
補

佐

⑤
時

系
列

作
成

⑥
本

部
内

集
音

（
電

話
会

議
）

電
話

会
議

④
C

O
P

⑪
情

報
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク

⑧
情

報
メ

モ
作

成

3
u

4
u

3
u

電
子

Ｗ
Ｂ

④
ユ

ニ
ッ

ト
指

揮
者

補
佐

に
て

C
O

P
３

，
４

作
成

、
D

B
登

録

3
u

4
u

電
子

Ｗ
Ｂ

⑨
情

報
メ

モ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

4
u 改

善
事

項
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

設
置

Q
A

対
応

者

-58-



③
事

故
収

束
対

応
戦

略
に

関
す

る
情

報
共

有
（
重

大
局

面
（
1
0
条

、
1
5
条

、
炉

心
損

傷
等

）
の

都
度

）
〔
訓

練
前

説
明

〕

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

書
画 国

Ｔ
Ｖ

会
議

（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

発
電

所
対

策
本

部
長

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

Ｍ
９

５

発
電

所

発
電

班

安
全

管
理

班

⑨
本

部
内

周
知

（情
報

メ
モ

）

⑦
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）、

C
O

P
（
D

B
）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

原
子

力
設

備
班

（
情

報
係

）

中
央

制
御

室
／

現
場

要
員

①
情

報
連

絡
（
電

話
）

②
報

告
（
口

頭
）

④
報

告
・
戦

略
立

案
（
口

頭
（マ

イ
ク

）
、

C
O

P
）

⑦
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
（
D

B
）
）

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

⑧
傍

聴

E
R

C
説

明
者

ＩＣ
補

佐
、

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

本
店

対
策

本
部

長

イ
ン

シ
デ

ン
ト

コ
マ

ン
ダ

ー
（
IC

）

⑧
情

報
メ

モ
作

成

情
報

管
理

⑩
口

頭
、

C
O

P
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

保
修

班

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

④
口

頭
、

C
O

P

④
口

頭
（
電

話
）
、

C
O

P
（
D

B
）

⑤
口

頭
、

C
O

P
他

資
料

提
供

⑫
電

子
フ

ァ
イ

ル
印

刷

①
S

P
D

S
監

視

③
ユ

ニ
ッ

ト
指

揮
者

補
佐

に
て

C
O

P
２

作
成

、
D

B
登

録

⑥
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ
対

外
対

応
専

任
者

⑤
戦

略
決

定

⑥
周

知
（
マ

イ
ク

）

⑦
本

部
内

集
音

（
電

話
会

議
）

電
話

会
議

⑨
情

報
メ

モ

⑩
情

報
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク

③
C

O
P

⑧
情

報
メ

モ
作

成

⑨
情

報
メ

モ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者
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④
戦

略
の

進
捗

状
況

に
関

す
る

情
報

共
有

（
戦

略
変

更
時

等
の

都
度

）
〔
訓

練
前

説
明

〕

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

書
画 国

Ｔ
Ｖ

会
議

（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

発
電

所
対

策
本

部
長

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

Ｍ
９

５

発
電

所

発
電

班

安
全

管
理

班

⑨
本

部
内

周
知

（情
報

メ
モ

）

⑦
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）、

C
O

P
（
D

B
）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

原
子

力
設

備
班

（
情

報
係

）

中
央

制
御

室
／

現
場

要
員

①
情

報
連

絡
（
電

話
）

③
報

告
（
口

頭
、

C
O

P
）

⑤
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
）

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

⑧
傍

聴

E
R

C
説

明
者

ＩＣ
補

佐
、

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

本
店

対
策

本
部

長

イ
ン

シ
デ

ン
ト

コ
マ

ン
ダ

ー
（
IC

）

情
報

管
理

保
修

班

④
ユ

ニ
ッ

ト
指

揮
者

補
佐

に
て

C
O

P
２

作
成

、
D

B
登

録

対
外

対
応

専
任

者

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

②
S

P
D

S
監

視

⑧
情

報
メ

モ
作

成

⑥
口

頭
（
Ｔ

Ｖ
会

議
）

⑪
口

頭
、

C
O

P
手

書
き

更
新

（Ｔ
Ｖ

会
議

）

⑩
C

O
P

一
部

手
書

き
更

新
（
元

ネ
タ

：
P

S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ

ｬ
ｰ

情
報

⑨
）

⑥
戦

略
変

更
の

決
定

⑦
周

知
（
マ

イ
ク

）

⑦
本

部
内

集
音

（
電

話
会

議
）

電
話

会
議

⑨
情

報
メ

モ

⑩
情

報
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク

⑧
情

報
メ

モ
作

成

③
C

O
P

④
口

頭
、

C
O

P

④
口

頭
（
電

話
）
、

C
O

P
（
D

B
）

⑤
口

頭
、

C
O

P
他

資
料

提
供

⑫
電

子
フ

ァ
イ

ル
印

刷

⑨
情

報
メ

モ

⑦
報

告
（
口

頭
（
マ

イ
ク

）
、

C
O

P
（
D

B
）
）

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者
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⑤
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
か

ら
の

質
問

へ
の

回
答

（
都

度
）

〔
訓

練
前

説
明

〕

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ

Ｖ
会

議

書
画

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

発
電

所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

①
質

問
（
口

頭
（
T
V

会
議

）
）

⑬
回

答
（
T
V

会
議

、
Q

A
メ

モ
（
書

画
）
）

（
D

B
印

刷
）

④
回

答
作

成
依

頼
（
電

話
）

関
係

班

⑥
必

要
に

応
じ

て
回

答
照

会
（
口

頭
（
電

話
））

①
質

問
（
口

頭
）

発
電

班

保
修

班

安
全

管
理

班

放
射

線
管

理
班

広
報

班

総
務

班

情
報

班

広
報

班
（
広

報
係

）

住
民

対
応

チ
ー

ム
他

現
地

支
援

チ
ー

ム

③
口

頭

E
R

C
説

明
者

/
情

報
管

理

共
通

班
（
各

係
）

原
子

力
設

備
班

（
各

係
）

⑪
回

答
連

絡
（
電

話
）

⑤
回

答
作

成
依

頼
（
口

頭
（
電

話
）
）

⑩
回

答
連

絡
（
口

頭
（
電

話
）
）

⑧
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑨
所

管
の

班
・係

Ｄ
Ｂ

に
回

答
入

力

原
子

力
設

備
班

（
情

報
係

）

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

②
情

報
、

D
B

入
力

⑭
口

頭
（
電

話
、

Q
A

メ
モ

）
⑮

回
答

（
口

頭
（
Q

A
メ

モ
）

②
Ｑ

Ａ
の

D
B

入
力

連
絡

（
口

頭
）

⑦
回

答
作

成
（Ｄ

Ｂ
入

力
）

⑫
Ｑ

Ａ
メ

モ
（
D

B
印

刷
）

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

【
Ｒ

０
１

美
浜

訓
練

課
題

の
改

善
】

・
軽

微
な

Ｑ
Ａ

の
処

理
フ

ロ
ー

の
明

確
化

・
Ｑ

Ａ
管

理
の

実
施

者
を

変
更

③
Q

A
の

D
B

入
力

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

Ｍ
９

５

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者
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緊
急
時
対
応
の
強
化
に
向
け
た

取
り組

み
に
つ
い
て

令
和

２
年

９
月

原
子

力
事

業
本

部

危
機

管
理

グ
ル

ー
プ
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１
．

7
/
2
8

事
業

者
防

災
訓

練
報

告
会

で
頂

い
た

評
価

と
ご

意
見

（
山

中
委

員
）
私

も
、

3
サ

イ
ト

と
も

に
非

常
に

評
価

が
低

か
っ

た
こ

と
は

気
に

な
る

。
特

に
、

社
内

で
の

情
報

共
有

の
問

題
や

発
話

の
精

度
の

問
題

な
ど

、
数

年
来

、
あ

ま
り

改
善

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
も

見
え

る
。

か
つ

て
は

、
C

O
P

（
共

通
要

因
図

）
の

統
一

や
、

サ
イ

ト
間

で
対

応
の

方
針

の
統

一
を

図
る

な
ど

、
努

力
は

さ
れ

て
い

た
と

思
う

が
、

情
報

共
有

の
問

題
で

、
抜

本
的

に
何

か
改

善
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

単
に

、
ツ

ー
ル

の
習

熟
度

を
上

げ
る

だ
け

で
改

善
さ

れ
る

の
か

、
ち

ょ
っ

と
心

配
な

と
こ

ろ
も

あ
る

。

（
Ｎ

Ｒ
Ａ

）
関

西
電

力
か

ら
浜

岡
の

例
も

参
考

に
し

て
と

い
う

発
言

も
あ

っ
た

が
、

課
題

を
抽

出
す

る
た

め
に

訓
練

の
録

画
を

見
る

と
い

う
の

は
、

私
も

、
実

施
し

た
こ

と
が

あ
る

が
、

有
効

だ
と

思
う

。
関

電
で

E
R

C
対

応
の

ポ
ス

ト
に

つ
く
方

は
選

ば
れ

た
方

だ
と

思
う

が
、

中
部

の
や

り
方

も
参

考
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
山

中
委

員
）
東

電
、

中
部

、
北

陸
の

3
社

は
、

い
ず

れ
も

訓
練

の
評

価
も

高
い

。
関

西
電

力
も

再
稼

働
し

た
P

W
R

グ
ル

ー
プ

で
協

力
も

で
き

る
と

思
う

の
で

、
是

非
、

参
考

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

指
標

２
の

傾
向

２
０

１
９

年
度

評
価

結
果

一
覧
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２
．

評
価

・
検

討
の

流
れ

（
は

じ
め

に
）

2
0
1
9
年

度
の

防
災

訓
練

に
関

し
て

、
2
0
2
0
年

7
月

に
行

わ
れ

た
第

1
2
回

原
子

力
事

業
者

防
災

訓
練

報
告

会
に

て
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

と
の

情
報

共
有

に
お

い
て

発
話

ミ
ス

や
訂

正
が

多
い

と
の

課
題

を
指

摘
さ

れ
た

。
ま

た
、

高
浜

、
大

飯
に

お
い

て
は

、
過

去
５

年
間

の
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

に
係

る
評

価
の

傾
向

と
し

て
、

Ａ
評

価
が

な
く
、

改
善

の
途

上
で

あ
る

と
の

指
摘

を
受

け
た

。
2
0
1
9
年

度
の

課
題

改
善

に
と

ど
ま

ら
ず

、
過

去
の

改
善

策
の

振
り

返
り

、
ま

た
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

の
分

析
、

検
討

を
行

い
、

2
0
2
0
年

度
の

訓
練

に
向

け
て

改
善

を
図

っ
て

い
く
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

改
善

に
お

い
て

は
、

原
子

力
事

業
本

部
と

発
電

所
が

一
体

と
な

っ
て

緊
急

時
対

応
の

強
化

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

過
去

５
年

間
の

改
善

策
の

振
り

返
り

〇
個

別
の

改
善

策
の

実
施

結
果

が
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
と

の
情

報
共

有
全

体
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
繋

が
ら

な
か

っ
た

の
は

何
故

か
。

〇
抽

出
し

た
課

題
か

ら
改

善
策

の
検

討
に

際
し

て
、

漏
れ

は
な

い
か

。

２
０

１
９

年
度

の
課

題
に

対
す

る
改

善

〇
訓

練
で

の
課

題
に

対
し

て
深

掘
り

し
、

根
本

的
な

原
因

に
対

し
て

対
策

を
講

じ
る

。

〇
あ

る
べ

き
姿

を
具

体
化

し
、

ギ
ャ

ッ
プ

の
分

析
・
検

討
を

踏
ま

え
た

改
善

を
図

る
。

過
去

の
振

り
返

り
を

踏
ま

え
、

情
報

共
有

全
体

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
が

る
対

策
を

講
じ

る
。

（
あ

る
べ

き
姿

）

緊
急

時
対

応
に

お
い

て
、

迅
速

か
つ

正
確

に
情

報
を

分
か

り
や

す
く
発

信
で

き
る

こ
と

。
２

０
２

０
年

度
の

活
動

と
し

て
、

原
子

力
災

害
発

災
時

の
発

電
所

と
事

業
本

部
間

の
円

滑
な

情
報

連
携

を
行

い
、

迅
速

か
つ

正
確

な
情

報
を

分
か

り
や

す
く
関

係
機

関
に

発
信

で
き

る
よ

う
技

術
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

要
員

の
意

識
向

上
を

図
る

。
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（
１

）
過

去
５

年
間

の
訓

練
報

告
書

か
ら

の
分

析

【
主

な
課

題
】

〇
発

電
所

、
原

子
力

事
業

本
部

間
の

情
報

連
携

充
実

〇
情

報
共

有
の

た
め

の
ツ

ー
ル

の
充

実
な

ど

【
改

善
策

】
 

対
外

対
応

専
任

者
の

設
置

（
発

電
所

）
 

Ｐ
Ｓ

ウ
ォ

ッ
チ

ャ
ー

の
設

置
（
原

子
力

事
業

本
部

）
 

電
子

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

設
置

（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ

イ
ク

シ
ス

テ
ム

の
設

置
（
発

電
所

）
 

通
信

回
線

の
充

実
（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

Ｃ
Ｏ

Ｐ
の

導
入

、
様

式
統

一
（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
基

本
動

作
の

定
着

（
原

子
力

事
業

本
部

）
な

ど

３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策

【
分

析
結

果
】

 
課

題
に

対
す

る
改

善
策

は
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

そ
れ

ぞ
れ

個
々

に
実

施
し

て
い

る
 

発
電

所
の

事
故

制
圧

活
動

を
デ

ィ
ス

タ
ー

ブ
さ

せ
な

い
よ

う
に

、
原

子
力

事
業

本
部

に
情

報
を

伝
え

る
取

り
組

み
は

実
施

し
て

い
る

 
一

方
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
者

（
プ

レ
イ

ヤ
ー

の
声

）
を

再
確

認
し

た
結

果
、

発
電

所
か

ら
の

情
報

量
を

強
化

・
統

一
す

る
対

策
に

不
足

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

 
課

題
を

継
続

的
に

改
善

す
る

こ
と

で
、

評
価

が
上

が
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

た

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

に
関

連
す

る
箇

所
抜

粋
）

＜
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

者
（
プ

レ
イ

ヤ
ー

の
声

）
を

分
析

＞

〇
発

電
所

か
ら

の
情

報
量

が
少

な
い

〇
発

電
所

か
ら

ト
リ

ッ
プ

な
ど

の
情

報
は

あ
る

が
、

時
間

情
報

が
な

か
っ

た
り

す
る

〇
発

電
所

か
ら

の
情

報
量

が
多

か
っ

た
り

、
少

な
か

っ
た

り
３

発
電

所
で

も
バ

ラ
つ

き
が

あ
る

な
ど

〇
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
情

報
量

を
強

化
す

る
た

め
の

対
策

を
講

じ
て

い
る

も
の

の
、

発
電

所
か

ら
の

情
報

量
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

改
善

策
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
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３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策

（
２

）
指

標
２

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

）
に

係
る

評
価

推
移

か
ら

の
分

析
Ｅ

Ｒ
Ｃ

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

は
、

即
応

セ
ン

タ
ー

に
て

対
応

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
全

発
電

所
連

続
し

た
評

価
推

移
か

ら
分

析
。

２
０

１
５

２
０

１
６

２
０

１
７

２
０

１
８

２
０

１
９

高
浜 Ｃ

美
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

高
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

美
浜 Ｂ

高
浜

＆
大

飯

Ｂ

美
浜 Ｂ

高
浜

＆
大

飯

Ｃ

美
浜 Ａ

高
浜

＆
大

飯
（
Ａ

）

（
再

訓
練

）

美
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

高
浜 Ｂ

Ｃ
評

価
の

主
要

因

・
休

日
昼

間
想

定
で

、
当

番
者

の
み

で
初

動
対

応
し

た
結

果
、

要
員

参
集

ま
で

の
間

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
情

報
発

信
が

で
き

な
か

っ
た

。
（
対

策
）

・
要

員
参

集
時

、
半

数
が

社
員

寮
に

残
り

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
電

話
に

て
状

況
説

明
す

る
こ

と
を

ル
ー

ル
化

Ｃ
評

価
の

主
要

因

・
複

数
サ

イ
ト

で
の

４
基

同
時

発
災

に
よ

り
、

情
報

が
輻

輳
化

し
、

発
話

待
ち

の
情

報
伝

達
の

遅
れ

、
Ｃ

Ｏ
Ｐ

古
新

聞
化

に
よ

る
説

明
時

の
分

か
り

難
さ

が
あ

っ
た

。
（
対

策
）

・
重

要
度

に
応

じ
た

情
報

発
信

順
序

の
ル

ー
ル

化
・
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
最

新
化

（
手

書
き

更
新

）
＆

補
助

者
増

員

【
分

析
結

果
】

 
過

去
５

年
の

評
価

推
移

か
ら

「
Ｂ

評
価

」
が

ベ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
。

 
「
Ｃ

評
価

」
と

な
っ

た
際

の
課

題
に

つ
い

て
は

確
実

に
対

策
を

講
じ

、
そ

の
後

の
各

訓
練

で
の

個
別

課
題

に
つ

い
て

も
対

策
を

進
め

た
結

果
、

２
０

１
８

年
度

に
は

改
善

策
の

効
果

と
し

て
「
Ａ

評
価

」
を

得
て

い
る

。

 
こ

れ
は

、
過

去
訓

練
で

抽
出

し
た

課
題

の
改

善
を

図
っ

た
こ

と
に

加
え

、
説

明
者

個
人

が
習

熟
に

努
め

た
結

果
、

一
旦

は
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

で
の

良
好

な
評

価
結

果
を

得
た

も
の

で
あ

っ
た

。

 
一

方
、

２
０

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
交

代
に

伴
い

、
Ｂ

評
価

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。

 
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
育

成
状

況
を

確
認

し
た

結
果

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
の

個
人

勉
強

会
に

特
化

し
て

お
り

、
個

人
の

習
熟

に
依

存
し

て
い

た
。

こ
の

た
め

、
説

明
者

が
交

代
し

た
場

合
は

「
Ｂ

評
価

」
相

当
の

仕
組

み
し

か
構

築
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

↑ 〇
人

事
異

動
に

伴
う

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
交

代
あ

り

〇
説

明
者

の
交

代
も

見
据

え
、

個
人

勉
強

会
の

み
に

よ
る

個
人

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
継

続
し

た
育

成
が

必
要

。
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（
３

）
ま

と
め

【
原

因
①

】

 
抽

出
し

た
課

題
に

つ
い

て
は

、
改

善
策

を
講

じ
て

い
た

が
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

個
々

に
改

善
策

を
講

じ
る

こ
と

で
評

価

が
上

が
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

た
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
、

情
報

連
携

強
化

対
策

ま
で

は
講

じ
て

い
な

か
っ

た
。

【
原

因
②

】

 
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
へ

の
個

人
勉

強
会

実
施

に
よ

り
、

習
熟

が
可

能
と

考
え

て
い

た
。

 
説

明
者

交
代

に
備

え
た

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
育

成
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

。

【
対

策
】

Ｅ
Ｒ

Ｃ
情

報
共

有
に

つ
い

て
、

以
下

の
対

策
を

講
じ

る
。

 
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
情

報
連

携
に

特
化

し
た

対
策

を
講

じ
る

。

 
勉

強
会

に
よ

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

個
々

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
た

め
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

情
報

連
携

お
よ

び
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

に
係

る
自

主
訓

練
を

実
施

し
、

継
続

し
た

要
員

育
成

に
取

り
組

む
。

３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策
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課
題

（
Ｎ

Ｒ
Ａ

評
価

指
標

に
基

づ
く
評

価
結

果
よ

り
抜

粋
）

原
因

の
類

型
化

指 標 ２

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班 と の 情 報 共 有

・
発

生
時

間
が

頻
繁

に
訂

正
さ

れ
る

（
美

浜
・

高
浜

・
大

飯
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
直

接
連

絡
ル

ー
ト

な
し

）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
説

明
す

べ
き

事
項

が
一

部
不

明
確

・
重

要
な

機
器

や
施

設
の

状
況

の
説

明
が

抜
け

て
い

る
こ

と
が

あ
っ

た
（
高

浜
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

・
起

こ
っ

た
こ

と
を

受
け

て
戦

略
が

ど
う

な
っ

て
い

く
の

か
、

今
後

の
対

応
が

ど
う

な
っ

て
い

く
の

か
の

説
明

が
な

い
（
高

浜
）
、

ま
た

は
少

な
い

（
大

飯
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

③
焦

り
、

繁
忙

に
よ

る
E
R

C
説

明
者

（
メ

イ
ン

説
明

者
一

人
で

実
施

）
の

、
説

明
も

れ

・
S

E
や

G
E
の

発
動

予
測

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
が

不
足

し
て

い
た

（
美

浜
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

指 標 ３

情 報 共 有 ツ ー ル の 活 用

・
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

の
指

摘
を

受
け

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

を
把

握
す

る
よ

う
な

状
況

で
あ

っ
た

（
美

浜
）

④
繁

忙
に

よ
る

パ
ラ

メ
ー

タ
監

視
不

良

・
発

災
当

初
、

C
O

P
を

使
用

し
な

か
っ

た
た

め
、

E
R

C
へ

の
説

明
が

十
分

で
な

か
っ

た
（
美

浜
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

・
備

え
付

け
資

料
の

系
統

図
な

ど
を

用
い

て
具

体
的

な
系

統
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
説

明
し

て
も

ら
い

た
い

（
高

浜
）

⑤
焦

り
、

繁
忙

に
よ

る
E
R

C
説

明
者

の
ツ

ー
ル

活
用

も
れ

・
C

O
P

2
を

使
っ

て
説

明
を

し
て

い
た

が
、

C
O

P
3
、

4
も

活
用

し
て

説
明

し
て

も
ら

い
た

い
（
大

飯
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

原
因

対
策

① ② ③ ⑤

改
善

ポ
イ

ン
ト

１

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

（
情

報
発

信
の

ポ
イ

ン
ト

集
の

作
成

）

必
要

な
情

報
を

「
型

」
と

し
て

定
型

化
（
説

明
ポ

イ
ン

ト
集

作
成

）
し

、

社
内

の
情

報
発

信
元

（
発

電
所

）
、

情
報

伝
達

者
（
原

子
力

事
業

本

部
）
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

の
説

明
者

（
原

子
力

事
業

本
部

）
が

共
有

す
る

。

③ ④ ⑤

改
善

ポ
イ

ン
ト

２

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
負

担
軽

減
（
役

割
分

担
の

見
直

し
）

こ
れ

ま
で

メ
イ

ン
説

明
者

が
一

括
で

説
明

を
行

っ
て

き
た

が
、

情

報
毎

に
説

明
者

を
分

担
し

、
説

明
者

の
負

担
・
焦

り
を

軽
減

す
る

。

①
改

善
ポ

イ
ン

ト
３

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
チ

ー
ム

（
原

子
力

事
業

本
部

）

～
発

電
所

間
の

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

構
築

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

入
手

す
る

手
段

と
し

て
発

電
所

へ
直

接
、

問
い

合
わ

せ
を

行
え

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

設
け

る
。

②
備

え
付

け
資

料
（
EA

L判
断

フ
ロ

ー
）
の

活
用

EA
Lの

判
断

理
由

に
つ

い
て

、
従

前
の

口
頭

説
明

の
み

で
な

く
、

視
覚

的
に

分
か

り
や

す
く
説

明
で

き
る

よ
う

フ
ロ

ー
図

を
作

成
・
活

用
す

る
。

（
２

０
１

９
年

度
高

浜
訓

練
か

ら
使

用
、

本
年

度
は

他
サ

イ

ト
展

開
）

２ ０ ２ ０ 年 度 改 善 策

４
．

２
０

１
９

年
度

訓
練

で
の

課
題

に
対

す
る

原
因

分
析

・
対

策
検

討

（
１

）
課

題
に

対
す

る
根

本
的

な
原

因
を

分
析

・
対

策
検

討

具
体

化
し

た
あ

る
べ

き
姿

「
迅

速
、

正
確

、
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
」
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
に

よ
り

、
課

題
・
原

因
を

分
析

・
・
・
次

項
（
２

）
参

照
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Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
等

を
活

用
し

た
説

明
の

分
か

り
や

す
さ

→
ギ

ャ
ッ

プ
あ

り
(原

因
⑤

）

プ ラ ン ト 事 象

Ｅ
Ａ

Ｌ
【判

断
】

戦
略

【決
定

】

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

・
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

【発
行

】

電
子

Ｗ
Ｂ

＋
発

話

情
報

の
伝

達
：早

い
情

報
の

量
：
少

な
い

（
ユ

ニ
ッ

ト
指

揮
者

等
）

（
対

外
対

応
専

任
者

）

Ｅ
Ａ

Ｌ
【推

定
】

戦
略

【推
定

】

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
等

）

＋
発

話
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集

プ
ラ

ン
ト

事
象

速
報

、
Ｅ

Ａ
Ｌ

推
定

、
戦

略
推

定

＋
発

話
Ｃ

Ｏ
Ｐ

＋
手

書
き

プ
ラ

ン
ト

事
象

実
績

、
Ｅ

Ａ
Ｌ

速
報

、
戦

略
速

報

＋
発

話
Ｃ

Ｏ
Ｐ

俯
瞰

し
た

情
報

Ｅ Ｒ Ｃ

プ ラ ン ト 班

４
．

２
０

１
９

年
度

訓
練

で
の

課
題

に
対

す
る

原
因

分
析

・
対

策
検

討

（分
か

り
や

す
さ

向
上

の
た

め
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
か

ら
適

切
な

資
料

を
抽

出

・
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
次

回
更

新
ま

で
の

間
の

手
書

き
更

新

Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
集 ・手

順
フ

ロ
ー

図
・
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
図

・系
統

概
要

図
等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
＋

手
書

き

受
け

手
側

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
発

話
内

容
（
情

報
量

、
早

さ
）

→
ギ

ャ
ッ

プ
あ

り
（
原

因
①

②
）
Ｐ

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
フ

ロ
ー

の
活

用
→

２
０

１
９

改
善

（高
浜

済
）

重
要

度
に

応
じ

た
情

報
発

信
順

序
→

２
０

１
９

改
善

済

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

等
の

監
視

に
よ

る
速

や
か

な
プ

ラ
ン

ト
状

況
把

握
→

ギ
ャ

ッ
プ

あ
り

（
原

因
②

④
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
の

最
新

化
（手

書
き

更
新

）
→

２
０

１
９

改
善

済

受
け

手
側

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
発

話
内

容
（
情

報
量

、
早

さ
、

分
か

り
や

す
さ

）
→

ギ
ャ

ッ
プ

あ
り

（
原

因
①

②
③

）

発
電

所
対

策
本

部
即

応
セ

ン
タ

ー
／

本
店

対
策

本
部

（
あ

る
べ

き
姿

に
対

し
て

、
改

善
す

べ
き

事
項

）

情
報

の
伝

達
：遅

い
情

報
の

量
：
多

い

（
２

）
具

体
化

し
た

あ
る

べ
き

姿
「
迅

速
、

正
確

、
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
」
と

の
ギ

ャ
ッ

プ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
集

適
正

頻
度

で
の

Ｃ
Ｏ

Ｐ
発

行
→

２
０

１
９

改
善

済
必

要
な

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

充
実

→
２

０
１

８
改

善
済

：初
動

対
応

に
お

い
て

重
要

な
情

報
の

流
れ

（
あ

る
べ

き
姿

に
対

す
る

過
去

の
改

善
事

項
）

-70-



8

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

５
．

評
価

・
検

討
の

ま
と

め
（
概

要
）

改
善

策
を

踏
ま

え
た

育
成

（
４

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

育
成

（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）
～

他
電

力
か

ら
の

学
ぶ

姿
勢

の
向

上
～

過
去

５
年

間
の

改
善

策
の

振
り

返
り

Ｅ
Ｒ

Ｃ
情

報
共

有
に

つ
い

て
、

以
下

の
対

策
を

講

じ
る

。

 
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
情

報
連

携
に

特
化

し
た

対
策

を
講

じ
る

 
勉

強
会

に
よ

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

個
々

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
た

め
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

情
報

連
携

お
よ

び
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

に
係

る
自

主
訓

練
を

実
施

し
、

継
続

し
た

要
員

育
成

に
取

り
組

む

２
０

１
９

年
度

の
課

題
に

対
す

る
改

善

（
１

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
説

明
に

必
要

な
情

報
内

容
の

定
型

化
（
情

報
発

信
の

ポ
イ

ン
ト

集
の

作
成

）
（
２

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

負
担

軽
減

（
役

割
分

担
の

見
直

し
）

（
３

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

チ
ー

ム
（
原

子
力

事
業

本
部

）
～

発
電

所
間

の
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
構

築

〇
「
過

去
５

年
間

の
改

善
策

の
振

り
返

り
」
お

よ
び

「
２

０
１

９
年

度
改

題
に

対
す

る
改

善
」
を

評
価

・
検

討
し

、
双

方
の

対
策

を
踏

ま
え

、
次

の
改

善
策

お
よ

び
育

成
を

行
っ

て
い

く
。

具
体

化
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６
．

対
策

（
１

）
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

Ｅ
Ａ

Ｌ
の

説
明

［緊
急

情
報

］
発

話
時

期
：
Ｅ

Ａ
Ｌ

発
生

の
都

度
（
カ

ッ
ト

イ
ン

）

①
号

機
②

Ｅ
Ａ

Ｌ
該

当
番

号
③

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
時

間
（防

災
管

理
者

判
断

）
ま

た
は

④
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

時
間

（見
込

み
時

間
・未

確
定

）
ま

た
は

⑤
Ｅ

Ａ
Ｌ

に
至

る
蓋

然
性

（
タ

イ
マ

ー
開

始
）

⑤
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

理
由

（注
意

事
項

）

・③
は

、
防

災
管

理
者

の
判

断
実

績
の

連
絡

が
来

る
ま

で
の

間
に

即
応

Ｃ
情

報
チ

ー
ム

内
で

プ
ラ

ン
ト

情
報

を
踏

ま
え

て
「
Ｅ

Ａ
Ｌ

に
該

当
す

る
と

見
込

ま
れ

る
」情

報
で

あ
り

、
未

確
定

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

そ
の

点
を

明
確

に
発

話
す

る
。

・④
の

判
断

理
由

説
明

の
際

、
可

能
な

限
り

「
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
（備

付
資

料
集

）」
を

活
用

す
る

。
・以

下
の

場
合

、
緊

急
情

報
と

し
て

取
り

扱
わ

な
い

。
 

Ａ
Ｌ

情
報

（略
）

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
の

説
明

発
話

時
期

：
プ

ラ
ン

ト
状

況
変

化
の

都
度

①
号

機
②

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
③

時
刻

④
事

故
収

束
戦

略
へ

の
影

響

（注
意

事
項

）

・発
災

初
期

は
、

ま
ず

事
象

全
体

を
Ｅ

Ｒ
Ｃ

に
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

」
の

発
行

を
待

た
ず

に
、

「
ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
」
に

主
要

プ
ラ

ン
ト

状
況

を
記

載
し

、
書

画
装

置
を

用
い

て
視

覚
的

な
情

報
も

含
め

て
説

明
す

る
。

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
フ

ロ
ー

［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

ｃ
．

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

（書
画

装
置

経
由

）
ｄ
．

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

（書
画

装
置

経
由

）

事
故

・
収

束
対

応
戦

略
の

説
明

［緊
急

情
報

］
発

話
時

期
：重

大
局

面
（
10

条
、
15

条
、

炉
心

損
傷

等
）
の

都
度

①
号

機
②

現
状

で
の

炉
心

冷
却

の
有

無
③

炉
心

冷
却

手
段

（
1の

矢
、
2の

矢
）

④
上

記
③

の
1の

矢
の

理
由

⑤
上

記
③

は
、

何
の

復
旧

を
待

っ
て

い
る

か
。

⑥
上

記
⑤

の
復

旧
時

期
の

目
途

⑦
炉

心
損

傷
時

期
、

Ｓ
Ｇ

ド
ラ

イ
ア

ウ
ト

時
期

⑧
現

状
で

の
Ｃ

Ｖ
冷

却
・減

圧
の

有
無

、
必

要
性

⑨
Ｃ

Ｖ
冷

却
・減

圧
手

段
（
1の

矢
、
2の

矢
）

⑩
上

記
⑨

の
1の

矢
の

理
由 （略

）

（注
意

事
項

）
・以

下
の

場
合

、
緊

急
情

報
と

し
て

取
り

扱
わ

な
い

。
 
2の

矢
以

降
の

対
応

手
順

に
係

る
事

項

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

←
戦

略
決

定
に

あ
た

っ
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

態
ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
２

←
事

故
収

束
対

応
戦

略
ｂ
．

事
故

対
応

手
順

フ
ロ

ー
［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

・戦
略

の
進

捗
情

報
・負

傷
者

情
報

・炉
心

損
傷

判
断

等

発
電

所
各

班

発
電

所

対
外

対
応

専
任

者

即
応

Ｃ

Ｐ
Ｓ

ウ
ォ

ッ
チ

ャ
ー

即
応

Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
即

応
Ｃ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｔ

Ｖ
会

議

発
話

す
べ

き
情

報
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

「
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

頭
の

整
理

」
に

活
用

し
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
の

分
か

り
や

す
さ

を
向

上
さ

せ
る

。

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

が
求

め
る

情
報

を
整

理
す

る
こ

と
で

、
「情

報
発

信
者

（発
電

所
）
、

情
報

伝
達

者
（
Ｐ

Ｓ
ウ

ォ
ッ

チ
ャ

ー
等

）が
必

要
情

報
の

認
識

統
一

」
を

行
い

、
情

報
の

充
実

を
行

う
。

ポ
イ

ン
ト

を
意

識
し

た
発

話

ポ
イ

ン
ト

を
意

識
し

た
情

報
メ

モ
化

※
１

必
要

な
情

報
を

追
加

※
２

入
手

す
る

情
報

の
増

加

説
明

時
を

分
か

り
や

す
さ

向
上

電
話

会
議

※
１

本
部

内
音

声

時
系

列

電
子

W
B

※
１

：電
話

会
議

の
音

声
は

、
TV

会
議

で
の

対
外

対
応

専
任

者
の

発
話

予
定

情
報

と

し
て

事
前

把
握

用
で

あ
り

、
単

体
で

の
メ

モ
化

は
原

則
避

け
る

。
（断

片
的

な
情

報
を

回
避

）
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
即

応
Ｃ

Ｑ
Ａ

担
当

発
電

所
発

電
班

※
２

：
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
等

か
ら

の
必

要
な

情
報

の
追

加
の

他
、

即
応

性
が

必
要

な
情

報
の

確
認

に
つ

い
て

発
電

所
へ

直
接

確
認

を
行

う
。

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

設
置

）
電

話
（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）

（又
は

対
外

対
応

専
任

者
補

佐
（調

整
中

））

口
頭

○
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

（情
報

発
信

の
ポ

イ
ン

ト
集

の
作

成
）

必
要

な
情

報
を

「
型

」
と

し
て

定
型

化
（
説

明
ポ

イ
ン

ト
集

作
成

）
し

、
社

内
の

情
報

発
信

元
（
発

電
所

対
策

本
部

）
、

情
報

伝
達

者
お

よ
び

E
R

C
へ

の
説

明
者

（
即

応
セ

ン
タ

ー
／

本
店

対
策

本
部

）
そ

れ
ぞ

れ
が

共
有

す
る

。
ポ

イ
ン

ト
集

の
活

用
に

よ
り

、
必

要
な

情
報

を
断

片
的

で
な

く
、

塊
と

し
て

定
型

化
し

た
情

報
発

信
（
現

時
点

で
不

足
す

る
情

報
は

追
っ

て
報

告
す

る
旨

を
含

め
）
、

不
足

す
る

情
報

の
追

加
、

E
R

C
へ

の
説

明
時

の
分

か
り

や
す

さ
を

向
上

さ
せ

る
。
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○
E
R

C
説

明
者

の
負

担
軽

減
（役

割
分

担
の

見
直

し
）

こ
れ

ま
で

メ
イ

ン
説

明
者

が
一

括
で

説
明

を
行

っ
て

き
た

が
、

情
報

毎
に

説
明

者
を

分
担

し
、

説
明

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
。

加
え

て
、

新
た

に
発

話
を

サ
ポ

ー
ト

（
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
確

認
）
す

る
全

体
統

括
を

配
置

す
る

。

６
．

対
策

（
２

）
E
R

C
説

明
者

の
負

担
軽

減

（
役

割
分

担
例

）

大
飯

対
外

対
応

専
任

者
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｐ

Ｓ
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

大
飯

本
部

内
音

声
電

話
会

議

音 声 ミ キ サ ー （ 調 整 可 ）

室 内 音 声

即
応

Ｃ
Ａ

部
屋

・ 確 定 情 報 ・ 不 確 定 情 報 （ 速 報 ）

即
応

Ｃ
情

報
係

・
通

報
票

・
オ

フ
サ

イ
ト

情
報

等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者
大

飯
対

策
本

部
サ

ー
バ

登
録

・ Ｃ Ｏ Ｐ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ

係

・ Ｗ Ｂ 板 書

・ 情 報 連 携

漏 れ チ ェ ッ ク

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班

チ
ー

ム
長

（
部

長
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

の
全

体
を

監
視

し
、

必
要

な
監

督
・
フ

ォ
ロ

ー
（
２

人
同

時
に

席
を

外
さ

な
い

）Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
（
部

長
）

大
飯

対
策

本
部

電 子WB

（
板

書
後

）

即
応

Ｃ
ＩＣ

補
佐

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ﾁ
ｬ
ｰ

情
報

メ
モ

Ａ

情 報
メ モ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

メ
モ

３

・ 確 定 情 報 の メ モ 化

メ
モ

Ａ

メ
モ

３

メ
モ

１
，

２

要
員

担
当
内
容

ER
C説

明
全
体
総
括

○
ER
C全

体
説
明
総
括

○
発
話
サ
ポ
ー
ト

←
新
規

ER
C説

明
者
①

○
プ
ラン
ト状

況
説
明

○
CO
P説

明
（
系
統
状
況
CO
P3

、設
備
状
況
CO
P4
）

ER
C説

明
者
②

○
ER
SS
・S
PD
S監

視
○
CO
P説

明
←
分
担
変
更

（
事
故
収
束
対
応
戦
略

CO
P2
）

ER
C説

明
者
③

〇
EA
L説
明

←
分
担
変
更

（
予
想
され

る
EA
L含
む
）

〇
CO
P⼿

書
き
更
新

〇
ER
C質

問
対
応

←
分
担
変
更
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○
発

電
所

対
策

本
部

～
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

間
の

情
報

連
携

の
強

化
（ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
設

置
）

発
電

所
の

対
外

対
応

専
任

者
か

ら
の

発
話

情
報

の
不

足
事

項
等

を
補

う
も

の
と

し
て

、
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

（
原

子
力

事
業

本
部

）
～

発
電

所
間

の
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
構

築
し

、
不

足
す

る
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
入

手
す

る
手

段
と

し
て

発
電

所
へ

直
接

、
問

い
合

わ
せ

を
行

え
る

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

を
設

け
る

。

６
．

対
策

（
３

）
発

電
所

対
策

本
部

～
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

間
の

情
報

伝
達

ル
ー

ト
の

充
実

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ
Ｖ

会
議

書
画

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

発
電

所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

①
質

問
（
口

頭
（
T

V
会

議
））

⑬
回

答
（
T
V

会
議

、
Q

A
メ

モ
（
書

画
）
）

（
D

B
印

刷
）

④
回

答
作

成
依

頼
（
電

話
）

関
係

班

⑥
必

要
に

応
じ

て
回

答
照

会
（
口

頭
（電

話
））

①
質

問
（口

頭
）

発
電

班

保
修

班

安
全

管
理

班

放
射

線
管

理
班

広
報

班

総
務

班

情
報

班

広
報

班
（
広

報
係

）

住
民

対
応

チ
ー

ム
他

現
地

支
援

チ
ー

ム

③
口

頭

E
R

C
説

明
者

/
情

報
管

理

共
通

班
（
各

係
）

原
子

力
設

備
班

（
各

係
）

⑪
回

答
連

絡
（
電

話
）

⑤
回

答
作

成
依

頼
（
口

頭
（電

話
））

⑩
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑧
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑨
所

管
の

班
・係

Ｄ
Ｂ

に
回

答
入

力

原
子

力
設

備
班

（情
報

係
）

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

②
情

報
、

D
B

入
力

⑭
口

頭
（
電

話
、

Q
A

メ
モ

）
⑮

回
答

（
口

頭
（
Q

A
メ

モ
）

②
Ｑ

Ａ
の

D
B

入
力

連
絡

（
口

頭
）

⑦
回

答
作

成
（Ｄ

Ｂ
入

力
）

⑫
Ｑ

Ａ
メ

モ
（
D

B
印

刷
）

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

③
Q

A
の

D
B

入
力

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

Ｍ
９

５

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者
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○
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

（
模

擬
）と

の
反

復
訓

練
の

実
施

（
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
理

解
促

進
）

社
内

の
E
R

C
説

明
経

験
者

、
訓

練
事

務
局

等
が

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

役
（
講

師
役

）と
し

て
参

加
し

、
本

番
さ

な
が

ら
の

訓
練

（
E
R

C
説

明
）を

実
施

し
、

発
話

ポ
イ

ン
ト

集
に

基
づ

く
発

話
の

習
熟

お
よ

び
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
改

善
を

図
る

。
発

電
所

と
の

訓
練

を
通

し
て

、
E
R

C
へ

の
発

信
情

報
（発

話
ポ

イ
ン

ト
）
を

共
有

す
る

。
ま

た
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

役
に

は
、

育
成

対
象

と
な

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
自

身
も

入
り

、
受

け
手

側
視

点
で

の
発

信
情

報
の

気
づ

き
を

得
る

。

【
目

標
】

事
業

本
部

内
の

自
主

訓
練

（過
去

シ
ナ

リ
オ

等
に

よ
る

訓
練

）
４

回
以

上
/
半

期
発

電
所

と
の

連
携

訓
練

（過
去

シ
ナ

リ
オ

等
に

よ
る

訓
練

）
３

回
以

上
/
年

○
E
R

C
対

応
に

お
け

る
良

好
事

例
等

の
ビ

デ
オ

教
材

化
こ

れ
ま

で
の

良
好

事
例

等
を

ビ
デ

オ
教

材
化

す
る

と
と

も
に

、
E
R

C
説

明
候

補
者

を
対

象
に

定
期

的
に

視
聴

を
慫

慂
す

る
。

（
1
か

月
に

1回
程

度
、

視
聴

後
、

気
づ

き
事

項
等

を
報

告
）

ま
た

、
発

電
所

の
対

外
情

報
専

任
者

お
よ

び
訓

練
事

務
局

に
お

い
て

も
視

聴
を

慫
慂

し
、

E
R

C
対

応
の

状
況

を
確

認
。

○
E
R

C
説

明
者

の
意

識
付

け
（
意

識
向

上
）

他
事

業
者

の
防

災
訓

練
（他

事
業

者
E
R

C
対

応
、

E
R

C
内

活
動

）の
視

察
を

積
極

的
に

実
施

し
、

E
R

C
説

明
者

、
発

電
所

対
外

対
応

専
任

者
（事

業
本

部
・発

電
所

訓
練

事
務

局
も

含
む

）
の

意
識

向
上

を
図

る
。

⇒
E
R

C
対

応
要

領
の

確
認

、
他

事
業

者
の

良
好

事
項

の
確

認
、

E
R

C
視

点
の

確
認

６
．

対
策

（
４

）
E
R

C
対

応
者

の
育

成
（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）

E
R

C
対

応
者

の
育

成
（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）
～

他
電

力
か

ら
の

学
ぶ

姿
勢

の
向

上
～
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①
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

ま
で

に
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
（
模

擬
）
と

の
反

復
訓

練
を

実
施

②
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

以
降

に
お

い
て

効
果

の
確

認
・
改

善
を

実
施

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
(2
02

0年
度

)

▽
(1
0/
16

)大
飯

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

▽
(1
2/
4)

美
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練
▽

(2
/2
6)

高
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

（
１

）
検

証
計

画 E
R

C
対

応
反

復
訓

練

効
果

の
確

認
・
改

善

効
果

の
確

認
・
改

善

（
２

）
確

認
方

法

○
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

に
参

加
し

た
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
役

割
分

担
に

関
す

る
評

価
を

行
う

。

○
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
説

明
が

行
え

て
い

た
か

を
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

り
、

評
価

を
行

う
。

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
（
案

）
・
役

割
分

担
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
⇒

役
割

分
担

の
見

直
し

・
負

担
軽

減
へ

の
寄

与
に

対
す

る
評

価
⇒

各
説

明
者

の
分

担
を

見
直

し

・
説

明
が

行
え

な
か

っ
た

点
に

つ
い

て
、

次
回

訓
練

ま
で

重
点

的
に

教
育

を
実

施

７
．

検
証

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

▼
発

電
所

と
の

連
携

訓
練

（
8/
11

）
・
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
実

効
性

を
検

証

▼
～

勉
強

会
×

５
回

程
度

～
▽

（
8/
28

、
8/
31

、
9/
8、

、
、

）
・
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
発

話
、

資
料

活
用

に
つ

い
て

習
熟

▽
訓

練
中

期
計

画
の

作
成

・
あ

る
べ

き
姿

を
設

定
・
反

復
訓

練
に

よ
る

要
員

育
成
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)2
0
1
9
年

度
原

子
力

防
災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

1
/
3）
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(参
考

)2
0
1
9
年

度
原

子
力

防
災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

2
/
3）

指
標
２
︓
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

との
情
報
共
有
（
過
去
５
年
間
（
平
成
27
〜
令
和
元
年
度
）
の
傾
向
）

〇
改
善
の
取
り組

み
に
よ
り、
改
善
が
定
着
して
い
る
社
と、
途
上
の
社
が
あ
る
。

※
平
成
27
〜
令
和
元
年
度
で
評
価
指
標
を
⾒
直
して
い
る
た
め
単
純
⽐
較
は
で
き
な
い
が
、継

続
して
A評

価
の
社
あ
り

〇
今
後
も
継
続
して
改
善
の
定
着
状
況
を
確
認
して
い
く
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(参
考

)2
0
1
9
年

度
原

子
力

防
災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

3
/
3）
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２
０

２
０

年
度

大
飯

防
災

訓
練

に
お

け
る

検
証

計
画

令
和

２
年

９
月

原
子

力
事

業
本

部

危
機

管
理

グ
ル

ー
プ

-81-

添付９



1

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

a．
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）

ａ
-１
．
緊
急
時
対
応
の
強
化

【中
⻑
期
、2
01
9課

題
】

（
１
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

へ
の
説
明
に
必
要
な
情
報
内
容
の
定
型
化
（
情
報
発
信
の
ポ
イン
ト集

の
作
成
）

（
２
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
負
担
軽
減
（
役
割
分
担
の
⾒
直
し）

（
３
）

発
電
所
対
策
本
部
〜
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
チ
ー
ム
間
の
情
報
連
携
の
強
化
（
ホ
ット
ライ
ン
設
置
）

ａ
-２
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
の
⾒
直
し（

帳
票
間
の
誤
解
させ
や
す
い
表
現
を
統
⼀
）
【2
01
9課

題
】

ａ
-３
．
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
説
明
の
充
実
（
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
パ
ラメ
ー
タリ
ス
トの
作
成
、マ
ニ
ュア
ル
改
正
）
【2
01
9課

題
】

ａ
-４
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
活
動
の
更
な
る
向
上
【中
⻑
期
】

ｂ
．
発
電
所
対
策
本
部
（
⼤
飯
）

ｂ
-１
．
Ｉ
Ｃ
Ｓ
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
た
対
応
【中
期
】

（
１
）

緊
急
時
対
策
所
の
変
更
点
を
踏
ま
え
た
事
故
収
束
対
応

（
２
）

新
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
判
断

ｂ
-２
．
通
報
活
動
の
向
上
、通

報
シ
ス
テ
ム
の
強
化
【2
01
9課

題
】

（
１
）

全
面
緊
急
事
態
該
当
事
象
（
Ｇ
Ｅ
）
初
報
の
１
５
分
以
内
の
通
報

（
２
）

適
切
な
内
容
・頻
度
で
の
２
５
条
報
告

目
次
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2

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

ａ
-１

．
緊
急
時
対
応
の
強
化

対
策
（
１
）

ER
Cプ
ラ
ン
ト班

へ
の
説
明
に
必
要
な
情
報
内
容
の
定
型
化
（
情
報
発
信
の
ポ
イ
ン
ト集

の
作
成
）

Ｄ
︓
情
報
発
信
ポ
イン
ト集

の
作
成
・⾒
直
し

Ｄ
︓
教
育
実
施

発
電
所

各
班

発
電
所

対
外
対
応
専

任
者

即
応
Ｃ

Ｐ
Ｓ
ウォ
ッ

チ
ャー

即
応
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明

者

即
応
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明

者
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会

議

発
話
す
べ
き
情
報
を
整
理
す
る
こと
で
、「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
頭
の
整
理
」に
活
⽤
し、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
の
分
か
りや
す
さを
向
上
させ
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
が
求
め
る
情
報
を
整
理
す
る
こと
で
、
「情
報
発

信
者
（
発
電
所
）
、情

報
伝
達
者
（
Ｐ
Ｓ
ウォ
ッチ
ャー
等
）

が
必
要
情
報
の
認
識
統
⼀
」を
⾏
い
、情

報
の
充
実
を
⾏
う。

ポ
イン
トを
意

識
した
発
話

ポ
イン
トを
意
識
した

情
報
メモ
化
※
１

必
要
な
情
報
を

追
加
※
２

入
⼿
す
る
情
報

の
増
加

説
明
時
を
分
か
り

や
す
さ向

上
電
話
会
議
※
１

本
部
内
音
声

時
系
列

電
⼦
W
B

※
１
︓
電
話
会
議
の
音
声
は
、T
V会

議
で
の
対
外
対
応
専
任
者
の
発
話
予
定
情
報

とし
て
事
前
把
握
⽤
で
あ
り、
単
体
で
の
メモ
化
は
原
則
避
け
る
。（

断
片
的
な

情
報
を
回
避
）

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ

即
応
Ｃ

Ｑ
Ａ
担
当

発
電
所

発
電
班

※
２
︓
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
か
らの
必
要
な
情
報
の
追
加
の
他
、即

応
性
が
必
要
な
情
報
の

確
認
に
つ
い
て
発
電
所
へ
直
接
確
認
を
⾏
う。
（
ホ
ット
ライ
ンの
設
置
）

電
話
（
ホ
ット
ライ

ン）
（
又
は
対
外
対
応
専
任
者
補
佐
（
調
整
中
）
）

口
頭

情
報
発
信
ポ
イン
ト集

検
証 ①

検
証

②
③

評
価
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
に
基
づ
く評
価

検
証
ポ
イ
ン
ト
①

発
電
所
の
対
外
対
応
専
任
者
の
発
話
に
お
い
て
、情
報
ポ
イ
ン
ト
集
に
基
づ
く発
話
が
で
き
た
か
。

検
証
ポ
イ
ン
ト
②

即
応
Ｃ
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
発
話
に
お
い
て
、情

報
発
信
ポ
イ
ン
ト集

に
基
づ
く発
話
が
で
き

た
か
。

検
証
ポ
イ
ン
ト
③

即
応
Ｃ
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
発
話
に
お
い
て
、基

本
動
作
の
定
着
とし
て
各
項
目
※
３
を
事

故
シ
ナ
リオ
の
「１
期
（
初
動
）
」「
２
期
（
Ｇ
Ｅ
ま
で
）
」「
３
期
（
Ｇ
Ｅ
以
降
）
」で
評
価
。

※
３

：
基

本
動

作
の

評
価

項
目

①
必

要
な

情
報

（
事

故
・
プ

ラ
ン

ト
状

況
、

進
展

予
測

・
対

応
戦

略
、

戦
略

の
進

捗
、

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
理

由
）
の

説
明

。
②

定
期

的
（
１

時
間

毎
を

目
安

）
な

俯
瞰

説
明

（
①

関
連

）
。

③
緊

急
情

報
（
Ｓ

Ｅ
・
Ｇ

Ｅ
、

事
故

収
束

戦
略

、
負

傷
者

情
報

）
の

カ
ッ

ト
イ

ン
。

④
資

料
等

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

、
書

画
装

置
（
メ

モ
）
、

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

デ
ー

タ
、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
の

活
用

に
よ

る
視

覚
的

な
分

か
り

や
す

さ
。

⑤
Ｃ

Ｏ
Ｐ

手
書

き
更

新
に

よ
る

説
明

資
料

の
最

新
化

。
⑥

明
確

な
発

話
（
サ

イ
ト

名
、

号
機

、
時

刻
）
、

書
画

使
用

時
の

ブ
レ

防
止

、
ピ

ン
ト

調
整

。
⑦

数
字

を
含

む
重

要
な

情
報

（
Ｅ

Ａ
Ｌ

実
績

時
間

等
）
は

、
「
メ

モ
（
書

画
）
併

用
」
ま

た
は

「
発

話
の

繰
り

返
し

」
。

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証
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ａ
-１
．
緊
急
時
対
応
の
強
化

対
策
（
２
）

ER
C説

明
者
の
負
担
軽
減
（
役
割
分
担
の
⾒
直
し）

Ｄ
︓
役
割
分
担
の
⾒
直
し

Ｄ
︓
教
育
実
施

訓
練
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
即
応
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
の
要
員
）
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト評

価
検
証
ポ
イ
ン
ト
①
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
自
身
の
評
価
）

役
割
分
担
の
有
効
性
※
１
、改
善
点
（
役
割
分
担
、配
置
等
）
の
有
無

検
証
ポ
イ
ン
ト
②
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
以
外
の
要
員
に
よ
る
評
価
）

改
善
点
（
情
報
フロ
ー
等
）
の
有
無

（
役
割
分
担

例
）

大
飯

対
外

対
応

専
任

者
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｐ

Ｓ
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

大
飯

本
部

内
音

声
電

話
会

議

音 声 ミ キ サ ー （ 調 整 可 ）

室 内 音 声

即
応

Ｃ
Ａ

部
屋

・ 確 定 情 報 ・ 不 確 定 情 報 （ 速 報 ）

即
応

Ｃ
情

報
係

・
通

報
票

・
オ

フ
サ

イ
ト

情
報

等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者
大

飯
対

策
本

部
サ

ー
バ

登
録

・ Ｃ Ｏ Ｐ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ

係

・ Ｗ Ｂ 板 書

・ 情 報 連 携

漏 れ チ ェ ッ ク

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班

チ
ー

ム
長

（
部

長
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

の
全

体
を

監
視

し
、

必
要

な
監

督
・
フ

ォ
ロ

ー
（
２

人
同

時
に

席
を

外
さ

な
い

）Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
（
部

長
）

大
飯

対
策

本
部

電 子WB

（
板

書
後

）

即
応

Ｃ
ＩＣ

補
佐

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ﾁ

ｬ
ｰ

情
報

メ
モ

Ａ

情 報
メ モ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

メ
モ

３

・ 確 定 情 報 の メ モ 化

メ
モ

Ａ

メ
モ

３

メ
モ

１
，

２

要
員

担
当
内
容

ER
C説

明
全
体
総
括

○
ER
C全

体
説
明
総
括

○
発
話
サ
ポ
ー
ト

←
新
規

ER
C説

明
者
①

○
プ
ラン
ト状

況
説
明

○
CO
P説

明
（
系
統
状
況
CO
P3

、設
備
状
況
CO
P4
）

ER
C説

明
者
②

○
ER
SS
・S
PD
S監

視
○
CO
P説

明
←
分
担
変
更

（
事
故
収
束
対
応
戦
略

CO
P2
）

ER
C説

明
者
③

〇
EA
L説
明

←
分
担
変
更

（
予
想
され

る
EA
L含
む
）

〇
CO
P⼿

書
き
更
新

〇
ER
C質

問
対
応

←
分
担
変
更

※
１

：
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

に
対

す
る

良
否

に
つ

い
て

は
、

別
途

評
価

。

検
証 ①

検
証 ②

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

-84-
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ａ
-１
．
緊
急
時
対
応
の
強
化

対
策
（
３
）

発
電
所
対
策
本
部
〜
ER
C対

応
チ
ー
ム
間
の
情
報
連
携
の
強
化
（
ホ
ット
ラ
イ
ン
設
置
）

Ｄ
︓
ホ
ット
ライ
ンの
設
置

Ｄ
︓
教
育
実
施

訓
練
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
即
応
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
お
よ
び
発
電
所
の
要
員
）
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト評

価
検
証
ポ
イ
ン
ト
①
（
即
応
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
Ｑ
Ａ
担
当
者
に
よ
る
評
価
）

ホ
ット
ラ
イ
ン
を
使
用
した
Ｑ
Ａ
件
数
、回

答
ま
で
の
時
間
、改

善
事
項

検
証
ポ
イ
ン
ト
②
（
即
応
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
に
よ
る
評
価
）

ホ
ット
ラ
イ
ン
の
有
効
性
、改
善
事
項

検
証
ポ
イ
ン
ト
③
（
発
電
所
要
員
に
よ
る
評
価
）

ホ
ット
ラ
イ
ン
の
設
置
に
伴
う弊

害
の
有
無
、改
善
事
項

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ
Ｖ

会
議

書
画

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

発
電

所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S

-W
e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

情
報

管
理

（連
絡

窓
口

）
リ

エ
ゾ

ン

①
質

問
（
口

頭
（
T
V

会
議

）
）

⑬
回

答
（
T
V

会
議

、
Q

A
メ

モ
（
書

画
）
）

（
D

B
印

刷
）

④
回

答
作

成
依

頼
（
電

話
）

関
係

班

⑥
必

要
に

応
じ

て
回

答
照

会
（口

頭
（
電

話
））

①
質

問
（
口

頭
）

発
電

班

保
修

班

安
全

管
理

班

放
射

線
管

理
班

広
報

班

総
務

班

情
報

班

広
報

班
（
広

報
係

）

住
民

対
応

チ
ー

ム
他

現
地

支
援

チ
ー

ム

③
口

頭

E
R

C
説

明
者

/情
報

管
理

共
通

班
（
各

係
）

原
子

力
設

備
班

（
各

係
）

⑪
回

答
連

絡
（
電

話
）

⑤
回

答
作

成
依

頼
（
口

頭
（
電

話
））

⑩
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑧
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑨
所

管
の

班
・係

Ｄ
Ｂ

に
回

答
入

力

原
子

力
設

備
班

（情
報

係
）

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

②
情

報
、

D
B

入
力

⑭
口

頭
（
電

話
、

Q
A

メ
モ

）
⑮

回
答

（
口

頭
（
Q

A
メ

モ
）

②
Ｑ

Ａ
の

D
B

入
力

連
絡

（
口

頭
）

⑦
回

答
作

成
（Ｄ

Ｂ
入

力
）

⑫
Ｑ

Ａ
メ

モ
（
D

B
印

刷
）

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

③
Q

A
の

D
B

入
力

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

Ｍ
９

５

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者

検
証 ①

検
証 ②

検
証 ③

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証
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ａ
-２
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
の
⾒
直
し

対
策
︓

Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
の
⾒
直
し（

帳
票
間
の
誤
解
さ
せ
や
す
い
表
現
を
統
一
）

Ｄ
︓
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
様
式
⾒
直
し

評
価
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
に
基
づ
く評
価

検
証
ポ
イ
ン
ト
①

即
応
Ｃ
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
発
話
に
お
い
て
、誤

解
さ
せ
や
す
い
表
現
を
用
い
て
い
な
い
こと
を

事
故
シ
ナ
リオ
の
「１
期
（
初
動
）
」「
２
期
（
Ｇ
Ｅ
ま
で
）
」「
３
期
（
Ｇ
Ｅ
以
降
）
」で
評

価
。

訓
練
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
トに
基
づ
く評
価

検
証
ポ
イ
ン
ト
②

訓
練
全
体
を
通
じて
、誤

解
さ
せ
や
す
い
表
現
が
な
い
か
確
認
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ

・Ｓ
／
Ｇ
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト

↓
（
表
現
を
統
一
）

・Ｓ
／
Ｇ
広
域
水
位
１
０
％
未
満

Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
集

・Ｓ
／
Ｇ
広
域
水
位
１
０
％
未
満

〇
左
記
の
事
例
以
外
に
お
い
て
、訓

練
全
体
を

通
して
、誤

解
さ
せ
や
す
い
表
現
が
な
い
か

チ
ェッ
ク

（
帳
票
間
の
誤
解
さ
せ
や
す
い
表
現
を
統
一
）

検
証 ①

検
証 ②

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

-86-
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ａ
-３
．
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
説
明
の
充
実

対
策
︓

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
説
明
の
充
実
（
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
パ
ラ
メ
ー
タ
リス
トの

作
成
、マ
ニ
ュア
ル
改
正
）

Ｄ
︓
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
パ
ラメ
ー
タリ
ス
トの
作
成

、マ
ニュ
ア
ル
改
正

訓
練
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
トに
基
づ
く評
価

検
証
ポ
イ
ン
ト
①

特
定
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
表
⽰
す
る
際
、リ
ス
ト
等
の
活
用
に
よ
り円

滑
に
表
⽰
で
き
た
か
。

検
証
ポ
イ
ン
ト
②

マ
ニ
ュア
ル
の
留
意
事
項
に
よ
り、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
画
⾯
の
Ｔ
Ｖ
会
議
共
有
の
実
施
判
断
に
お
い
て

有
用
で
あ
った
か
を
確
認
。

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
パ
ラ
メ
ー
タ
リス

ト
（
作
成
）

・伝
送
パ
ラメ
ー
タリ
ス
ト

・汎
⽤
トレ
ンド
登
録
リス
ト

即
応
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
マ
ニ
ュ

ア
ル

・Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
画
⾯
を
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
共
有
す
る
際
の
留
意
事

項
。

対
策
（
１
）
必
要
な
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
パ
ラ
メ
ー
タ
を
円
滑
に

表
⽰
で
き
る
よ
う、
パ
ラ
メ
ー
タ
リス
ト
を
作
成
。

Ｄ
︓
教
育
実
施

対
策
（
２
）
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
画
⾯
を
円
滑
に
Ｔ
Ｖ
会
議
伝
送
が

で
き
る
よ
う、
接
続
切
替
時
の
留
意
事
項
（
待
ち
時

間
等
）
を
マ
ニ
ュア
ル
に
反
映
。

検
証 ①

検
証 ②

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

-87-
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ａ
-４
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
活
動
の
更
な
る
向
上
(1
/2
)

（
現
状
評
価
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ンの
活
動
に
つ
い
て
、⾼

評
価
とは
⾔
え
ず
（
Ａ
評
価
だ
が
、2
.5
〜
3.
1）

、更
な
る
向
上
が
必
要
。

良
好
事
例

志
賀
（
3.
5点

（
指
標
２
は
Ａ
）
）

・リ
エ
ゾ
ンが
適
切
な
情
報
を
提
供
して
い
た
。

・リ
エ
ゾ
ン配

付
資
料
は
タイ
ム
リー
だ
った
。

伊
方
（
3.
5点

（
指
標
２
は
Ｂ
）
）

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
内
へ
配
布
され
る
タイ
ミン
グ
が
テ
レ
ビ会

議
シ
ス
テ
ム
の
説
明
内
容

とリ
ンク
して
お
り、
有
効
で
あ
った
。

泊
（
3.
4点

（
指
標
２
は
Ｂ
）

・種
々
の
情
報
共
有
・理
解
の
深
化
の
た
め
の
ツー
ル
の
活
⽤
は
よ
くで
き
て
い

た
。

不
⾜
す
る
点

⾼
浜
（
2.
5点

（
指
標
２
は
Ｂ
）
）

・リ
エ
ゾ
ンは

全
く機
能
して
い
な
か
った

〇
他
社
の
良
好
事
例
とし
て
抽
出
され
た
内
容
は
、当

社
の
リエ
ゾ
ンの
活
動

マ
ニュ
ア
ル
に
も
記
載
済
み
事
項
。

〇
良
好
な
評
価
を
受
け
て
い
る
社
の
良
好
事
例
に
お
い
て
も
、リ
エ
ゾ
ンの
活

動
内
容
⾃
体
は
当
社
と差

異
は
な
く、
活
動
結
果
（
積
極
性
）
が
評
価

の
違
い
に
影
響
して
い
る
。

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
は
プレ
イヤ
ー
しか
参
加
して
お
らず
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ンの
評
価

が
「Ｎ
Ｒ
Ａ
プレ
イヤ
ー
に
よ
る
ア
ンケ
ー
ト評

価
」と
「Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン⾃

身
の
気
づ
き
」し
か
な
く、
あ
る
べ
き
姿
が
抽
象
的
とな
り、
継
続
的
な
改
善
に
繋

が
りに
くい
。

（
分
析
）

〇
継
続
的
な
レ
ベ
ル
ア
ップ
を
図
る
た
め
、定

量
的
な
自
⼰
評
価
の
仕
組
み

が
必
要
。

（
２
０
２
０
訓
練
で
の
取
り組

み
）

ス
テ
ップ
１
︓
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
自
⼰
評
価
チ
ェッ
ク
シ
ー
トの

導
⼊

事
業
者
⾃
身
が
考
え
た
「リ
エ
ゾ
ンへ
の
期
待
事
項
」に
対
して
、訓

練
プ
レ

イヤ
ー
⾃
身
に
よ
る
「実
績
把
握
」を
⾏
う。

ス
テ
ップ
２
︓
Ｎ
Ｒ
Ａ
評
価
結
果
との
乖
離
を
分
析

次
回
の
訓
練
報
告
会
に
お
い
て
集
約
され
た
当
社
リエ
ゾ
ンに
対
す
る
評
価

結
果
（
点
数
・良
好
事
例
・不
⾜
す
る
点
）
と上

述
⾃
⼰
評
価
結
果
を
⽐

較
し、
その
乖
離
を
踏
ま
え
て
事
業
者
⾃
身
が
考
え
た
「リ
エ
ゾ
ンへ
の
期
待

事
項
」の
具
体
化
を
図
る
。

ス
テ
ップ
３
︓
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
へ
の
期
待
事
項
の
具
体
化
・定
着

リエ
ゾ
ンへ
の
期
待
事
項
を
具
体
化
し、
マ
ニュ
ア
ル
や
教
育
資
料
の
充
実
を

図
り、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ンの
活
動
を
向
上
させ
る
。

ス
テ
ップ
１
〜
３
を
継
続
し、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
活
動
の
継
続
的
な
向
上
を

図
る
。

（
２
０
２
１
以
降
の
取
り組

み
）

（
２
０
２
０
⼤
飯
・美
浜
・⾼
浜
訓
練
で
実
施
）

-88-
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ａ
-４
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
活
動
の
更
な
る
向
上
(2
/2
)

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
自
⼰
評
価
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト

事
業
者
自
身
が
考
え
る
「リ
エ
ゾ
ン
へ
の
期
待

事
項
」

①
リエ
ゾ
ン
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
資
料
の
配

布
（
設
備
状
況
シ
ー
ト等

）
②
Ｅ
Ｒ
Ｃ
質
問
対
応

③
本
店
即
応
セ
ン
ター
か
ら送

付
し
た
資
料

に
つ
い
て
規
制
庁
職
員
へ
の
伝
達

④
規
制
庁
が
要
望
して
い
る
資
料
の
リサ
ー
チ

⑤
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
を
⽤
い
て
、補

⾜
情

報
の
追
加
説
明

⑥
Ｔ
Ｖ
会
議
の
映
り方

、聞
こえ
方
の
助
⾔

⑦
そ
の
他
要
望
事
項
等
の
即
応
セ
ン
ター
情

報
チ
ー
ム
へ
の
伝
達

①
リエ
ゾ
ン
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
資
料
の
配
布
（
設
備
状
況
シ
ー
ト
等
）
【分
担
Ａ
】

【実
績
調
査
※
】
発
⾏
時
間
、受

領
時
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
内
配
布
開
始
時
間
、配

布
完
了
時
間

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

②
Ｅ
Ｒ
Ｃ
質
問
対
応
【分
担
Ａ
、分

担
Ｂ
】

【実
績
調
査
】
質
問
数
（
受
け
身
、積

極
聞
き取

り）
、リ
エゾ
ン内

で
の
回
答
数
（
質
問
内
容
、回

答
内
容
）
、即

応
Ｃ
へ
の
伝
達
数
（
回
答
ま
で
の
時
間
）
、積

極
的
な
聞
きと
り回

数
【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

③
本
店
即
応
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
した
資
料
に
つ
い
て
規
制
庁
職
員
へ
の
伝
達
【分
担
Ａ
】

【実
績
調
査
】
①
以
外
の
件
数
（
内
容
）
、受

信
か
ら配

布
開
始
時
間
、配

布
完
了
時
間

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

④
規
制
庁
が
要
望
して
い
る
資
料
の
リサ
ー
チ
【分
担
Ａ
】

【実
績
調
査
】
要
求
数
（
受
け
身
、積

極
聞
き取

り）
、リ
エゾ
ン内

で
の
回
答
数
（
資
料
内
容
）
、

即
応
Ｃ
へ
の
伝
達
数
（
回
答
まで
の
時
間
）
、積

極
的
な
聞
き
とり
回
数

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

⑤
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
を
用
い
て
、補

⾜
情
報
の
追
加
説
明
【分
担
Ｂ
】

【実
績
調
査
】
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
提
⽰
補
助
の
実
施
数
、内

容
補
⾜
説
明
の
実
施
数
（
補
⾜
内
容
）

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

⑥
Ｔ
Ｖ
会
議
の
映
り方

、聞
こえ
方
の
助
言
【分
担
Ｂ
】

【実
績
調
査
】
音
声
不
調
時
の
即
応
Ｃ
連
絡
数
、書

画
の
⾒
え
方
不
良
時
の
連
絡
数

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）

⑦
そ
の
他
要
望
事
項
等
の
即
応
セ
ン
タ
ー
情
報
チ
ー
ム
へ
の
伝
達
【分
担
Ａ
、分
担
Ｂ
】

【実
績
調
査
】
上
記
①
〜
⑥
以
外
の
実
績
把
握

【⾃
⼰
評
価
】
５
（
⼤
変
良
い
）
〜
１
（
⼤
変
悪
い
）
・そ
の
他

※
︓
実
績
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、訓

練
プレ
イヤ
ー
とし
て
の
活
動
を
優
先
し、
活
動
に
⽀
障
が
で
る
場

合
は
、概

略
数
調
査
ま
た
は
調
査
除
外
も
可
能
とし
、⾃

⼰
評
価
に
お
け
る
評
価
の
視
点
とし
て
⽤
い
る
。

（
以
下
同
様
）
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２
．
２
０
２
０
年
度
⼤
飯
防
災
訓
練
に
お
け
る
検
証
計
画

a．
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）

ａ
-１
．
緊
急
時
対
応
の
強
化

【中
⻑
期
、2
01
9課

題
】

（
１
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

へ
の
説
明
に
必
要
な
情
報
内
容
の
定
型
化
（
情
報
発
信
の
ポ
イン
ト集

の
作
成
）

（
２
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
負
担
軽
減
（
役
割
分
担
の
⾒
直
し）

（
３
）

発
電
所
対
策
本
部
〜
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
チ
ー
ム
間
の
情
報
連
携
の
強
化
（
ホ
ット
ライ
ン
設
置
）

ａ
-２
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
の
⾒
直
し（

帳
票
間
の
誤
解
させ
や
す
い
表
現
を
統
⼀
）
【2
01
9課

題
】

ａ
-３
．
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
説
明
の
充
実
（
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
パ
ラメ
ー
タリ
ス
トの
作
成
、マ
ニ
ュア
ル
改
正
）
【2
01
9課

題
】

ａ
-４
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ン
活
動
の
更
な
る
向
上
【中
⻑
期
】

ｂ
．
発
電
所
対
策
本
部
（
⼤
飯
）

ｂ
-１
．
Ｉ
Ｃ
Ｓ
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
た
対
応
【中
期
】

（
１
）

緊
急
時
対
策
所
の
変
更
点
を
踏
ま
え
た
事
故
収
束
対
応

（
２
）

新
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
判
断

ｂ
-２
．
通
報
活
動
の
向
上
、通

報
シ
ス
テ
ム
の
強
化
【2
01
9課

題
】

（
１
）

全
面
緊
急
事
態
該
当
事
象
（
Ｇ
Ｅ
）
初
報
の
１
５
分
以
内
の
通
報

（
２
）

適
切
な
内
容
・頻
度
で
の
２
５
条
報
告
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ｂ
-１
．
Ｉ
Ｃ
Ｓ
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
た
対
応
【中
期
計
画
】

検
証
（
１
）

緊
急
時
対
策
所
の
変
更
点
を
踏
ま
え
た
事
故
収
束
対
応

Ｄ
１
︓
本
部
⻑
とユ
ニ
ット
指
揮
者
間
で
⼝
頭
で
戦
略
検
討
を
実
施
で

き
る
よ
う座

席
配
置
。

（
旧
緊
急
時
対
策
所
の
レ
イア
ウト
を
踏
襲
）

新
緊
急
時
対
策
所
レ
イ
ア
ウ
ト

Ｐ
︓
新
緊
急
時
対
策
所
の
シ
ス
テ
ム
・レ
イア
ウト
の
計
画

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

Ｄ
２
︓
保
修
班
の
配
置
変
更

新
緊
対

へ
の
移
⾏

Ｄ
１
︓
本
部
⻑
席
周
りの
座
席
配
置

Ｄ
３
︓
⼤
型
・⼩
型
デ
ィス
プレ
イの
設
置

各
班
の
活
動
状
況
の
確
認
に
よ
る
検
証

検
証
ポ
イン
ト①

（
Ｄ
１
、Ｄ

２
の
検
証
）

対
策
本
部
は
保
修
班
と連

携
し、
情
報
の
収
集
、事

故
収
束
戦
略
の
検

討
、保

修
班
へ
の
対
応
指
⽰
を
⾏
え
て
い
る
か

検
証
ポ
イン
ト②

（
Ｄ
３
の
検
証
）

本
部
要
員
は
、⼩

型
デ
ィス
プレ
イを
活
⽤
し、
適
切
に
プ
ラン
ト情

報
を
収

集
で
き
て
い
る
か
。ま
た
、ブ
リー
フィ
ング
等
に
お
い
て
、デ
ィス
プレ
イを
活
⽤

し、
適
切
な
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
か
。

Ｄ
２
︓
保
修
班
を
ユ
ニ
ット
ご
との
ブ
ー
ス
に
配
置
、保
修
班
⻑
を
ユ

ニ
ット
指
揮
ブ
ー
ス
に
配
置
。

（
旧
緊
急
時
対
策
所
で
は
、保

修
班
を
全
ユ
ニッ
ト⼀

つ
の
ブ
ー
ス
に
配
置
、ま
た

保
修
班
⻑
を
保
修
班
ブ
ー
ス
に
配
置
）

Ｄ
３
︓
本
部
⻑
席
後
方
に
⼤
型
デ
ィス
プ
レ
イ
２
枚
、各

ブ
ー
ス
に
⼩
型

デ
ィス
プ
レ
イ
を
配
備
し、
プ
ラ
ン
ト
情
報
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
選
択
表
⽰

（
旧
緊
急
対
策
所
で
は
、本

部
⻑
席
後
方
に
中
型
デ
ィス
プレ
イ２

枚
を
配
置
）

D
1

D
２

D
３
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新
緊
急
時
対
策
所
レ
イ
ア
ウ
ト
（
関
係
箇
所
拡
⼤
）

ｂ
-１
．
Ｉ
Ｃ
Ｓ
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
た
対
応
【中
期
】

検
証
（
１
）

緊
急
時
対
策
所
の
変
更
点
を
踏
ま
え
た
事
故
収
束
対
応
（
補
⾜
）

旧
緊
急
時
対
策
所
レ
イ
ア
ウ
ト

視
点
①

・本
部
⻑
とユ
ニ
ット
指
揮

者
が
戦
略
検
討
を
口
頭
で

実
施
で
き
る
配
置

・本
部
⻑
席
後
方
に
中
型

デ
ィス
プ
レ
イを
２
枚
配
置

ユ
ニッ
ト指

揮

本
部
⻑

デ
ィス
プ
レイ

視
点
②

・保
修
班
を
全
ユ
ニ
ット
⼀
つ

の
ブ
ー
ス
に
配
置

・保
修
班
⻑
を
保
修
班
ブ
ー

ス
に
配
置

・本
部
⻑
とユ
ニ
ット
指
揮
者
が
戦
略
検
討
を
口
頭
で
実

施
で
き
る
配
置
（
旧
レ
イア
ウト
を
踏
襲
）

・本
部
⻑
席
後
方
に
⼤
型
デ
ィス
プ
レ
イを
２
枚
、各

ブ
ー
ス
に
⼩
型
デ
ィス
プ
レ
イを
配
置

・保
修
班
を
ユ
ニ
ット
ご
との
ブ
ー
ス
に
配
置

・保
修
班
⻑
を
ユ
ニ
ット
指
揮
ブ
ー
ス
に
配
置

保
修
班
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2-
6．

Ｉ
Ｃ
Ｓ
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
た
対
応
【中
期
計
画
】

検
証
（
２
）

新
Ｅ
Ａ
Ｌ
へ
の
対
応

Ｐ
︓
新
Ｅ
Ａ
Ｌ
へ
の
対
応
計
画

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

ユ
ニ
ット
指
揮
者
に
よ
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
実
績
の
確
認

検
証
ポ
イン
ト①

ユ
ニッ
ト指

揮
者
は
新
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
基
準
に
基
づ
くＥ
Ａ
Ｌ
判
断
を
適

切
に
実
施
で
き
て
い
る
か
。

Ｄ
︓
新
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
基
準
に
基
づ
く教
育
を
実
施

新
Ｅ
Ａ
Ｌ
教
育
資
料

新
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
お
け
る
変
更
点
お
よ
び
変
更
理
由
を
説
明

例
︓
（
Ａ
Ｌ
２
５
に
追
加
）

す
べ
て
の
⾮
常
⽤
⾼
圧
⺟
線
が
外
部
電
源
お
よ
び
⾮
常
⽤
Ｄ
Ｇ
か
らの

受
電
に
失
敗

新
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｄ
︓
新
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
基
づ
く教
育
の
実
施
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2-
7．

通
報
活
動
の
向
上
、通

報
シ
ス
テ
ム
の
強
化
【2
01
9課

題
】

検
証
（
１
）

全
⾯
緊
急
事
態
該
当
事
象
（
Ｇ
Ｅ
）
初
報
の
１
５
分
以
内
の
通
報

（
２
）

適
切
な
内
容
・頻
度
で
の
２
５
条
報
告

Ｐ
︓
昨
年
度
訓
練
検
証
に
基
づ
く改
善
計
画

Ｃ
︓
２
０
２
０
年
度
訓
練
に
よ
る
検
証

Ａ
︓
検
証
を
踏
ま
え
た
改
善

通
報
票
・報
告
様
式
に
よ
る
通
報
・報
告
実
績
の
確
認

検
証
ポ
イン
ト①

（
Ｄ
１
の
検
証
）

通
報
マ
ニュ
ア
ル
に
基
づ
き
、Ｇ

Ｅ
初
報
の
通
報
票
を
、Ｅ

Ａ
Ｌ
判
断
か
ら１

５
分
以
内
に
発
信
で
き
て
い
る
か
。

検
証
ポ
イン
ト②

（
Ｄ
１
の
検
証
）

通
報
マ
ニュ
ア
ル
を
活
⽤
した
チ
ェッ
クを
実
施
し、
適
切
な
内

容
で
２
５
条
報
告
を
実
施
で
き
て
い
る
か
。

検
証
ポ
イン
ト③

（
Ｄ
１
の
検
証
）

通
報
マ
ニュ
ア
ル
に
基
づ
き
、通

報
端
末
を
⽤
い
た
発
信
が
不

可
の
状
況
で
、代

替
⼿
段
に
よ
る
通
報
を
実
施
で
き
て
い
る

か
。

検
証
ポ
イン
ト④

（
Ｄ
２
の
検
証
）

Ｅ
Ａ
Ｌ
通
報
が
頻
発
す
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、迅

速
に
２

５
条
報
告
の
通
報
連
絡
票
作
成
に
着
⼿
で
き
て
い
る
か
。

Ｄ
１
︓
通
報
マ
ニュ
ア
ル
の
整
備
・教
育

Ｄ
２
︓
Ｅ
Ａ
Ｌ
通
報
が
頻
発
す
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、迅

速
に
２
５
条
報
告

の
通
報
連
絡
票
作
成
で
き
る
よ
う通

報
端
末
を
増
設

Ｄ
１
︓
通
報
マ
ニ
ュア
ル
を
整
備
し、
教
育
を
実
施

通
報
マ
ニ
ュア
ル
（
抜
粋
）

EA
L通
報
票

作
業
中

Ｅ
Ａ
Ｌ
通
報
作
業
に
占

有
され
て
お
り、
２
５
条

報
告
の
通
報
連
絡
票
作

成
に
着
⼿
で
き
な
か
った
。

Ｅ
Ａ
Ｌ
が
頻
発
す
る
状

況
下
で
あ
って
も
、迅

速
に

２
５
条
報
告
の
通
報
連

絡
票
作
成
に
着
⼿
で
き
る
。

Ｄ
２
︓
通
報
端
末
の
増
設

新旧

情
報
班
員
①

EA
L通
報
票

作
業
中

情
報
班
員
②

情
報
班
員
③

EA
L通
報
票

作
業
中

EA
L通
報
票

作
業
中

２
５
条
報
告

作
業
中

情
報
班
員
①

情
報
班
員
②

情
報
班
員
③
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1
 

 
 

 
大

飯
原

子
力

防
災

訓
練

 
課

題
改

善
検

証
シ

ー
ト
 

              
注

：
一
部

ま
た

は
全

部
を

訓
練

プ
レ
イ

ヤ
ー

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー
ト

評
価

で
実

施
。

 
 

■
「
評

価
結

果
」
に

は
下

記
の

い
ず

れ
か

を
記

載
す

る
。

 

評
価

結
果

 
評

価
結

果
の

判
断

基
準

 

４
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
十

分
に

達
成

で
き

て
い

る
。

 

３
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
一

部
を

除
き

達
成

で
き

て
い

る
。

 

２
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
半

数
近

く
達

成
さ

れ
て

い
な

い
。

 

１
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
ほ

と
ん

ど
達

成
で

き
て

い
な

い
。

 

－
 

今
回

の
訓

練
で

は
評

価
で

き
な

い
項

目
で

あ
る

。
 

  

■
評

価
対

象
：即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

 

  

評
価

期
日

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
評

価
者

 
 

 
 

 
 

 
 

検
証

項
目

：
 

１
．

緊
急

時
対

応
の

強
化

 

（
１

）
 E

R
C

プ
ラ

ン
ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

 

（
２

）
 
E
R

C
説

明
者

の
負

担
軽

減
（
役

割
分

担
の

見
直

し
）

（
注

）
 

（
３

）
発

電
所

対
策

本
部

～
E

R
C

対
応

チ
ー

ム
間

の
情

報
連

携
の

強
化

（
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

設
置

）
（
注

）
 

２
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
の

見
直

し
（
注

）
 

３
．

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

に
よ

る
説

明
の

充
実

（
注

）
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2
 

 
 

  

Ｎ
ｏ
．

 
検

証
項

目
 

評
価

の
視

点
 

評
価

結
果

 

１
 

緊
急

時
対

応
の

強
化

 
（
１

）
 
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

 

■
即

応
Ｃ

情
報

チ
ー

ム
に

よ
る

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
つ

い
て

、
基

本
動

作
の

定
着

状
況

を
確

認
す

る
。

【
訓

練
後

の
ビ

デ

オ
振

り
返

り
に

よ
る

評
価

】
 

①
 
必

要
な

情
報

（
事

故
・
プ

ラ
ン

ト
状

況
、

進
展

予
測

・
対

応
戦

略
、

戦
略

の
進

捗
、

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
理

由
）
の

説
明

。
 

②
 
定

期
的

（
１

時
間

毎
を

目
安

）
な

俯
瞰

説
明

（
①

関
連

）
。

 

③
 
緊

急
情

報
（
Ｓ

Ｅ
・
Ｇ

Ｅ
、

事
故

収
束

戦
略

、
負

傷
者

情
報

）
の

カ
ッ

ト
イ

ン
。

 

④
 
資

料
等

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

、
書

画
装

置
（
メ

モ
）
、

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

デ
ー

タ
、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
の

活
用

に
よ

る
視

覚
的

な
分

か
り

や
す

さ
。

 

⑤
 
Ｃ

Ｏ
Ｐ

手
書

き
更

新
に

よ
る

説
明

資
料

の
最

新
化

。
 

⑥
 
明

確
な

発
話

（
サ

イ
ト
名

、
号

機
、

時
刻

）
、

書
画

使
用

時
の

ブ
レ

防
止

、
ピ

ン
ト
調

整
。

 

⑦
 
数

字
を

含
む

重
要

な
情

報
（
Ｅ

Ａ
Ｌ

実
績

時
間

等
）
は

、
「
メ

モ
（
書

画
）併

用
」
ま

た
は

「
発

話
の

繰
り

返
し

」
。

 

⑧
 
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く

説
明

を
実

施
 

 

（
訓

練
シ

ナ
リ

オ
上

の
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
） 

シ
ナ

リ
オ

 
①

 
②

 
③

 
④

 
⑤

 
⑥

 
⑦

 
⑧

 
備

考
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3
 

 
 Ｎ

ｏ
．

 
検

証
項

目
 

評
価

の
視

点
 

評
価

結
果

 

２
 

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
の

見
直

し
 

■
表

現
を

見
直

し
た

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

用
い

て
、

説
明

を
実

施
お

よ
び

説
明

時
に

良
好

事
例

／
改

善
事

例
集

に
記

載
し

て
い

る
誤

解
さ

せ

や
す

い
表

現
を

使
用

し
て

い
な

い
か

を
評

価
 

 

（
訓

練
シ

ナ
リ

オ
上

の
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
） 

 

シ
ナ

リ
オ

 
評

価
 

備
考

 

       

 
１

３
：
３

０
～

１
３

：５
９

 

<
Ｏ

４
>
 

○
Ｓ

Ｅ
２

４
判

断
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4 

  

訓練プレイヤーへのアンケート評価 

 

１．緊急時対応の強化 

（２）ERC 説明者の負担軽減（役割分担の見直し） 

（３）発電所対策本部～ERC 対応チーム間の情報連携の強化（ホットライン設置） 

２．ＣＯＰ様式の見直し 

３．ＥＲＳＳによる説明の充実 

  

-98-



5 

  

課題改善検証アンケート（２０２０大飯訓練） 

１．緊急時対応の強化 

（２）ERC 説明者の負担軽減（役割分担の見直し） 

（アンケート対象者） 

即応センター情報チーム 

（回答者） 

□ＥＲＣ説明者   □ＥＲＣ説明者以外（チーム長、ウォッチャー、ＱＡ担当、ＷＢ担当、リエゾン担当） 

↑回答者の役割に〇 

 

（ＥＲＣ説明者向け） 

質問①－１：あらかじめ定めた役割分担に応じた対応ができたか？ 

 □支障なく対応できた。 □一部支障があったが、概ね対

応できた。 

□大きな支障があり、対応ができ

なかった。 

 （支障があった内容） 

 

 

 

質問①－２：役割分担の見直しは、ＥＲＣ説明者の負担軽減の観点で有効であったか。 

 □負担軽減に有効であった。 □負担はあまり変わらなかった。 □負担増となった。 

 （判断の理由） 

 

 

 

質問①－３：更なる改善事項の調査 

 （更なる改善事項） 

 

 

 

 

（ＥＲＣ説明者以外の要員向け） 

質問②－１：情報フローの観点で、支障なく対応できたか？ 

 □支障なく対応できた。 □一部支障があったが、概ね対

応できた。 

□大きな支障があり、対応ができ

なかった。 

 （支障があった内容） 

 

 

 

質問②－２：更なる改善事項の調査 

 （更なる改善事項） 
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6 

  

課題改善検証アンケート（２０２０大飯訓練） 

１．緊急時対応の強化 

（３）発電所対策本部～ERC 対応チーム間の情報連携の強化（ホットライン設置） 

（アンケート対象者） 

即応センター情報チーム（ＱＡ担当、ＥＲＣ説明者）、発電所対策本部（ホットライン対応者） 

（回答者） 

□ＱＡ担当   □ＥＲＣ説明者   □発電所対策本部（ホットライン対応者） 

 

（ＱＡ担当向け） 

質問①－１：ホットラインを用いたＱＡの件数は？ 

 （件数） 

 

 

質問①－２：ホットラインでの回答は何分程度であったか？ 

 □ほぼ全てが 

（    ）分以内。 

□一部を除き、概ね 

（    ）分以内。 

一部は、最長（    ）分程度。 

質問①－３：更なる改善事項の調査 

 （更なる改善事項） 

 

 

 

 

（ＥＲＣ説明者向け） 

質問②－１：ホットラインによるＱＡ対応の情報は、迅速性、正確性の観点でＥＲＣへの情報共有の観点で有

効であったか？ 

 （迅速性） 

□迅速性があり、ＥＲＣ説明にお

いて十分有効であった。 

 

□一部支障があったが、概ね有

効であった。 

 

□大きな支障があり、有効でなか

った。 

 （正確性） 

□正確性があり、ＥＲＣ説明にお

いて十分有効であった。 

 

□一部支障があったが、概ね有

効であった。 

 

□大きな支障があり、有効でなか

った。 

 （支障があった内容） 

 

 

 

質問②－２：更なる改善事項の調査 

 （更なる改善事項） 
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（ＥＲＣ説明者向け） 

質問③－１：ホットラインのＱＡを行うことに伴い、発電所の事故対応における弊害は発生したか。 

 □弊害は発生しなかった。 □弊害は発生した。 

 （弊害の内容） 

 

 

 

質問③－２：更なる改善事項の調査 

 （更なる改善事項） 
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8 

  

課題改善検証アンケート（２０２０大飯訓練） 

２．ＣＯＰ様式の見直し 

 

（アンケート対象者） 

即応センター情報チーム 

（回答者） 

□ＥＲＣ説明者   □ＥＲＣ説明者以外（チーム長、ウォッチャー、ＱＡ担当、ＷＢ担当、リエゾン担当） 

↑回答者の役割に〇 

 

 

質問①－１：対外説明に用いた発話・資料のなかで、誤解させやすい表現はなかったか。 

（例：「ＳＧドライアウト」と「ＳＧ広域水位１０％」、「ＳＧ狭域水位０％」等） 

 □誤解させやすい発話・資料は

なかった。 

□誤解させやすい資料があった

が、発話により適切にフォロー

した。 

□誤解させやすい資料・発話が

あった。 

 （誤解させやすい表現） 
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9 

  

課題改善検証アンケート（２０２０大飯訓練） 

３．ＥＲＳＳによる説明の充実 

 

（アンケート対象者） 

ＥＲＣ説明者 

（回答者） 

□ＥＲＣ説明者  

 

 

質問①－１：特定のパラメータを「確認」または「表示」する際、あらかじめ整備したＥＲＳＳパラメータリスト（事

前の教育含む）により円滑に「確認」または「表示」できたか。 

 □円滑に対応できた。 □一部支障があったが、概ね円

滑に対応できた。 

□大きな支障があり、円滑に対応

ができなかった。 

 （支障があった内容） 

 

 

 

質問①－２：ＳＰＤＳ画面をＴＶ会議の書画映像として送信する際、あらかじめ整備したマニュアル（事前の教

育含む）により円滑に送信できたか。 

 □円滑に対応できた。 □一部支障があった

が、概ね円滑に対応

できた。 

□ＳＰＤＳ画面を送信す

る必要があったが、大

きな支障があり、円滑

に対応ができなかっ

た。 

□ＳＰＤＳ画面をＴＶ会

議の書画映像として

送信する必要がなか

った。 

 （支障があった内容） 
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1
 

 
 

 
大

飯
原

子
力

防
災

訓
練

 
課

題
改

善
検

証
シ

ー
ト
 

                
■

「
評

価
結

果
」
に

は
下

記
の

い
ず

れ
か

を
記

載
す

る
。

 

評
価

結
果

 
評

価
結

果
の

判
断

基
準

 

４
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
十

分
に

達
成

で
き

て
い

る
。

 

３
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
一

部
を

除
き

達
成

で
き

て
い

る
。

 

２
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
半

数
近

く
達

成
さ

れ
て

い
な

い
。

 

１
 

評
価

の
視

点
で

必
要

と
さ

れ
る

内
容

に
つ

い
て

、
ほ

と
ん

ど
達

成
で

き
て

い
な

い
。

 

－
 

今
回

の
訓

練
で

は
評

価
で

き
な

い
項

目
で

あ
る

。
 

  

■
評

価
対

象
： 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

評
価

期
日

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
評

価
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

検
証

項
目

：
 

１
．

全
面

緊
急

事
態

該
当

事
象

の
初

報
の

通
報

連
絡

の
改

善
 

２
．

原
災

法
第

２
５

条
報

告
へ

の
必

要
事

項
の

記
載

の
改

善
 

３
．

原
災

法
第

２
５

条
報

告
頻

度
の

改
善
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2
 

 
 

   
 

Ｎ
ｏ
．

 
検

証
項

目
 

評
価

の
視

点
 

評
価

結
果

 

１
 

原
災

法
第

１
５

条
事

象
の

初
報

の
通

報
連

絡
の

改
善

 

■
原

災
法

第
１

５
条

該
当

事
象

の
初

報
に

係
る

通
報

連
絡

が
1
5

分
以

内
に

実
施

で
き

る
こ

と
。

 

①
 
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

か
ら

１
５

分
以

内
に

発
信

さ
れ

て
い

る
か

。
 

■
通

報
端

末
使

用
不

可
時

に
お

い
て

代
替

設
備

に
よ

り
通

報
連

絡
が

実
施

で
き

る
こ

と
。

※
 

※
2
0
1
9

年
度

は
、

G
E

初
報

時
に

回
線

接
続

エ
ラ

ー
が

発
生

し
、

代
替

措
置

に
速

や
か

に
移

行
で

き
な

か
っ

た
結

果
、

G
E

初
報

を
1
5

分
以

上
に

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
設

備
改

造
に

よ
り

、
回

線
接

続
エ

ラ

ー
に

つ
い

て
は

根
本

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

G
E

初
報

に
係

る
通

報
連

絡
を

適
切

に
実

施

で
き

る
か

の
検

証
と

、
代

替
措

置
に

速
や

か
に

移
行

で
き

る
か

の
検

証
は

独
立

し
て

実
施

す
る

。
 

①
 
通

報
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
代

替
措

置
の

対
応

に
着

手
し

、
一

斉
Ｆ

Ａ
Ｘ

に
て

発
信

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 

 

訓
練

シ
ナ

リ
オ

上
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
 

①
※
 

メ
モ

 

 
 

 

 
 

 

※
 

訓
練

後
、

通
報

実
績

の
確

認
に

よ
り

評
価

を
実

施
す

る
。

 

 

-106-

枠
囲

み
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

機
密

に
係

る
事

項
で

す
の

で
、

公
開

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。



3
 

 
 

   

Ｎ
ｏ
．

 
検

証
項

目
 

評
価

の
視

点
 

評
価

結
果

 

２
 

原
災

法
第

２
５

条
報

告
へ

の
必

要
事

項
の

記
載

の
改

善
 

■
原

災
法

第
２

５
条

報
告

へ
必

要
事

項
（
設

備
機

器
の

状
況

、
故

障
機

器
の

応
急

復
旧

、
拡

大
防

止
措

置

等
の

時
刻

、
場

所
、

内
容

）
の

記
載

※
が

実
施

で
き

る
こ

と
。

 

※
全

て
の

措
置

状
況

を
記

載
す

る
必

要
は

な
く

、
事
故

時
操

作
所

則
の

主
要

操
作
流

れ
図

に
記

載
さ

れ
て

い
る

主
要

な
対

応
手

順
を

中
心

に
記

載
さ

れ
て
い

る
こ

と
。

 

①
 

通
報

運
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
必

要
事

項
が

記
載

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 

 

 

訓
練

シ
ナ

リ
オ

上
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
 

①
※
 

メ
モ

 

  

 

 
 

  

 

 
 

   

 

 
 

   

 

 
 

※
 

訓
練

後
、

通
報

実
績

の
確

認
に

よ
り

評
価

を
実

施
す

る
。
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4
 

 
 

 

Ｎ
ｏ
．

 
検

証
項

目
 

評
価

の
視

点
 

評
価

結
果

 

３
 

原
災

法
第

２
５

条
報

告
頻

度
の

改
善

 

■
原

災
法

第
２

５
条

報
告

が
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
・
頻

度
で

実
施

で
き

る
こ

と
。

 

①
 
必

要
な

数
の

第
２

５
条

報
告

（
3

号
機

：
１

報
、

4
号

機
：
３
報

）
が

報
告

さ
れ

て
い

る
か

。
 

②
 
２

５
条

報
告

は
適

切
な

間
隔

で
報

告
さ

れ
て

い
る

か
。

（
Ｓ

Ｅ
判

断
ま

た
は

第
２

５
条

報
告

後
、

３
０

分
か

ら
１

時
間

以
内

） 

 

 

訓
練

シ
ナ

リ
オ

上
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
 

①
※
 

②
※
 

メ
モ

 

発
信

時
刻

 
発

信
間

隔
 

備
考

 

４
号

機
 

第
２

５
条

報
告

 
 

 

S
E
2
4

判
断

時
刻

 

：
 

 
 

第
１

報
 

：
 

S
E
2
4

判
断

か
ら

 

 
 

 
 

分
 

 

第
２

報
 

：
 

第
1

報
報

告
か

ら
 

 
 

 
 

分
 

 

第
３

報
 

：
 

第
２

報
報

告
か

ら
 

 
 

 
 

分
 

第
3

報
が

報
告

さ
れ

て
い

れ
ば

①
の

視
点

を
満

た
す

。
 

第
４

報
 

：
 

第
３

報
報

告
か

ら
 

 
 

 
 

分
 

 

第
５

報
 

：
 

第
４

報
報

告
か

ら
 

 
 

 
 

分
 

 

３
号

機
 

第
２

５
条

報
告

 
 

 

S
E
2
4

判
断

時
刻

 

：
 

 
 

第
１

報
 

：
 

S
E
2
4

判
断

か
ら

 

 
 

 
 

分
 

第
１

報
が

報
告

さ
れ

て
い

れ
ば

①
の

視
点

を
満

た
す

。
 

第
２

報
 

：
 

第
1

報
報

告
か

ら
 

 
 

 
 

分
 

 

※
 

訓
練

後
、

通
報

実
績

の
確

認
に

よ
り

評
価

を
実

施
す

る
。
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２０２０年度 大飯発電所４号機 原子力防災訓練フローチャート 
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添付１０
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【⼤
飯
発
電
所
】現
場
実
動
訓
練

実
施
要
領

【実
施
事
項
】

３
号
機
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水

 
蒸
気
発
⽣
器
補
給
⽤
仮
設
中
圧
ポ
ンプ
の
系
統
構
成

（
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
設
備
）
︓
３
名
）

 
蒸
気
発
⽣
器
補
給
⽤
仮
設
中
圧
ポ
ンプ
の
補
助
給
⽔
系
へ
の
接
続
（
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
設
備
）
︓
２
名
）
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添付１１



【
大

飯
発

電
所

】
現

場
実

動
訓

練
対

応
フ

ロ
ー

訓
練

時
間

：
約

２
時

間

指
示

報
告
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Ｓ
Ｇ
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
の
補
助
給
水
系
へ
の
接

続
箇
所

（
３
号
機
原
子
炉
周
辺
建
屋
E
.
L
.
+
1
7
.
1
m
）

３
号
機

４
号
機
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【⼤
飯
発
電
所
】現
場
実
働
訓
練

現
場
状
況
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蒸
気

発
生

器
補

給
用

仮
設

中
圧

ポ
ン

プ
に

よ
る

蒸
気

発
生

器
へ

の
注

水
概

略
系

統
図

（
１

／
２

）
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蒸
気

発
生
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補
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用
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設

中
圧

ポ
ン

プ
に

よ
る

蒸
気

発
生

器
へ

の
注

水
概

略
系

統
図

（
２

／
２

）
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1 

２０２０年度 事業者防災訓練における社外視察者・評価者の受け入れについて 
 

関西電力株式会社 
危機管理グループ 

 
１．経緯 

事業者防災訓練においては、良好事例や課題抽出を目的に相互視察・評価を行うことが望ましく、

ＮＲＡ訓練報告会での要請（添付－１）、訓練指標（添付－２）においても他社への視察実施、他社

からの視察者受け入れ、他社からの評価者の受け入れが慫慂されている。 
しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大対策として、福井県の県民行動指針（添付－３）に基

づき県を跨いだ往来には注意が必要である。 
これらの状況を踏まえ、２０２０年度の事業者防災訓練の視察者受け入れ、評価者受け入れについ

て検討した。 
 
２．結論 

事業者防災訓練における社外視察者の受け入れ、評価者の受け入れについては、福井県内の他事業

者（日本原電、ＪＡＥＡ）を除き、リモートでの受け入れとする。 
（１）リモート視察の実施イメージ 

当社の活動（現地） 視察者の活動（県外） 
（事前準備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（訓練当日） 

訓練実施（各箇所をビデオ作成、関連記録保存） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（－） 

（訓練後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認 

 
  

訓練計画 

(ビデオ撮影箇所の選定） 
①ＥＲＣ対応ブース 
②ＯＦＣ内 
③現場実動訓練 等 

(視察箇所のニーズ） 
①ＥＲＣ対応ブース 
②ＯＦＣ内 

(視察箇所のニーズ） 
④本部内の各機能班 

視察箇所のニーズ調査 

ニーズ集約後、ビデオ撮影箇所を選定 
（ニーズの少ない箇所は除外） 

(視察箇所のニーズ） 
①ＥＲＣ対応ブース 

(視察箇所のニーズ） 
②ＯＦＣ内 
③現場実動訓練 

本部運営 
訓練 

ＯＦＣ 
運営訓練 

現場 
実動訓練 

訓練記録 
・ビデオ 
・関連記録 

送付 

関連記録 
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2 

（２）リモート評価の実施イメージ 
当社の活動（現地） 評価者の活動（県外） 

（事前準備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価計画の確認 

（訓練当日） 

訓練実施（各箇所をビデオ作成、関連記録保存） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（－） 

（訓練後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認 

評価書の作成 

 
３．検討 
（１）現地視察の受入可否 

福井県の県民行動指針に基づき、他県との往来については注意が必要。 
具体的には、下表のとおり。 
不要不急の往来を控えていただく地域 東京都         

感染が拡大している地域 

（「感染拡大注意地域」※） 

往来を慎重に判断してください。 

群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、富山県、石川県、山梨

県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈

良県、山口県、福岡県、佐賀県、熊本県、宮崎県、沖縄県

（計２０県） 

（8/26 時点） 
現時点では、東京都以外との往来は可能ではあるものの、今後の感染各拡大状況が不透明である

ことを踏まえ、事業者訓練における他県からの現地視察受入れ、評価者受入れは実施しない。 
 
 

訓練計画 

評価内容の確認・調整 

評価対象訓練・項目を選定 
①ＥＲＣ連携訓練 
②ＯＦＣ内事業者ブース運営訓練 

ＥＲＣ 
連携訓練 

ＯＦＣ 
運営訓練 

訓練記録 
・ビデオ 
・関連記録 

送付 

関連記録 

評価計画 

プレイヤーの活動結果 
・インプット／アウトプット 
プレイヤー活動外事項 
・コントローラー資料 等 

評価結果 

評価結果 
まとめ 

評価結果 評価結果 
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（２）県内他事業者との連携 
福井県内においては、関西電力以外に日本原電敦賀発電所、ＪＡＥＡもんじゅが立地しており、

県を跨がずに現地視察、評価者受入れが可能であることから、後述のリモート視察・評価の効果が

不明確な点を踏まえ、これらの県内事業者については現地視察者、評価者の受け入れを可能とす

る。 
 

（３）県外他事業者との連携 
福井県外の他事業者については、現地視察者、評価者の受け入れは上述（１）のとおり実施しな

いものの、訓練記録（ビデオ、帳票等）を活用することで、リモートでの視察者受け入れ、評価者

の受け入れが可能である。 
リモートでの視察、評価は過去に実施経験がなく、有効性が不明確であることから、評価者受け

入れについては、上述（２）と並行して実施して有効性を確認する。 
以上
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添付－１ 
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添付－２ 
２０２０年度 訓練指標（抜粋） 

 
No 指標 評価 評価対象の考え方など 

７ 現場実動訓練の実

施 
Ａ：緊急時対策所と連携した事故

シナリオに基づく現場実動訓

練を１回以上実施（他原子力

事業者評価者を受入れあり） 
Ｂ：緊急時対策所と連携した事故

シナリオに基づく現場実動訓

練を１回以上実施（他原子力

事業者評価者を受入れなし） 
Ｃ：緊急時対策所と連携した事故

シナリオに基づかない現場実

動訓練を実施 

現場実動訓練の実施状況を評価する。 
評価対象とする現場実動訓練は、総合訓練時に事

故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動

と連携した現場実動訓練を対象とする。 
総合訓練時を模擬し、緊急時対策所と連携した現

場実動訓練を要素訓練や訓練シナリオ開発ワーキ

ンググループ（Ⅱ型訓練）等として実施する訓練

も評価の対象に含める。 
なお、プラントに対する訓練を対象とし、退避誘

導訓練や原子力災害医療訓練等は含めない。 

１０ 訓練への視察など 
①他原子力事業者

への視察 
②自社訓練の視察

受入れ 
③ピアレビュー等

の受入れ 
④他原子力事業者

の現場実動訓練

への視察 

Ａ：４つ該当 
Ｂ：３つ該当 
Ｃ：２追加 

訓練の改善のため、他社の訓練を参考にする、又

は自社の訓練への視察やピアレビュー等を求める

といった取組について確認する。 
①は即応センターまたは緊急時対策所への視察を

対象とする。②は同一訓練で即応センターと緊急

時対策所の両方で受入れた場合に実績とする。③

は原子力や防災に関連する第三者機関による評価

のほか、他原子力事業者を訓練評価者として受け

入れた場合も実績に含める（指標７の現場実動訓

練は含めない）。④は指標７の現場実動訓練を１回

以上視察した場合（評価者として参加した場合も

含む）に実績とする。 
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添付－３ 

県⺠⾏動指針 Ver.８        ※下線は改定箇所 

 

県民のみなさまには、新型コロナウイルス感染症の第２波防止への「挑戦」のため、以

下のことをお願いいたします。 

 

１ 感染防止対策を徹底する 

 

マスクの着用を励行し（屋外で人が近くにいない場合は除く）、人との間隔をできる

だけ２ｍ（最低１ｍ）空ける、帰宅後や食事前の手洗いをお願いします。 

また、発熱、咳、全身の倦怠感等の症状がみられる際には絶対に外出しないでくださ

い。 

さらに、体調不良の同居家族がいる場合には、部屋や食事などの生活空間を分けて、

家庭内における感染防止対策を徹底してください。 

 

 

２ 他県との往来は注意して⾏動する 
 

訪問先の感染状況を十分把握し、継続して感染者が発生している地域へ往来する場合

には、感染防止対策に注意して行動してください。 

特に、感染拡大注意地域（※）との往来については、慎重にご判断いただくとともに、

やむを得ず訪問する場合は、訪問先を必要最小限に限定し、多人数（５人以上）での会

食や、接待を伴う飲食店など全国的にクラスターが発生している施設の利用は控えてく

ださい。 

また、地域外への移動自粛をしている都道府県（※）との不要不急の往来の自粛をお

願いします。 
（※）に該当する地域は、福井県ホームページ（以下のＵＲＬ）で確認してください。 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kenkou/kansensyo-yobousessyu/corona.html 

 

 

３ 感染リスクが高まる密閉・密集・密接の場を「つくらない」「近づかない」 
   

「換気の悪い密閉空間」、「多数が集まる密集場所」、「間近で会話や発声をする密接場

面」という３つの条件（三つの密）を避けてください。 

店舗を利用するときには「感染防止徹底宣言」ステッカーが掲示されていることを確

認するとともに、店舗が実施している対策に協力してください。 

また、接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）を導入し、万一アプリからの通知があった場合

には、帰国者・接触者相談総合センター（０７７６－２０－０７９５）に相談してください。 
 

 

４ 医療機関を受診する前に電話で相談する 
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7 

発熱等の症状がある場合は、事前に帰国者・接触者相談総合センターやかかりつけ医

に電話で相談し、受診時にはマスクを着用してください。 

もし受診後の経過について不安がある場合には、複数の医療機関を受診することは避

け、帰国者・接触者相談総合センターに相談してください。 

 

 

５ 職場における感染防止対策を徹底する 
 

在宅勤務（テレワーク）やシフト制導入など働き方の見直しを行ってください。 

また、出勤時の検温、喫煙所や更衣室、社員食堂における三つの密の回避などを徹底

してください。 

さらに、感染者や濃厚接触者が所属する職場等においては、社員・職員の自宅待機な

ど感染拡大の防止に協力してください。 

 

 

６ 店舗等における感染防止対策を徹底する 

 

業種ごとの感染拡大予防ガイドラインを遵守し、「感染防止徹底宣言」ステッカーを

掲示してください。 

また、感染が発生した場合に備え、利用客の連絡先等を記録し、万一感染が発生した

場合には、ＰＣＲ検査や施設名の公表、名簿の提出など保健所の調査に協力してくださ

い。 

 

 

７ 県内医療を守るために最⼤限協⼒する  
 

県内の医療機関、医師・看護師などの方々は、全県的な感染対策に積極的に参加・協

力してください。 

また、医療体制を守るため、保育所、高齢者福祉施設などは、医療関係者等のご家族

の利用に全面的に協力してください。 

 

 

８ 人権・個人情報保護を徹底する  
 

感染者・濃厚接触者や医療従事者ならびにその家族や関係者等に対して、いわれのな

い誹謗中傷や差別的行為は絶対しないようお願いします。 

 

 

令和２年７月３０日 

 

福井県知事 杉本 達治 
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原子力事業本部 
 

原子力防災訓練中期計画（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 年 月 
原子力事業本部 

-131-

添付１３



１．目的 
本中期計画は、原子力災害対策特別措置法に基づいて実施する原子力防災訓練を通じて、緊急時

対応能力を計画的かつ効果的に維持・向上させるための考え方を定め、各発電所への展開を図り、

適切に管理することを目的とする。 
 
２．適用範囲 
   原子力事業本部が実施する原子力防災訓練に適用する。 
 
３．基本的考え方 

(1) 緊急時対応能力の向上 
事業者は、緊急時対応能力を、住民防護の観点から継続的･計画的に維持・向上させる必要がある。

事業者の緊急時対応項目は、「原子力事業者防災業務計画」（以下「業務計画」という。）に記載され

ている。従って、事業者の緊急時対応能力の向上とは、業務計画記載事項の遂行能力を向上させる

ことである。 
 
(2) 緊急時対応に関する社外機関等との連携 

緊急時の対応は、当社単独で実施出来ることのほか、官公庁、自治体、指定公共機関、他事業者、

関連企業などと連携して行うものもある。従って、訓練の際には、事故時を想定した連絡および緊

急時対応の連携訓練等を行う。 
  
(3) 中期計画の意義 

これまで、訓練毎に課題を抽出し、改善に努めてきたものの、福島第一原子力発電所事故以後、

原子力防災（緊急時対応）に対する、社内外のニーズは拡大しており、ニーズによっては、1 回の

訓練で改善が図れるものとは限らない。このような理解の下で、当社主体で対応能力の継続的かつ

計画的に維持・向上を図るためには、取り組むべき課題を明確にし、事業者要員を対象として行う

訓練を中期的に展開するため、原子力事業本部、発電所毎に計画を定める必要がある。 
 
４．原子力防災訓練の中期計画 
(1) 対象期間：2020～2023 年度 

・重要な課題解決に要する期間および緊急時対応体制における幹部、班長・係長の異動を念頭に、

中期計画の計画期間を４年とする。 
・2019 年度に設定した「あるべき姿」については、2022 年度の訓練実績から別途設定する。 

 
(2) 対象施設：美浜 1～3 号機／高浜 1～4 号機／大飯 1～4 号機 

・7 基（美浜 3 号機、高浜 1～4 号機、大飯 3,4 号機）再稼働後の防災対応が適切に実施できるよう、

訓練を計画する。 
・美浜 1,2 号機は既に廃止措置計画が認可および冷却告示が発せられ、大飯 1,2 号機については、

今後、冷却告示が発出される見通しである。なお、放射性物質の放出等により、防災体制となり

得ることから、防災対応が適切に実施できるよう訓練を計画する。 
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(3) 原子力防災訓練の種別 
  ①総合訓練とは、原子力防災規程に定める「原子力総合防災訓練」をいう。 
  ②発電所訓練とは、原子力事業者防災業務計画に定める「発電所原子力防災訓練」をいう。 
   

なお、①と②は国に訓練の実施結果の報告(原災法第十三条の二)が必要である。 
 
(4) 訓練参加機関 

・社外連携機関等との調整を踏まえ、各訓練の実施りん議で最終決定する。 
 
(5) 訓練の主な目的  

・「５．中期的な課題と対応策の検討について」に基づき、運用や設備の改善を実施し、訓練にお

いて検証を行う。 
 
 (6) シナリオの提示方式 
  ・2019 年度訓練では、美浜発電所(2019.10.18)、大飯発電所(2019.12.13)、高浜発電所(2020.2.7)

の 3 発電所全てにおいて、シナリオ非提示で訓練を実施した。今後も要員が変更となった場合で

もシナリオ非提示で実施出来るよう、緊急時対応のツール（例：共通運用図（ＣＯＰ）、防災対

応チェックシート）の充実を図る等により、継続的に実施する。 
 

(7) 事故想定シナリオ 
・中期的に対応能力向上を図ることができるようシナリオの多様化に努める記載とするために、原

子力事業者防災業務計画「別表 2-7-20」に記載された訓練項目の他、原子力事業者防災業務計画

「第 3 章 緊急事態応急対策の実施等」に定める実施事項、設置変更許可申請書に記載の事故シ

ーケンス、EAL 事象を適度に組み合わせる。 

・原子力防災訓練は、万が一の原子力発電所の事故を想定した訓練であり、新規制基準に基づく対

応に関わらず、あえて重大事故等対処設備等が故障等により機能せず、全面緊急事態に至る事故

が発生することを想定して行うものである。したがって、全面緊急事態以降に重大事故等対処設

備の機能を用いた炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策の検討および対応を行うシナリオ

などシナリオの多様化に取り組むこととする。 

・特重設備共用開始後については、各発電所原子炉施設保安規定に基づく、重大事故時等の特重設

備活用をシナリオに組み込むこととする。 

 
(8)オフサイトセンターでの訓練の充実 
  ・原子力災害時において原子力事業者はオフサイトセンターに要員を派遣し、原子力災害合同対策

協議会にて、プラント状況等の情報を共有する必要がある。従って、原子力災害時おいて、要員

の派遣および情報共有に必要な資機材が設置できるか訓練において検証を行う。 
 
(9)訓練課題の評価・分析 
  ・訓練課題の改善結果については、単年度だけでなく過去数年を振り返り、評価を行う。 
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５．中期的な課題と対応策の検討について 
（１）あるべき姿とのギャップおよび更なる向上のための検討 

各指標とあるべき姿および更なる高みのために実施すべき事項を整理し、現状とのギャップを整理

し、中期計画へ反映を行う。（別添－１） 
 

（２）昨年度の実施事項および課題の整理 
昨年度の中期計画に基づく訓練結果および訓練報告書結果から今年度の中期計画を見直すとともに、

参考１～５の情報から、中期的な課題の見直しを検討した（別添－２）。 
 

○ 訓練における課題 
・第 12 回原子力事業者防災訓練結果報告会説明資料（参考－１） 
・緊急時対応の強化に向けた取り組みについて（参考－２） 

○ その他のインプット情報 
・緊急時活動レベル（EAL）の見直しについて（参考－３） 
・特重施設運用開始に向けた緊急時活動レベルの見直しについて（参考－４） 
・新型コロナウイルス感染予防を考慮した防災対応について（参考－５） 
・オフサイトセンターにおける事業者訓練の実施について（本文第 4 項(8)より） 

   
   以上より、別添－３のとおり、あるべき姿の一部見直しを行い、各年度に実施する事項を設定す

る。 
 

以上 
 
（別添）１．あるべき姿とのギャップおよび更なる向上のための検討 

２．昨年度の中期計画に基づく訓練評価 
    ３．原子力事業本部本店対策本部のあるべき姿 
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0
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指 標
評
価
の

視
点

あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

１

情
報
共
有
の

た
め
の

情
報
フロ
ー

＜
Ａ
評
価
＞

前
回
訓
練
結
果
に
対
す
る
分
析
・評

価
が
⾏
わ
れ
、全

体
を
網
羅
した
情
報

フロ
ー
へ
反
映
す
る
。

○
発
電
所
、本

店
（
即
応
セ
ンタ
ー
）
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
の
3

拠
点
間
の
情
報
フロ
ー
図
が
作
成
で
き
て
い
る
。

○
上
記
の
3拠

点
間
に
つ
い
て
は
、訓

練
に
お
い
て
分

析
・評
価
が
で
き
て
い
る
。

20
22
年
度
ま
で
に
以
下
の
情
報
フロ
ー
図
に

取
り込

み
、訓

練
等
で
の
検
証
を
⾏
う。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「③
情
報
共
有
の
⾼

度
化
」に
反
映

・本
部
⇔
⾃
治
体
リエ
ゾ
ン

・本
部
⇔
オ
フサ
イト
セ
ンタ
ー

・本
部
⇔
他
事
業
者

＜
更
な
る
向
上
＞

発
電
所
、本

店
（
即
応
セ
ンタ
ー
）
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
3拠

点
間
以
外
に
お
け
る
情

報
フロ
ー
を
整
備
し、
訓
練
に
お
い
て
情

報
共
有
の
実
効
性
検
証
に
活
⽤
す
る
。

●
3拠

点
間
以
外
の
情
報
共
有
箇
所
に
つ
い
て
、⼀

部
しか
情
報
フロ
ー
図
に
反
映
で
きて
い
な
い
。

●
3拠

点
間
以
外
に
つ
い
て
は
、⼀

部
至
近
の
訓
練
に

お
い
て
分
析
・評
価
が
曖
昧
に
な
って
お
り、
効
果
的
な

改
善
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

2

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ

ント
班
との
情

報
共
有

＜
Ａ
評
価
＞

「事
故
・プ
ラン
トの
状
況
」、
「進
展
予

測
と事

故
収
束
対
応
戦
略
」、
「戦
略

の
進
捗
状
況
」に
つ
い
て
迅
速
か
つ
正

確
に
情
報
を分

か
りや
す
く発
信
で
きる
。

〇
「事
故
・プ
ラン
トの
状
況
」に
つ
い
て
は
迅
速
に
情
報

発
信
が
で
き
て
い
る
。

●
「進
展
予
測
と事

故
収
束
対
応
戦
略
」、
「戦
略
の

進
捗
状
況
」に
つ
い
て
は
⼀
部
情
報
発
信
が
で
き
て
い

な
い
。

●
分
か
りや
す
く情
報
発
信
が
⼀
部
で
きて
い
な
い
。

・推
定
情
報
、確

定
情
報
が
混
在
して
い
る

場
合
が
あ
る
。

・帳
票
に
登
場
す
る
⽤
語
の
統
⼀
が
出
来
て

い
な
い
。

【主
な
原
因
】

・発
電
所
と本

店
が
⼀
体
とな
った
情
報
連
携
強
化
対
策
を

講
じて
い
な
か
った
た
め
、発

電
所
か
らの
情
報
が
少
な
か
った
。

・個
人
の
勉
強
会
の
み
で
習
熟
を
図
って
い
た
た
め
、

習
熟
に
バ
ラつ
き
が
⽣
じた
。

・社
内
⽤
語
を
社
外
向
け
に
説
明
して
い
た
た
め
、分

か
りに
く

い
情
報
発
信
が
⼀
部
あ
った
。

（
20
20
年
度
）

整
備
した
情
報
発
信
ポ
イン
ト集

、役
割
分

担
の
⾒
直
し、
ホ
ット
ライ
ン設

置
の
改
善
策

で
、必

要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
分
か

りや
す
い
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

（
20
22
年
度
ま
で
に
）

「事
故
・プ
ラン
トの
状
況
」、
「進
展
予
測
と

事
故
収
束
対
応
戦
略
」、
「戦
略
の
進
捗
状

況
」に
つ
い
て
、必

要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
正

確
に
情
報
を
分
か
りや
す
く発
信
で
きる
要
員

を
複
数
人
育
成
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「①
情
報
発
信
の

質
・量
の
向
上
」と
して
新
規
整
理

発
電
所
︓
中
期
計
画
「本
店
対
策
本
部
と

の
情
報
共
有
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
を複

数
人
育
成
す
る
。

●
要
員
育
成
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
実
施
で
きて
い
な

か
った
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(1
/8
)
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指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

3 - 1

プ
ラン
ト情

報
表
⽰
シ
ス
テ
ム

の
使
⽤

＜
Ａ
評
価
＞

プ
ラン
ト状

況
等
の
説
明
に
お
い
て
Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
等
の
表
⽰
シ
ス
テ
ム
を使

⽤
す
る
。

特
に
、初

動
時
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
発
⾏
前
の
プラ

ント
説
明
、プ
ラン
トパ
ラメ
ー
タの
推
移
に

基
づ
く説
明
を
して
い
る
。

○
プ
ラン
ト情

報
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
の
表
⽰
シ
ス
テ
ム
を

使
⽤
して
説
明
で
き
て
い
る
。

●
プ
ラン
ト情

報
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
の
表
⽰
シ
ス
テ
ム
を

使
⽤
して
説
明
す
る
頻
度
が
少
な
い
。

●
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
の
操
作
に
不
慣
れ
な
部
分
が
あ
る
。

●
表
⽰
シ
ス
テ
ム
の
活
⽤
程
度
が
個
人
で
バ
ラツ
キ

が
多
い
。

⇒
Ａ
評
価
で
あ
る
が
点
数
は
低
い
。

【主
な
原
因
】

・Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
パ
ラメ
ー
タリ
ス
ト、
マニ
ュア
ル
が
な
か
っ

た
た
め
、Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
の
表
⽰
シ
ス
テ
ム
を使

⽤
した

説
明
の
頻
度
が
少
な
か
った
。

・個
人
の
勉
強
会
の
み
で
習
熟
を図

って
い
た
た
め
、

習
熟
に
バ
ラつ
き
が
⽣
じた
。

（
20
20
年
度
）

良
好
事
例
等
を
ま
とめ
た
ビデ
オ
集
、情

報
発
信
ポ
イン
ト集

お
よ
び
教
育
資
料

を
⽤
い
て
、反

復
訓
練
を実

施
す
る
。

（
20
22
年
度
ま
で
に
）

・複
数
の
要
員
が
同
程
度
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

等
の
表
⽰
シ
ス
テ
ム
を
使
⽤
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

・⾃
社
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を使

⽤
して
、

情
報
発
信
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「①
情
報
発
信

の
質
・量
の
向
上
」と
して
新
規
整
理

発
電
所
︓
中
期
計
画
「本
店
対
策
本

部
との
情
報
共
有
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

⾃
社
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
⽤
した
情

報
発
信
を
す
る
。

●
⾃
社
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を使

⽤
した
情
報
発
信

が
で
き
て
い
な
い
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(2
/8
)

-136-



2

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

3 - 2

リエ
ゾ
ンの
活

動
＜
Ａ
評
価
＞

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

に
派
遣
され
た
リエ
ゾ
ン

が
、即

応
セ
ンタ
ー
を
補
助
す
る
とい
う目

的
に
応
じ事

業
者
が
定
め
る
リエ
ゾ
ンの
役
割

等
を
認
識
し、
必
要
に
応
じ適

時
適
切
に

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

に
対
し情

報
提
供
が

な
され
て
い
る
か
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

の
意

向
等
を
即
応
セ
ンタ
ー
等
に
伝
達
して
い
る

・リ
エ
ゾ
ンに
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
資
料
の
配

布
（
設
備
状
況
シ
ー
ト等

）
・Ｅ
Ｒ
Ｃ
質
問
対
応

・本
店
即
応
セ
ンタ
ー
か
ら送

付
した
資
料

に
つ
い
て
規
制
庁
職
員
へ
の
伝
達

・規
制
庁
が
要
望
して
い
る
資
料
の
リサ
ー

チ ・Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
を
⽤
い
て
、補

⾜
情

報
の
追
加
説
明

・Ｔ
Ｖ
会
議
の
映
り方

、聞
こえ
方
の
助
⾔

・そ
の
他
要
望
事
項
等
の
即
応
セ
ンタ
ー
情

報
チ
ー
ム
へ
の
伝
達

〇
リエ
ゾ
ンに
送
付
され
た
資
料
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
，
通
報

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
）
を
配
布
して
い
る
。

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
質
問
対
応
を
して
い
る
。

〇
規
制
庁
が
要
望
して
い
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
の

リサ
ー
チ
して
い
る
。

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
を
⽤
い
て
、補

⾜
情
報
の
追

加
説
明
して
い
る
。

〇
Ｔ
Ｖ
会
議
の
映
り方

、聞
こえ
方
の
助
⾔
をし
て
い

る
。
〇
その
他
要
望
事
項
等
の
即
応
セ
ンタ
ー
情
報
チ
ー

ム
へ
伝
達
して
い
る
。

●
上
記
の
活
動
は
個
人
に
よっ
て
積
極
的
な
対
応
が

で
き
て
お
らず
、受

け
身
な
場
合
が
あ
る
。(
リエ
ゾ
ンの

活
動
に
バ
ラつ
き
が
あ
る
)

⇒
Ａ
評
価
で
あ
る
が
点
数
は
低
い

【主
な
原
因
】

・リ
エ
ゾ
ンの
あ
る
べ
き
姿
が
不
明
確
あ
り、
リエ
ゾ
ンに

対
す
る
教
育
が
不
⼗
分
で
あ
った
こと
か
ら、
積
極
性

に
欠
け
た
説
明
とな
って
い
た
。

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

が
求
め
る
事
項
と事

業
者
リエ
ゾ
ンの
対
応
の
ギ
ャッ
プを
埋
め

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

（
20
20
年
度
）

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

と事
業
者
の
求
め

る
事
項
の
ギ
ャッ
プ
を確

認
し、
要
求
事

項
を
明
確
化
す
る
。

・リ
エ
ゾ
ンへ
の
教
育
を
充
実

（
20
21
年
度
）

ギ
ャッ
プ
が
あ
った
部
分
に
つ
い
て
、リ
エゾ

ン教
育
に
反
映
す
る
。

（
20
22
年
度
）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ンの
教
育
資
料
を充

実
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「⑤
対
外
対
応

の
充
実
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

・リ
エ
ゾ
ン活

動
の
⾃
⼰
評
価
を
⾏
う。

・良
好
な
リエ
ゾ
ン活

動
が
⾏
え
る
要
員
を

複
数
人
育
成
す
る
。

●
リエ
ゾ
ン活

動
の
⾃
⼰
評
価
が
で
きて
い
な
い
。

●
良
好
な
リエ
ゾ
ン活

動
が
⾏
え
る
要
員
を複

数
人

育
成
が
で
き
て
い
な
い
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(3
/8
)
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5

指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

3 - 3

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
活

⽤
＜
Ａ
評
価
＞

定
期
的
お
よ
び
主
要
な
プ
ラン
ト状

況
変
動
時
に

Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
発
⾏
し、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
に
活
⽤
す
る
。

ま
た
、Ｃ

Ｏ
Ｐ
発
⾏
ま
で
の
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
情
報

チ
ー
ム
に
よ
り⼿

書
き
に
よ
り更

新
して
活
⽤
す
る
。〇

定
期
的
お
よ
び
主
要
な
プ
ラン
ト状

況
変
動
時
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
発
⾏
し、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
に
活
⽤
で
き
て
い
る
。

〇
Ｃ
Ｏ
Ｐ
発
⾏
ま
で
の
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
情
報
チ
ー
ム
に
よ
り⼿

書
き
に
よ
り更

新
して
活
⽤
して
い
る
。

●
説
明
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
に
偏
って
お
り、
プ
ラン
トの
全
体
状
況

が
分
か
りや
す
い
説
明
が
で
き
て
い
な
い
。

【主
な
原
因
】

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
使
⽤
頻
度
に
つ
い
て
は
個
人
に
委
ね
て
い
た
た
め
、

各
Ｃ
Ｏ
Ｐ
使
⽤
状
況
に
バ
ラつ
き
が
⽣
じて
い
た
。

（
20
20
年
度
）

良
好
事
例
をま
とめ
た
ビデ
オ
集
、情

報
発
信

ポ
イン
ト集

を
⽤
い
て
、⾃

主
訓
練
等
を
実
施

して
俯
瞰
した
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

（
20
22
年
度
ま
で
に
）

更
な
る
改
善
と、
複
数
の
俯
瞰
した
説
明
が
で

き
る
要
員
育
成
を
⾃
主
訓
練
等
を
⾏
い
実
施

す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「①
情
報
発
信
の
質
・

量
の
向
上
」と
して
新
規
整
理

発
電
所
︓
中
期
計
画
「本
店
対
策
本
部
との

情
報
共
有
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

Ｃ
Ｏ
Ｐ
初
報
発
⾏
ま
で
の
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
備
付
け

資
料
等
を
⽤
い
た
積
極
的
な
説
明
を
実
施
す
る
。●

Ｃ
Ｏ
Ｐ
初
報
発
⾏
ま
で
の
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
等

を
⽤
い
た
積
極
的
な
説
明
が
で
き
て
い
な
い
。

3 - 4

Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付

け
資
料
の
活

⽤

＜
Ａ
評
価
＞

プ
ラン
ト状

況
、戦

略
の
予
測
、そ
の
他
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
補
完
に
お
い
て
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
を
活

⽤
す
る
。

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
を
活
⽤
して
プ
ラン
ト状

況
を
説
明

で
き
て
い
る
。

●
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
を
活
⽤
して
戦
略
予
測
を
説
明
で

き
て
い
な
い
こと
や
資
料
の
使
い
方
に
個
人
で
バ
ラツ
キ
が
あ
る

●
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
の
ペ
ー
ジ
番
号
等
の
説
明
で
き
て

い
な
い
こと
や
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
を
書
画
装
置
で
説
明
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

⇒
Ａ
評
価
で
あ
る
が
点
数
は
低
い

【主
な
原
因
】

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
の
使
⽤
頻
度
に
つ
い
て
は
個
人
に
委

ね
て
い
た
た
め
、使

⽤
状
況
に
バ
ラつ
き
が
⽣
じて
い
た
。

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
の
負
担
が
⼤
き
く、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料

を
使
⽤
した
説
明
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
った
。

（
20
20
年
度
）

役
割
分
担
を
⾒
直
した
こと
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説

明
者
の
負
担
軽
減
、良

好
事
例
をま
とめ
た
ビ

デ
オ
集
、情

報
発
信
ポ
イン
ト集

を
⽤
い
て
、

⾃
主
訓
練
等
を
実
施
して
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資

料
の
活
⽤
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

（
20
22
年
度
ま
で
に
）

・他
事
業
者
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
活
⽤
に

つ
い
て
も
確
認
す
る
。

・更
な
る
改
善
と、
複
数
の
要
員
育
成
を
⾃
主

訓
練
等
を
⾏
い
実
施
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「①
情
報
発
信
の
質
・

量
の
向
上
」と
して
新
規
整
理

発
電
所
︓
中
期
計
画
「本
店
対
策
本
部
との

情
報
共
有
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

Ｃ
Ｏ
Ｐ
初
報
発
⾏
ま
で
の
間
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
備
付
け

資
料
等
を
⽤
い
た
積
極
的
な
説
明
を
実
施
す
る
。●

Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
け
資
料
を
活
⽤
して
、初

動
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ

Ｐ
補
完
情
報
の
積
極
的
な
説
明
が
で
き
て
い
な
い
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(4
/8
)
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指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

4

確
実
な
通
報
・

連
絡
の
実
施

＜
Ａ
評
価
＞

・通
報
⽂
に
記
載
の
誤
記
、漏

れ
等
が
無
い
。

万
⼀
、誤

記
、漏

れ
等
が
あ
った
場
合
は
訂
正

報
が
確
実
に
⾏
わ
れ
て
い
る
。

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

に
対
して
、Ｅ

Ａ
Ｌ
判

断
根
拠
を
適
切
に
説
明
で
きて
い
る
。

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

が
開
催
す
る
１
０
条
確

認
会
議
等
に
速
や
か
に
対
応
で
きて
い
る
。事

象
進
展
の
予
測
、事

故
収
束
対
応
等
の
説
明

が
適
切
に
⾏
わ
れ
て
い
る
。

・第
２
５
条
報
告
が
適
切
な
間
隔
とタ
イミ
ン

グ
で
報
告
され
て
い
る
。

(⼤
飯
発
電
所
に
お
い
て
)

●
通
報
⽂
の
チ
ェッ
ク項

目
が
明
確
で
な
く、
チ
ェッ
クが

不
⼗
分
で
あ
った
た
め
、記

載
に
誤
りが
あ
った
。ま
た
、

訂
正
報
を
発
信
で
き
て
い
な
い
。

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
即
応
セ
ンタ
ー
情
報
チ
ー
ム
に
お
い
て
Ｅ

Ａ
Ｌ
判
断
を
適
切
に
説
明
して
い
る
。

○
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

が
開
催
す
る
１
０
条
確
認
会

議
等
に
速
や
か
に
対
応
で
き
て
い
る
。事

象
進
展
の
予

測
、事

故
収
束
対
応
等
の
説
明
が
で
き
て
い
る
。

●
２
５
条
報
告
が
適
切
な
間
隔
とタ
イミ
ング
で
報

告
が
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

【主
な
原
因
】

・２
５
条
で
記
載
す
べ
き
事
項
が
マニ
ュア
ル
に
明
確

で
な
く、
⼗
分
な
チ
ェッ
クが
実
施
で
き
な
か
った
。

・Ｅ
Ａ
Ｌ
頻
発
状
況
下
に
お
い
て
、通

報
端
末
が
Ｅ

Ａ
Ｌ
通
報
作
業
に
占
有
され
て
お
り、
２
５
条
報
告

の
通
報
連
絡
票
作
成
に
着
⼿
で
きな
か
った
。

（
20
20
年
度
）

・1
0条

、1
5条

事
象
発
⽣
後
15
分
以
内
の
発

信
で
き
る
よ
うに
す
る
。

・通
報
⽂
の
チ
ェッ
ク項

目
及
び
誤
発
信
時
の
訂

正
方
法
に
つ
い
て
記
載
した
通
報
マニ
ュア
ル
を

整
備
し、
マ
ニュ
ア
ル
を
活
⽤
した
通
報
の
誤
記

等
の
チ
ェッ
クお
よ
び
誤
発
信
時
の
訂
正
を
⾏
え

る
よ
うに
す
る
。

・通
報
端
末
を
増
設
し、
Ｅ
Ａ
Ｌ
が
頻
発
す
る

状
況
下
で
あ
って
も
、迅

速
に
２
５
条
報
告
の

通
報
連
絡
票
作
成
に
着
⼿
で
きる
よう
に
す
る
。

ま
た
、２

５
条
報
告
の
間
隔
とタ
イミ
ング
に
つ
い

て
記
載
した
通
報
マ
ニュ
ア
ル
を活

⽤
し、
２
５

条
報
告
を
適
切
な
間
隔
とタ
イミ
ング
で
継
続
し

て
⾏
え
る
よ
うに
す
る
。

⇒
発
電
所
︓
中
期
計
画
「通
報
連
絡
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

・Ｓ
Ｅ
，
Ｇ
Ｅ
通
報
時
間

10
条
、1
5条

事
象
発
⽣
後
15
分
以
内
の
発

信 ・Ａ
Ｌ
経
過
報
告
お
よび
25
条
報
告
を
30
分

〜
1時

間
以
内
に
初
報
発
信
、事

象
進
展
が

あ
る
場
合
は
30
分
〜
1時

間
の
間
隔
で
発
信

す
る
。

(⼤
飯
発
電
所
に
お
い
て
)

●
10
条
事
象
、1
5条

事
象
発
⽣
後
15
分
以
内
に

発
信
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

●
25
条
報
告
に
お
い
て
、事

象
進
展
が
あ
る
場
合
に

30
〜
1時

間
の
間
隔
で
発
信
で
き
て
い
な
い
場
合
が

あ
る
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(5
/8
)
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指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

5

前
回
ま
で
の
訓

練
の
訓
練
課

題
を
踏
ま
え
た

訓
練
実
施
計

画
等
の
策
定

＜
Ａ
評
価
＞

・発
電
所
に
お
い
て
は
前
年
度
訓
練
課
題
を踏

ま
え
て
訓
練
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

・本
店
に
お
い
て
は
前
回
訓
練
（
3サ
イト
の
い

ず
れ
か
）
の
課
題
を
踏
ま
え
て
訓
練
実
施
計

画
等
を
策
定
す
る
。

〇
発
電
所
に
お
い
て
は
前
年
度
訓
練
課
題
を踏

まえ
て

訓
練
実
施
計
画
の
策
定
が
で
き
て
い
る
。

〇
本
店
に
お
い
て
は
前
回
訓
練
（
3サ
イト
の
い
ず
れ

か
）
の
課
題
を
踏
ま
え
て
訓
練
実
施
計
画
等
の
策
定
が

で
き
て
い
る
。

－

＜
更
な
る
向
上
＞

同
上

－

6

シ
ナ
リオ
の
多

様
化
・難
度

＜
Ａ
評
価
＞

シ
ナ
リオ
の
多
様
化
・難
度
を
向
上
させ
る
。

〇
複
数
発
災
号
機
想
定
等
の
計
画
をた
て
る
。

〇
Ｅ
Ａ
Ｌ
発
信
個
数

10
個
以
上

〇
適
切
な
シ
ナ
リオ
難
度
を
計
画
す
る
。

(2
02
0年

度
以
降
)

・⾼
浜
発
電
所
4基

発
災
を想

定
した

訓
練
を
実
施
す
る
。

・特
重
施
設
を
考
慮
した
訓
練
を実

施
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「④
防
災
対
策

の
⾼
機
能
化
、⑥

4基
発
災
へ
の
対
応
」

に
反
映
済
み

(2
01
9年

度
に
反
映
)

＜
更
な
る
向
上
＞

・⼤
飯
・⾼
浜
発
電
所
複
数
サ
イト
発
災
し

た
訓
練
を
実
施
す
る
。

・⾼
浜
発
電
所
4基

発
災
を想

定
した
訓

練
を
実
施
す
る
。

・特
重
施
設
を考

慮
した
訓
練
を
実
施
す
る
。

〇
⼤
飯
・⾼
浜
発
電
所
複
数
サ
イト
発
災
した
訓
練

を
実
施
で
き
て
い
る
。

●
⾼
浜
発
電
所
4基

発
災
を
想
定
した
訓
練
を実

施
で
き
て
い
な
い
。(
20
20
年
度
計
画
中
)

●
特
重
施
設
を
考
慮
した
訓
練
を
実
施
で
きて
い
な
い
。

(2
02
0年

度
計
画
中
)

7

現
場
実
働
訓

練
の
実
施

＜
Ａ
評
価
＞

マ
ル
ファ
ンク
シ
ョン
に
よ
って
、本

部
プ
レイ
ヤ
ー

を
悩
ま
す
シ
ナ
リオ
の
現
場
実
動
訓
練
を
実
施

す
る
。

他
事
業
者
か
らの
評
価

〇
マ
ル
ファ
ンク
シ
ョン
に
よ
って
、本

部
プレ
イヤ
ー
を悩

ま
す
シ
ナ
リオ
の
現
場
実
動
訓
練
を実

施
で
きて
い
る
、

〇
他
事
業
者
か
らの
評
価
を受

入
れ
て
い
る
。

－
＜
更
な
る
向
上
＞

同
上

-

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(6
/8
)
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6

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

指 標
評
価
の
視

点
あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

8

広
報
活
動

＜
Ａ
評
価
＞

本
店
の
活
動
とし
て
以
下
を計

画
的
に
実
施
す

る
。
・Ｅ
Ｒ
Ｃ
広
報
班
と連

動
した
プレ
ス
対
応

・記
者
等
の
社
外
プレ
ー
ヤ
の
参
加

・他
事
業
者
広
報
担
当
等
の
社
外
プ
レー
ヤ
の

参
加

・模
擬
記
者
会
⾒
の
実
施

・情
報
発
信
ツー
ル
を
使
った
外
部
へ
の
情
報

発
信

〇
Ｅ
Ｒ
Ｃ
広
報
班
と連

動
した
プ
レス
対
応
が
で
きて
い
る
。

〇
記
者
等
の
社
外
プ
レー
ヤ
の
参
加
が
で
き
て
い
る
。

〇
他
事
業
者
広
報
担
当
等
の
社
外
プレ
ー
ヤ
の
参
加
が

で
き
て
い
る
。

〇
模
擬
記
者
会
⾒
の
実
施
が
で
きて
い
る
。

〇
情
報
発
信
ツー
ル
を
使
った
外
部
へ
の
情
報
発
信
が
で

き
て
い
る
。

－

＜
更
な
る
向
上
＞

同
上

－

9

後
方
⽀
援
活

動
＜
Ａ
評
価
＞

・原
⼦
⼒
事
業
者
間
の
⽀
援
活
動

・原
⼦
⼒
事
業
所
災
害
対
策
⽀
援
拠
点
との

連
動

・原
⼦
⼒
緊
急
事
態
⽀
援
組
織
との
連
動

後
方
⽀
援
活
動

〇
原
⼦
⼒
事
業
者
間
の
⽀
援
活
動
が
で
きて
い
る
。

〇
原
⼦
⼒
事
業
所
災
害
対
策
⽀
援
拠
点
との
連
動
が
で

き
て
い
る
。

〇
原
⼦
⼒
緊
急
事
態
⽀
援
組
織
との
連
動
が
で
き
て
い
る
。（
20
20
年
度
以
降
）

オ
フサ
イト
セ
ンタ
ー
との
連
携
訓
練
の
実
働

範
囲
は
充
実
させ
て
い
く。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「⑤
対
外
対
応
の
充

実
」に
反
映

＜
更
な
る
向
上
＞

・オ
フサ
イト
セ
ンタ
ー
との
連
携
訓
練
の
充
実

●
オ
フサ
イト
セ
ンタ
ー
との
連
携
訓
練
の
充
実
が
で
き
て
い

な
い
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(7
/8
)
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7

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

指 標
評
価
の

視
点

あ
る
べ
き
姿

あ
る
べ
き
姿
の
ギ
ャッ
プ
分
析

(〇
︓
達
成
し
て
い
る
●
︓
達
成
し
て
い
な
い
)

⾏
動
方
針

(中
期
計
画
へ
の
反
映
)

20
20
年
度
訓
練

実
施
計
画

1 0

訓
練
へ
の

視
察

＜
Ａ
評
価
＞

・他
事
業
者
へ
の
視
察

・⾃
社
訓
練
の
視
察
受
入
れ

・ピ
ア
レ
ビュ
ー
等
の
受
入
れ

・他
事
業
者
の
現
場
実
動
訓
練
へ
の
視

察

〇
他
事
業
者
へ
の
視
察
とし
て
本
店
か
ら他

社
即
応
Ｃ
、発

電
所
か
ら他

社
緊
急
時
対
策
所
の

視
察
、Ｅ

Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ
ンの
他
社
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リエ
ゾ

ン訓
練
の
視
察
が
で
き
て
い
る
。

〇
⾃
社
訓
練
の
視
察
受
入
れ
とし
て
、福

井
県

内
の
事
業
者
か
らは
視
察
を受

入
れ
、県

外
事

業
者
か
らは
ビデ
オ
視
察
受
入
れ
を計

画
的
に
実

施
す
る
。

●
ピア
レ
ビュ
ー
等
の
受
入
れ
が
で
きて
い
な
い
場

合
が
あ
る
。

〇
他
事
業
者
の
現
場
実
動
訓
練
へ
の
視
察
が
で

き
て
い
る
。

【主
な
原
因
】

ピア
レ
ビュ
ー
受
入
れ
を計

画
的
に
検
討
して
い
な

か
った
。

（
20
20
年
度
）

・他
事
業
者
か
らピ
アレ
ビュ
ー
の
受
入

れ
を
実
施
す
る
。

・本
店
だ
け
で
な
く発
電
所
に
つ
い
て
も

他
社
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
視
察
（
ビデ
オ
視

察
含
む
）
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

（
20
21
度
以
降
）

他
事
業
者
の
相
互
技
術
協
⼒
を実

施
す
る
。

⇒
本
店
︓
中
期
計
画
「①
情
報
発

信
の
質
・量
の
向
上
」と
して
新
規
整

理

本
訓
練
で
ピア
レ
ビュ
ー
を

受
入
れ
予
定
。

＜
更
な
る
向
上
＞

・発
電
所
要
員
も
他
社
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
視

察
を
実
施
す
る
。

・他
事
業
者
の
相
互
技
術
協
⼒
を実

施
す
る
。

●
発
電
所
要
員
に
お
い
て
他
社
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
視

察
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

●
他
事
業
者
の
相
互
技
術
協
⼒
が
実
施
で
き
て

い
な
い
。

1 1

訓
練
結
果

の
⾃
⼰
評

価
・分
析

＜
Ａ
評
価
＞

・問
題
点
か
ら課

題
の
抽
出
す
る
。

・原
因
分
析
を
実
施
す
る
。

・原
因
分
析
結
果
を踏

まえ
た
対
策
を

実
施
す
る
。

〇
問
題
点
か
ら課

題
の
抽
出
が
で
き
て
い
る
。

〇
課
題
の
原
因
分
析
が
で
きて
い
る
。

●
原
因
分
析
結
果
を踏

まえ
た
対
策
検
討
が
不

⼗
分
で
あ
った
。

【主
な
原
因
】

発
電
所
と⼀

体
とな
った
対
策
検
討
が
⾏
え
て
い

な
か
った
。

（
20
20
年
度
以
降
）

・課
題
の
改
善
結
果
が
単
年
度
だ
け

で
な
く、
過
去
数
年
オ
ー
ダー
で
評
価

す
る
こと
を
訓
練
中
期
計
画
本
⽂
に

反
映
す
る
。

・訓
練
後
に
3サ
イト
合
同
で
訓
練
の

振
り返

りを
実
施
す
る
。

今
年
度
か
ら訓

練
終
了

後
に
3サ
イト
合
同
で
振
り

返
りを
実
施
予
定
。

＜
更
な
る
向
上
＞

・過
去
数
年
を
振
り返

った
評
価
の
⾒

直
しを
実
施
す
る
。

・訓
練
後
に
3サ
イト
合
同
で
訓
練
の
振

り返
りを
実
施
す
る
。

●
過
去
数
年
の
振
り返

った
評
価
が
で
き
て
い
な

い
。

●
訓
練
後
に
3サ
イト
合
同
で
訓
練
の
振
り返

り
を
実
施
で
き
て
い
な
い
。

1-
1．

指
標
に
対
す
る
あ
る
べ
き
姿
との
ギ
ャッ
プ
お
よ
び
更
な
る
向
上
の
た
め
の
検
討
(8
/8
)
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別
添
２

 
20

20
年
度
原
子
力
事
業
本
部
防
災
訓
練
中
期
計
画
に
反
映
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て

 
 １
．
昨
年
度
の
取
組
み
事
項
に
つ
い
て

 
 
原
子
力
事
業
本
部
防
災
訓
練
中
期
計
画
に
お
け
る
以
下
の
５
つ
の
取
組
み
項
目
の
訓
練
結
果
お
よ
び
評
価
に
つ
い
て
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 

表
１
 

5つ
の
取
組
み
に
お
け
る
訓
練
実
施
結
果

 
中
期
計
画
に
お
け

る
５
つ
の
取
組
み

項
目

 
実
施
内
容

 
結
果

 
評
価

 

①
複
数
サ
イ
ト
発

災
へ
の
対
応

 
・

20
18

年
度
に
実
施
し
た
訓
練
の

課
題
の
整
理
、
対
応
策
の
検
討

 
複
数
サ
イ
ト
発
災
時
の
対
応
に
関
す

る
コ
メ
ン
ト
対
応
を
実
施
し
た

 
複
数
サ
イ
ト
発
災
時
に
設
置
さ
れ
る
「
サ
イ
ト
統
括
」
と
「
Ｉ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
統
括
」
の
連
携
が
難
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
、
責
任
・
所
掌
の
考
え
方
を
明
確
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
責
任
・
所

掌
の
考
え
方
を
明
確
化
し
た
こ
と
か
ら
課
題
を
解
決
し
た
と
評
価
す
る
。

 

②
情
報
共
有
の
高

度
化

 
・
新
シ
ス
テ
ム
を
訓
練
で
運
用
、

課
題
の
抽
出

 
訓
練
に
お
い
て
新
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
９

５
）
を
使
用
し
て
訓
練
を
実
施
し
た
。 

使
用
者
か
ら
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
は
過
去
の
シ
ス
テ
ム
と
異
な
り
、
プ
ラ
ン
ト
情
報
や
支
援
内
容
が
タ

イ
ム
リ
ー
に
確
認
で
き
る
良
い
シ
ス
テ
ム
と
の
声
を
聞
い
た
が
、
内
容
が
投
稿
者
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
入
力
内
容
を
明
確
化
す
る
対
策
を
今
年
度
講
じ
る
（
本
文
第

2項
参
照
）

 

・
IC

S
の
訓
練
施
行
に
よ
る
課
題

の
抽
出
、
対
策
を
実
施

 
20

18
年
度
に
実
施
し
た
高
浜
、
大
飯

訓
練
に
お
い
て
、

IC
S
の
施
行
に
よ

る
課
題
の
整
理
を
実
施
し
た
。

 

IC
S
に
関
す
る
課
題
を
整
理
し
た
結
果
、

CO
P（

共
通
運
用
図
）
に
対
す
る
意
見
が
あ
り
、

CO
P
様
式

の
見
直
し
を
実
施
し
た
。
設
備
の
追
加
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
様
式
を
見
直
す
こ
と
で
、
こ
の
課

題
は
解
決
し
た
と
評
価
す
る
。

 

③
防
災
対
策
の
高

機
能
化

 
・
緊
対
室
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、

訓
練
で
の
検
証
お
よ
び
改
善

 
緊
対
室
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
実
施
し

た
。

 
オ
フ
サ
イ
ト
関
係
の
情
報
を
統
括
す
る
情
報
係
と
住
民
対
応
チ
ー
ム
お
よ
び
総
括
係
と
の
距
離
を
近
く

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
事
業
本
部
の
情
報
の
動
線
の
改
善
に
繋
が
っ
た
と
評
価
す
る
。

 

・
引
継
ぎ
を
ス
コ
ー
プ
し
た
訓
練

を
実
施

 
引
継
ぎ
を
ス
コ
ー
プ
し
た
訓
練
を
実

施
し
た
。

 
引
継
ぎ
書
を
作
成
し
た
要
員
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
引
継
書
に
対
し
て
、

5段
階
評
価
に
対

し
て

4段
階
以
上
の
評
価
が
得
ら
れ
た
た
め
、新

規
に
作
成
し
た
引
継
書
に
課
題
は
な
か
っ
た
と
評
価
す

る
。
今
後
引
継
書
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
反
映
を
実
施
す
る
。

 
④
対
外
対
応
の
充

実
 

・
自
治
体
等
へ
の
要
員
派
遣
増
員

等
を
検
討

 
福
井
県
へ
の
要
員
派
遣
に
つ
い
て
見

直
し
を
実
施
し
た
。

 
過
去
の
自
治
体
訓
練
参
加
の
実
績
か
ら
福
井
県
対
策
本
部
へ
派
遣
す
る
要
員
の
増
員
し
た
。
要
員
を
追
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
外
対
応
の
充
実
が
図
れ
た
と
評
価
す
る
。

 

⑤
4基

発
災
へ
の

対
応
（
高
浜
）

 
今
年
度
実
施
予
定

 
―

 
―
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２
．
新
た
に
抽
出
さ
れ
た
課
題
（

20
19

年
度
訓
練
報
告
書
抜
粋
）

 
20

19
年
度
原
子
力
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
新
た
に
抽
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
表
２
の
と
お
り
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討
を
行
っ
た
。

 
 

表
２
 

20
19

年
度
防
災
訓
練
に
お
け
る
課
題
お
よ
び
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討

 
訓
練
課
題

 
方
針

 
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討

 
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
に
お
け
る
基
本
動
作

の
習
熟

 
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
時
に
「
発
話
す
べ
き
内
容
」、
「
発
話
の
緊
急
性
」、
「
活
用
可
能
な
情
報
共

有
ツ
ー
ル
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
等
、
重
要
度
含
む
）」

に
つ
い
て
、
説
明
す

る
情
報
分
類
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
、
プ
ラ
ン
ト
情
報
、
事
故
収
束
戦
略
、
負
傷
者
情
報
初
動
報
告

他
）
毎
に
具
体
的
に
整
理
し
た
「
説
明
ポ
イ
ン
ト
集
」
を
作
成
し
、
即
応
セ
ン
タ
ー
情

報
チ
ー
ム
等
に
備
え
付
け
る
。

 
即
応
セ
ン
タ
ー
情
報
チ
ー
ム
の
相
互
フ
ォ
ロ
ー
の
体
制
に
つ
い
て
、
役
割
分
担
、
フ
ォ

ロ
ー
の
視
点
を
具
体
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
へ
反
映
す
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ｖ
会
議
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
フ
ォ
ロ
ー
を
含
む
、
要
員
相
互
間
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
向
上
さ
せ
る
。

 

ポ
イ
ン
ト
集
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
要
員
相

互
間
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
訓
練
で
の
実
施
で
有
効
性

が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
期
計
画
へ
の
反
映
を
行
う
。

 
 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
の
見
直
し

 
Ｃ
Ｏ
Ｐ
様
式
に
お
い
て
、
対
外
的
に
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
、
よ

り
正
確
な
記
載
に
改
め
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
に
お
い
て
も
発
話
時
に
留
意
で

き
る
よ
う
誤
解
さ
せ
や
す
い
表
現
に
つ
い
て
良
好
事
例
／
改
善
事
例
集
に
追
記
し
、
要

員
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
を
通
じ
て
改
善
を
図
る
。

 

表
現
等
の
修
正
の
た
め
、
短
期
的
な
課
題
と
整
理
す
る
。

 

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
説
明
の
充
実

 
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
の
汎
用
ト
レ
ン
ド
登
録
リ
ス
ト
等
の
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
で
確
認
可
能
な
パ
ラ
メ
ー
タ

一
覧
を
作
成
し
、
即
応
セ
ン
タ
ー
情
報
チ
ー
ム
内
に
備
え
付
け
る
と
と
も
に
、
当
該
リ

ス
ト
を
用
い
た
確
認
方
法
を
要
員
に
周
知
す
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
会
議
の
書
画
装
置
を
用

い
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
画
面
共
有
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加
え
て
注
意
事

項
（
書
画
装
置
使
用
不
可
、
切
替
に
要
す
る
時
間
等
）
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
画
面
共
有
の
使
用
判
断
を
行
い
や
す
く
す
る
。

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修
正
の
た
め
、
短
期
的
な
課
題
と
整
理
す
る
。

 
 

新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情

報
共
有
事
項
の
見
直
し

 
事
務
局
が
期
待
す
る
記
載
方
法
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
て
入
力
者
に
対
し

て
教
育
し
、
演
習
等
を
通
じ
て
習
熟
を
図
る
。
ま
た
、
今
後
も
演
習
や
訓
練
を
通
じ
て

良
好
事
例
、
改
善
事
例
を
抽
出
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
て
い
く
。

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修
正
で
あ
り
、
短
期
的
な
課
題
と
し
て
整
理
さ
れ
る
が
、

昨
年
度
の
中
期
計
画
に
お
い
て
、
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
実
施
項
目
を
記

載
し
て
お
り
、
そ
の
明
確
化
の
た
め
、
中
期
計
画
へ
記
載
を
追
加
す
る
。
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３
．
そ
の
他
反
映
事
項

 
 
中
期
計
画
へ
反
映
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
見
直
し
等
の
そ
の
他
反
映
事
項
を
表

3の
と
お
り
、
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討
を
行
っ
た
。

 
 

表
３
 
そ
の
他
反
映
事
項
お
よ
び
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討

 
そ
の
他
反
映
事
項

 
中
期
計
画
へ
の
反
映
検
討

 

第
12

回
原
子
力
事
業
者
防
災
訓
練
結
果
報
告
会
説
明
資
料

 
（
参
考
－
１
）

 
Ｎ
Ｒ
Ａ
か
ら
は
過
去
５
年
間
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
情
報
共
有
に
係
る
評
価
の
傾
向
と
し
て
、
評
価
が
低
く
、
数
年
来
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て

い
な
い
と
指
摘
を
受
け
た
。

20
19

年
度
の
課
題
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
去
の
改
善
策
の
振
り
返
り
、
ま
た
あ
る
べ
き
姿
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
分
析
、
検
討
を
行
い
、

20
20

年
度
の
訓
練
に
向
け
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
改
善
に
お
い
て
は
、

原
子
力
事
業
本
部
と
発
電
所
が
一
体
と
な
っ
て
緊
急
時
対
応
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

 
こ
の
た
め
、
中
期
計
画
に
新
た
に
あ
る
べ
き
姿
を
設
定
す
る
。

 
緊
急
時
対
応
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 
（
参
考
－
２
）

 
同
上

 

緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（

EA
L）

の
見
直
し
に
つ
い
て

 
（
参
考
－
３
）

 
20

20
年
度

8月
以
降
よ
り
適
用
と
な
り
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
判
断
す
る
発
電
所
側
の
中
期
計
画
に
反
映
す
る
。

 

特
重
施
設
運
用
開
始
に
向
け
た
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
の
見
直

し
に
つ
い
て

 
（
参
考
－
４
）

 

特
重
施
設
供
用
開
始
に
向
け
た
防
災
対
応
に
つ
い
て
は
、
電
事
連
大
で
調
整
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
社
と
し
て
も
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
事
項
と
判
断
す
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
防
災
訓
練

に
つ
い
て
（
参
考
－
５
）

 
社
会
的
な
情
勢
お
よ
び
当
社
の
方
針
で
あ
る

wi
th

コ
ロ
ナ
の
観
点
か
ら
中
期
計
画
へ
反
映
す
る
。

 

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
者
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て

 
事
業
者
訓
練
に
お
い
て
Ｏ
Ｆ
Ｃ
を
利
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
内
の
関
係
機
関
と
の
連
携
も

必
要
に
な
る
訓
練
の
た
め
、
中
期
計
画
へ
反
映
す
る
。
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原
⼦
⼒
事
業
本
部
本
店
対
策
本
部
の
あ
る
べ
き
姿

「
原

⼦
⼒

防
災

活
動

に
お

け
る

将
来

あ
る

べ
き

姿
」

を
達

成
す

る
た

め
に

原
⼦

⼒
防

災
訓

練
の

中
期

計
画

を
制

定
し

、
達

成
状

況
の

評
価

を
実

施
し

、
定

期
的

に
⾒

直
し

を
図

っ
て

い
く

。

原 子 力 発 電 所 7 基 再 稼 動 に お け る

防 災 対 応 が 適 切 に 実 施 で き る

複
数
サ
イ
ト

発
災
へ
の
対

応

情
報
共
有
の

⾼
度
化

防
災
対
策
の

⾼
機
能
化

対
外
対
応
の

充
実

４
基
発
災
へ
の

対
応
(⾼
浜
)

複
数
の
発
電
所
が
発
災
した
場
合
に
お
い
て
も
、適

切
に
対
応
が
で
き
る

新
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
基
づ
き
情
報
共
有
が
円
滑
に
実
施
で
き
る

運
用
⾯
、設

備
⾯
の
改
善
策
が
定
着
し、
防
災
対
策
を
高
機
能
化
して
い
る

対
外
対
応
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
、適

切
に
対
応
が
で
き
る

高
浜
1〜

4号
機
、４

基
発
災
に
お
い
て
も
、適

切
に
対
応
が
で
き
る

将
来
あ
る
べ
き
姿
【
事
故
制
圧
】

別
添

－
3(
1/
2)

情
報

発
信

の
質

・
量

の
向

上
緊
急
時
対
応
に
お
い
て
、迅

速
か
つ
正
確
に
情
報
を
分
か
りや
す
く発
信
で
き
る

︓
今
年
度
新
た
に
設
定
す
る
事
項
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1

Th
e 
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ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

1-
2．

原
⼦
⼒
事
業
本
部
の
原
⼦
⼒
防
災
訓
練
の
中
期
的
な
取
り組

み
事
項

20
19
年
度

以
前
の
実
績

20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度

あ
る
べ
き
姿

（
達
成
後
）

20
23
年
度

●
緊
急
時
対
応
の
強
化

●
ピア
レ
ビュ
ー
、視

察
の
強
化

緊
急
時
対
応
に
お
い
て
、迅

速
か
つ
正
確
に
情
報
を
分
か

りや
す
く発
信
で
き
る

20
22
年
度
に
お
い
て
達
成

状
況
を
確
認
して
、再
度
設

定
を
⾏
う。

○
⾼
浜
、⼤

飯
の
複
数
発
災
を

想
定
した
訓
練
を
実
施

○
課
題
の
整
理
、対

応
策
の
検

討

複
数
の
発
電
所
が
発
災
した

場
合
に
お
い
て
も
、適
切
に
対

応
が
で
き
る

○
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
お
よ

び
試
⾏

○
新
シ
ス
テ
ム
を
訓
練
で
運
⽤
、

課
題
抽
出

●
課
題
へ
の
対
策
の
実
施

（
情
報
共
有
事
項
の
⾒
直
し）

●
情
報
フロ
ー
図
（
オ
フサ
イト
）

の
作
成

●
情
報
フロ
ー
図
（
オ
フサ
イト
）

の
有
効
性
検
証

新
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に

基
づ
き
情
報
共
有
が
円
滑
に

実
施
で
き
る

○
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
訓
練
試
⾏
に
よ
る
課

題
の
抽
出
、対

策
を
実
施

●
新
規
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
施
⾏

●
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
社
内
ル
ー
ル
へ
の
反

映

○
対
応
能
⼒
向
上
の
た
め
の
緊

対
室
レ
イア
ウト
変
更
案
の
検
討
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
レ
イア
ウト
変
更

○
訓
練
で
の
検
証
お
よ
び
改
善

●
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
盛
り込

ん
だ
訓
練
、課

題
の
整
理

●
事
業
本
部
建
屋
で
の
汚
染
管

理 ●
特
重
施
設
を
考
慮
した
防
災

対
応

●
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
課
題
に
対
す
る
検
討

ー

運
用
⾯
、設
備
⾯
の
改
善
策

が
定
着
し、
防
災
対
策
を
高

機
能
化
して
い
る

○
⻑
期
化
対
応
の
検
討

（
⾷
料
、飲

料
⽔
の
備
蓄
）

○
引
継
ぎ
を
ス
コー
プ
した
訓
練
を

実
施

●
引
継
書
フォ
ー
マ
ット
を
マ
ニ
ュア

ル
へ
の
反
映

ー
ー

○
⾃
治
体
等
へ
の
要
員
派
遣
増

員
等
を
検
討

●
電
源
⾞
の
持
ち
出
し（

発
電

所
外
で
の
利
⽤
）
可
否
の
検
討

●
⼤
規
模
な
停
電
を
想
定
した
厳

しい
状
況
下
で
の
訓
練
を
実
施

●
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
訓
練
を
実
施

（
事
業
者
ブ
ー
ス
、⾃

治
体
との

連
携
）

●
リエ
ゾ
ン
活
動
の
要
求
事
項
の

明
確
化
、教

育
の
充
実

●
美
浜
地
域
の
緊
急
時
対
応
の

検
証
(内
閣
府
主
催
訓
練
へ
参

加
)

●
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
訓
練
を
実
施

（
合
対
協
を
想
定
）

●
美
浜
地
域
の
緊
急
時
対
応
の

課
題
へ
の
対
策
の
実
施

対
外
対
応
の
活
動
を
充
実
さ

せ
て
、適
切
に
対
応
が
で
き
る

ー
●
⾼
浜
発
電
所
1〜

４
号
機
、4

基
発
災
時
の
訓
練
を
実
施
、課

題
の
抽
出

●
課
題
へ
の
対
策
の
実
施

高
浜
1〜
4号
機
、４
基
発

災
に
お
い
て
も
、適
切
に
対
応

が
で
き
る

②
複
数
サ
イト

発
災
へ
の
対
応

⑥
４
基
発
災
へ
の

対
応
(⾼
浜
)

③
情
報
共
有
の

⾼
度
化

取
組
み
項
目

年
度
指
標

⑤
対
外
対
応
の

充
実

④
防
災
対
策
の

⾼
機
能
化

継
続
実
施
※

継
続
実
施

※
当
該
年
度
の
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
対
応
す
る
。

継
続
実
施

①
情
報
発
信
の

質
・量
の
向
上

改
善
策
評
価
お
よ
び
要
員
育
成

緑
⽂
字
︓
訓
練
課
題
お
よ
び
指
標
と
の
分
析
等
に
よ
り
新
た
に
追
加
し
た
実
施
事
項

●
⾃
社
シ
ス
テ
ム
を
使
⽤
し

た
情
報
発
信

継
続
的
な
教
育
資
料
等
の
改
善

継
続
的
な
教
育
資
料
等
の
改
善

●
他
事
業
者
相
互
技
術
協
⼒
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5

ERC
(ERC

OFC )
( ) ( )

1 10 04

2 10 18 ,OFC

3 10 25

4 11 01

5 11 18

6 11 22

7 11 29

8 12 06 ,OFC

9 12 13

10 2 01 24

11 2 01 27 OFC

12 2 01 31 ERC,

13 2 02 07

14 2 02 14

15 2 02 21 ,OFC

16 2 02 28

2 1 24 2 2 14

6

11/22 2/21 10/4 1/24 11/1 1/27 1/24 12/6 2/28 11/18 11/29 2/7 1/31 10/25 10/18 2/14 2/14 12/13

1 A A A A A A A A A A A A A A A A A A

2 A

a
3 .9

A

a
3 .9

A

a
3 .7

A

a
3 .5

B

b
2 .8

A

a
3 .2

A

a
3 .5

B

a
3 .0

A

a
3 .6

B

b
2 .8

B

b
2 .9

B

b
2 .6

B

a
3 .1

B

b
2 .9

B

b
2 .7

B

b
2 .6

B

b
2 .6

B

b
2 .9

a

3 .8

a

3 .9

a

3 .3

a

3 .6

b

2 .8

a

3 .1

a

3 .6

b

2 .9

a

3 .4

b

2 .8

b

2 .9

b

2 .8

b

2 .9

b

2 .7

b

2 .9

b

2 .8

b

2 .8

b

2 .9

a
3 .7

a
3 .7

a
3 .2

a
3 .4

a
3 .1

b
2 .9

a
3 .4

b
2 .8

a
3 .3

b
2 .5

b
2 .7

b
2 .9

b
2 .9

b
2 .6

b
2 .6

b
2 .4

b
2 .4

b
2 .6

A
3 .9

A
3 .5

A
3 .8

A
3 .5

A
3 .4

A
3 .0

A
3 .5

A
3 .6

A
3 .1

A
3 .3

A
3 .2

A
2 .6

A
3 .2

A
3 .1

A
2 .9

A
2 .9

A
2 .9

A
3 .3

A
3 .8

A
3 .5

A
3 .6

A
3 .4

A
3 .3

A
3 .5

A
3 .4

A
3 .3

A
3 .3

A
3 .5

A
3 .4

A
2 .5

A
3 .2

A
3 .2

A
3 .2

A
3 .1

A
3 .1

A
3 .1

A
3 .8

A
3 .8

A
3 .9

A
3 .4

A
3 .5

A
3 .3

A
3 .4

A
2 .8

A
3 .4

A
2 .7

A
2 .8

A
2 .8

A
3 .2

A
2 .4

A
3 .1

A
2 .7

A
2 .7

A
3 .1

A
3 .7

A
3 .5

A
3 .6

A
3 .4

A
3 .6

A
3 .2

A
3 .4

A
3 .4

A
3 .2

A
2 .9

A
3 .2

A
2 .8

A
3 .2

A
2 .5

A
2 .9

A
2 .4

A
2 .4

A
2 .6

A A A A A A B A A A B A B B A C C B

A A A A A A A A A A A A A A A A A A

A A A A A A A A A A A A A A A A A A

A A A A A A A A A A A A (B) A A A A A

A A A A A A A A (C) A A A A A A A A A

A (B) A A A A A A (B) A A A A A A A A A

10 A A A A A A A A (C) A A A A A B A A B

11 A A A A A A A A A A A A A A B A A B
/ 71 .6 /80 65 .8 /75 70 .1 /80 69 .2 /80 67 .5 /80 67 .2 /80 67 .1 /80 66 .8 /80 53 .3 /65 65 .5 /80 64 .0 /80 64 .0 /80 59 .6 /75 62 .3 /80 61 .1 /80 60 .8 /80 60 .8 /80 59 .2 /80

89 .5% 87 .7% 87 .6% 86 .5% 84 .4% 84 .0% 83 .9% 83 .5% 82 .0% 81 .9% 80 .0% 80 .0% 79 .5% 77 .9% 76 .4 % 76 .0% 76 .0% 74 .0 %

2 ,3 :ERC 1 4 11 :A5 B2 .9 C1 .9

3 .03 .5 2 .0 2 .02 .5
A CB

( 2 ,3 )
( 3 ) A C
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緊
急
時
対
応
の
強
化
に
向
け
た

取
り組

み
に
つ
い
て

令
和

２
年

９
月

原
子

力
事

業
本

部

危
機

管
理

グ
ル

ー
プ
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.

１
．

7
/
2
8

事
業

者
防

災
訓

練
報

告
会

で
頂

い
た

評
価

と
ご

意
見

（
山

中
委

員
）
私

も
、

3
サ

イ
ト

と
も

に
非

常
に

評
価

が
低

か
っ

た
こ

と
は

気
に

な
る

。
特

に
、

社
内

で
の

情
報

共
有

の
問

題
や

発
話

の
精

度
の

問
題

な
ど

、
数

年
来

、
あ

ま
り

改
善

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
も

見
え

る
。

か
つ

て
は

、
C

O
P

（
共

通
要

因
図

）
の

統
一

や
、

サ
イ

ト
間

で
対

応
の

方
針

の
統

一
を

図
る

な
ど

、
努

力
は

さ
れ

て
い

た
と

思
う

が
、

情
報

共
有

の
問

題
で

、
抜

本
的

に
何

か
改

善
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

単
に

、
ツ

ー
ル

の
習

熟
度

を
上

げ
る

だ
け

で
改

善
さ

れ
る

の
か

、
ち

ょ
っ

と
心

配
な

と
こ

ろ
も

あ
る

。

（
Ｎ

Ｒ
Ａ

）
関

西
電

力
か

ら
浜

岡
の

例
も

参
考

に
し

て
と

い
う

発
言

も
あ

っ
た

が
、

課
題

を
抽

出
す

る
た

め
に

訓
練

の
録

画
を

見
る

と
い

う
の

は
、

私
も

、
実

施
し

た
こ

と
が

あ
る

が
、

有
効

だ
と

思
う

。
関

電
で

E
R

C
対

応
の

ポ
ス

ト
に

つ
く
方

は
選

ば
れ

た
方

だ
と

思
う

が
、

中
部

の
や

り
方

も
参

考
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
山

中
委

員
）
東

電
、

中
部

、
北

陸
の

3
社

は
、

い
ず

れ
も

訓
練

の
評

価
も

高
い

。
関

西
電

力
も

再
稼

働
し

た
P

W
R

グ
ル

ー
プ

で
協

力
も

で
き

る
と

思
う

の
で

、
是

非
、

参
考

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

指
標

２
の

傾
向

２
０

１
９

年
度

評
価

結
果

一
覧
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２
．

評
価

・
検

討
の

流
れ

（
は

じ
め

に
）

2
0
1
9
年

度
の

防
災

訓
練

に
関

し
て

、
2
0
2
0
年

7
月

に
行

わ
れ

た
第

1
2
回

原
子

力
事

業
者

防
災

訓
練

報
告

会
に

て
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

と
の

情
報

共
有

に
お

い
て

発
話

ミ
ス

や
訂

正
が

多
い

と
の

課
題

を
指

摘
さ

れ
た

。
ま

た
、

高
浜

、
大

飯
に

お
い

て
は

、
過

去
５

年
間

の
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

に
係

る
評

価
の

傾
向

と
し

て
、

Ａ
評

価
が

な
く
、

改
善

の
途

上
で

あ
る

と
の

指
摘

を
受

け
た

。
2
0
1
9
年

度
の

課
題

改
善

に
と

ど
ま

ら
ず

、
過

去
の

改
善

策
の

振
り

返
り

、
ま

た
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

の
分

析
、

検
討

を
行

い
、

2
0
2
0
年

度
の

訓
練

に
向

け
て

改
善

を
図

っ
て

い
く
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

改
善

に
お

い
て

は
、

原
子

力
事

業
本

部
と

発
電

所
が

一
体

と
な

っ
て

緊
急

時
対

応
の

強
化

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

過
去

５
年

間
の

改
善

策
の

振
り

返
り

〇
個

別
の

改
善

策
の

実
施

結
果

が
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
と

の
情

報
共

有
全

体
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
繋

が
ら

な
か

っ
た

の
は

何
故

か
。

〇
抽

出
し

た
課

題
か

ら
改

善
策

の
検

討
に

際
し

て
、

漏
れ

は
な

い
か

。

２
０

１
９

年
度

の
課

題
に

対
す

る
改

善

〇
訓

練
で

の
課

題
に

対
し

て
深

掘
り

し
、

根
本

的
な

原
因

に
対

し
て

対
策

を
講

じ
る

。

〇
あ

る
べ

き
姿

を
具

体
化

し
、

ギ
ャ

ッ
プ

の
分

析
・
検

討
を

踏
ま

え
た

改
善

を
図

る
。

過
去

の
振

り
返

り
を

踏
ま

え
、

情
報

共
有

全
体

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
が

る
対

策
を

講
じ

る
。

（
あ

る
べ

き
姿

）

緊
急

時
対

応
に

お
い

て
、

迅
速

か
つ

正
確

に
情

報
を

分
か

り
や

す
く
発

信
で

き
る

こ
と

。
２

０
２

０
年

度
の

活
動

と
し

て
、

原
子

力
災

害
発

災
時

の
発

電
所

と
事

業
本

部
間

の
円

滑
な

情
報

連
携

を
行

い
、

迅
速

か
つ

正
確

な
情

報
を

分
か

り
や

す
く
関

係
機

関
に

発
信

で
き

る
よ

う
技

術
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

要
員

の
意

識
向

上
を

図
る

。
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（
１

）
過

去
５

年
間

の
訓

練
報

告
書

か
ら

の
分

析

【
主

な
課

題
】

〇
発

電
所

、
原

子
力

事
業

本
部

間
の

情
報

連
携

充
実

〇
情

報
共

有
の

た
め

の
ツ

ー
ル

の
充

実
な

ど

【
改

善
策

】
 

対
外

対
応

専
任

者
の

設
置

（
発

電
所

）
 

Ｐ
Ｓ

ウ
ォ

ッ
チ

ャ
ー

の
設

置
（
原

子
力

事
業

本
部

）
 

電
子

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

設
置

（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ

イ
ク

シ
ス

テ
ム

の
設

置
（
発

電
所

）
 

通
信

回
線

の
充

実
（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

Ｃ
Ｏ

Ｐ
の

導
入

、
様

式
統

一
（
原

子
力

事
業

本
部

、
発

電
所

）
 

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
基

本
動

作
の

定
着

（
原

子
力

事
業

本
部

）
な

ど

３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策

【
分

析
結

果
】

 
課

題
に

対
す

る
改

善
策

は
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

そ
れ

ぞ
れ

個
々

に
実

施
し

て
い

る
 

発
電

所
の

事
故

制
圧

活
動

を
デ

ィ
ス

タ
ー

ブ
さ

せ
な

い
よ

う
に

、
原

子
力

事
業

本
部

に
情

報
を

伝
え

る
取

り
組

み
は

実
施

し
て

い
る

 
一

方
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
者

（
プ

レ
イ

ヤ
ー

の
声

）
を

再
確

認
し

た
結

果
、

発
電

所
か

ら
の

情
報

量
を

強
化

・
統

一
す

る
対

策
に

不
足

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

 
課

題
を

継
続

的
に

改
善

す
る

こ
と

で
、

評
価

が
上

が
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

た

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

に
関

連
す

る
箇

所
抜

粋
）

＜
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

者
（
プ

レ
イ

ヤ
ー

の
声

）
を

分
析

＞

〇
発

電
所

か
ら

の
情

報
量

が
少

な
い

〇
発

電
所

か
ら

ト
リ

ッ
プ

な
ど

の
情

報
は

あ
る

が
、

時
間

情
報

が
な

か
っ

た
り

す
る

〇
発

電
所

か
ら

の
情

報
量

が
多

か
っ

た
り

、
少

な
か

っ
た

り
３

発
電

所
で

も
バ

ラ
つ

き
が

あ
る

な
ど

〇
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
情

報
量

を
強

化
す

る
た

め
の

対
策

を
講

じ
て

い
る

も
の

の
、

発
電

所
か

ら
の

情
報

量
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

改
善

策
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
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３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策

（
２

）
指

標
２

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

情
報

共
有

）
に

係
る

評
価

推
移

か
ら

の
分

析
Ｅ

Ｒ
Ｃ

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

は
、

即
応

セ
ン

タ
ー

に
て

対
応

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
全

発
電

所
連

続
し

た
評

価
推

移
か

ら
分

析
。

２
０

１
５

２
０

１
６

２
０

１
７

２
０

１
８

２
０

１
９

高
浜 Ｃ

美
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

高
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

美
浜 Ｂ

高
浜

＆
大

飯

Ｂ

美
浜 Ｂ

高
浜

＆
大

飯

Ｃ

美
浜 Ａ

高
浜

＆
大

飯
（
Ａ

）

（
再

訓
練

）

美
浜 Ｂ

大
飯 Ｂ

高
浜 Ｂ

Ｃ
評

価
の

主
要

因

・
休

日
昼

間
想

定
で

、
当

番
者

の
み

で
初

動
対

応
し

た
結

果
、

要
員

参
集

ま
で

の
間

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
情

報
発

信
が

で
き

な
か

っ
た

。
（
対

策
）

・
要

員
参

集
時

、
半

数
が

社
員

寮
に

残
り

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
電

話
に

て
状

況
説

明
す

る
こ

と
を

ル
ー

ル
化

Ｃ
評

価
の

主
要

因

・
複

数
サ

イ
ト

で
の

４
基

同
時

発
災

に
よ

り
、

情
報

が
輻

輳
化

し
、

発
話

待
ち

の
情

報
伝

達
の

遅
れ

、
Ｃ

Ｏ
Ｐ

古
新

聞
化

に
よ

る
説

明
時

の
分

か
り

難
さ

が
あ

っ
た

。
（
対

策
）

・
重

要
度

に
応

じ
た

情
報

発
信

順
序

の
ル

ー
ル

化
・
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
最

新
化

（
手

書
き

更
新

）
＆

補
助

者
増

員

【
分

析
結

果
】

 
過

去
５

年
の

評
価

推
移

か
ら

「
Ｂ

評
価

」
が

ベ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
。

 
「
Ｃ

評
価

」
と

な
っ

た
際

の
課

題
に

つ
い

て
は

確
実

に
対

策
を

講
じ

、
そ

の
後

の
各

訓
練

で
の

個
別

課
題

に
つ

い
て

も
対

策
を

進
め

た
結

果
、

２
０

１
８

年
度

に
は

改
善

策
の

効
果

と
し

て
「
Ａ

評
価

」
を

得
て

い
る

。

 
こ

れ
は

、
過

去
訓

練
で

抽
出

し
た

課
題

の
改

善
を

図
っ

た
こ

と
に

加
え

、
説

明
者

個
人

が
習

熟
に

努
め

た
結

果
、

一
旦

は
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

で
の

良
好

な
評

価
結

果
を

得
た

も
の

で
あ

っ
た

。

 
一

方
、

２
０

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
交

代
に

伴
い

、
Ｂ

評
価

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。

 
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
育

成
状

況
を

確
認

し
た

結
果

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
の

個
人

勉
強

会
に

特
化

し
て

お
り

、
個

人
の

習
熟

に
依

存
し

て
い

た
。

こ
の

た
め

、
説

明
者

が
交

代
し

た
場

合
は

「
Ｂ

評
価

」
相

当
の

仕
組

み
し

か
構

築
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

↑ 〇
人

事
異

動
に

伴
う

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
交

代
あ

り

〇
説

明
者

の
交

代
も

見
据

え
、

個
人

勉
強

会
の

み
に

よ
る

個
人

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
継

続
し

た
育

成
が

必
要

。
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（
３

）
ま

と
め

【
原

因
①

】

 
抽

出
し

た
課

題
に

つ
い

て
は

、
改

善
策

を
講

じ
て

い
た

が
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

個
々

に
改

善
策

を
講

じ
る

こ
と

で
評

価

が
上

が
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

た
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
、

情
報

連
携

強
化

対
策

ま
で

は
講

じ
て

い
な

か
っ

た
。

【
原

因
②

】

 
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
へ

の
個

人
勉

強
会

実
施

に
よ

り
、

習
熟

が
可

能
と

考
え

て
い

た
。

 
説

明
者

交
代

に
備

え
た

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
育

成
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

。

【
対

策
】

Ｅ
Ｒ

Ｃ
情

報
共

有
に

つ
い

て
、

以
下

の
対

策
を

講
じ

る
。

 
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
情

報
連

携
に

特
化

し
た

対
策

を
講

じ
る

。

 
勉

強
会

に
よ

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

個
々

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
た

め
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

情
報

連
携

お
よ

び
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

に
係

る
自

主
訓

練
を

実
施

し
、

継
続

し
た

要
員

育
成

に
取

り
組

む
。

３
．

過
去

５
年

の
防

災
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
原

因
分

析
お

よ
び

対
策
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課
題

（
Ｎ

Ｒ
Ａ

評
価

指
標

に
基

づ
く
評

価
結

果
よ

り
抜

粋
）

原
因

の
類

型
化

指 標 ２

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班 と の 情 報 共 有

・
発

生
時

間
が

頻
繁

に
訂

正
さ

れ
る

（
美

浜
・

高
浜

・
大

飯
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
直

接
連

絡
ル

ー
ト

な
し

）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
説

明
す

べ
き

事
項

が
一

部
不

明
確

・
重

要
な

機
器

や
施

設
の

状
況

の
説

明
が

抜
け

て
い

る
こ

と
が

あ
っ

た
（
高

浜
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

・
起

こ
っ

た
こ

と
を

受
け

て
戦

略
が

ど
う

な
っ

て
い

く
の

か
、

今
後

の
対

応
が

ど
う

な
っ

て
い

く
の

か
の

説
明

が
な

い
（
高

浜
）
、

ま
た

は
少

な
い

（
大

飯
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

③
焦

り
、

繁
忙

に
よ

る
E
R

C
説

明
者

（
メ

イ
ン

説
明

者
一

人
で

実
施

）
の

、
説

明
も

れ

・
S

E
や

G
E
の

発
動

予
測

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
が

不
足

し
て

い
た

（
美

浜
）

①
発

電
所

と
の

情
報

連
携

不
足

（
何

が
必

要
か

一
部

不
明

確
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

指 標 ３

情 報 共 有 ツ ー ル の 活 用

・
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

の
指

摘
を

受
け

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

を
把

握
す

る
よ

う
な

状
況

で
あ

っ
た

（
美

浜
）

④
繁

忙
に

よ
る

パ
ラ

メ
ー

タ
監

視
不

良

・
発

災
当

初
、

C
O

P
を

使
用

し
な

か
っ

た
た

め
、

E
R

C
へ

の
説

明
が

十
分

で
な

か
っ

た
（
美

浜
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

・
備

え
付

け
資

料
の

系
統

図
な

ど
を

用
い

て
具

体
的

な
系

統
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
説

明
し

て
も

ら
い

た
い

（
高

浜
）

⑤
焦

り
、

繁
忙

に
よ

る
E
R

C
説

明
者

の
ツ

ー
ル

活
用

も
れ

・
C

O
P

2
を

使
っ

て
説

明
を

し
て

い
た

が
、

C
O

P
3
、

4
も

活
用

し
て

説
明

し
て

も
ら

い
た

い
（
大

飯
）

②
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

説
明

す
べ

き
事

項
が

一
部

不
明

確

原
因

対
策

① ② ③ ⑤

改
善

ポ
イ

ン
ト

１

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

（
情

報
発

信
の

ポ
イ

ン
ト

集
の

作
成

）

必
要

な
情

報
を

「
型

」
と

し
て

定
型

化
（
説

明
ポ

イ
ン

ト
集

作
成

）
し

、

社
内

の
情

報
発

信
元

（
発

電
所

）
、

情
報

伝
達

者
（
原

子
力

事
業

本

部
）
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

の
説

明
者

（
原

子
力

事
業

本
部

）
が

共
有

す
る

。

③ ④ ⑤

改
善

ポ
イ

ン
ト

２

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

の
負

担
軽

減
（
役

割
分

担
の

見
直

し
）

こ
れ

ま
で

メ
イ

ン
説

明
者

が
一

括
で

説
明

を
行

っ
て

き
た

が
、

情

報
毎

に
説

明
者

を
分

担
し

、
説

明
者

の
負

担
・
焦

り
を

軽
減

す
る

。

①
改

善
ポ

イ
ン

ト
３

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
チ

ー
ム

（
原

子
力

事
業

本
部

）

～
発

電
所

間
の

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

構
築

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

入
手

す
る

手
段

と
し

て
発

電
所

へ
直

接
、

問
い

合
わ

せ
を

行
え

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

設
け

る
。

②
備

え
付

け
資

料
（
EA

L判
断

フ
ロ

ー
）
の

活
用

EA
Lの

判
断

理
由

に
つ

い
て

、
従

前
の

口
頭

説
明

の
み

で
な

く
、

視
覚

的
に

分
か

り
や

す
く
説

明
で

き
る

よ
う

フ
ロ

ー
図

を
作

成
・
活

用
す

る
。

（
２

０
１

９
年

度
高

浜
訓

練
か

ら
使

用
、

本
年

度
は

他
サ

イ

ト
展

開
）

２ ０ ２ ０ 年 度 改 善 策

４
．

２
０

１
９

年
度

訓
練

で
の

課
題

に
対

す
る

原
因

分
析

・
対

策
検

討

（
１

）
課

題
に

対
す

る
根

本
的

な
原

因
を

分
析

・
対

策
検

討

具
体

化
し

た
あ

る
べ

き
姿

「
迅

速
、

正
確

、
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
」
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
に

よ
り

、
課

題
・
原

因
を

分
析

・
・
・
次

項
（
２

）
参

照
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Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
等

を
活

用
し

た
説

明
の

分
か

り
や

す
さ

→
ギ

ャ
ッ

プ
あ

り
(原

因
⑤

）

プ ラ ン ト 事 象

Ｅ
Ａ

Ｌ
【判

断
】

戦
略

【決
定

】

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

・
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

【発
行

】

電
子

Ｗ
Ｂ

＋
発

話

情
報

の
伝

達
：早

い
情

報
の

量
：
少

な
い

（
ユ

ニ
ッ

ト
指

揮
者

等
）

（
対

外
対

応
専

任
者

）

Ｅ
Ａ

Ｌ
【推

定
】

戦
略

【推
定

】

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
等

）

＋
発

話
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集

プ
ラ

ン
ト

事
象

速
報

、
Ｅ

Ａ
Ｌ

推
定

、
戦

略
推

定

＋
発

話
Ｃ

Ｏ
Ｐ

＋
手

書
き

プ
ラ

ン
ト

事
象

実
績

、
Ｅ

Ａ
Ｌ

速
報

、
戦

略
速

報

＋
発

話
Ｃ

Ｏ
Ｐ

俯
瞰

し
た

情
報

Ｅ Ｒ Ｃ

プ ラ ン ト 班

４
．

２
０

１
９

年
度

訓
練

で
の

課
題

に
対

す
る

原
因

分
析

・
対

策
検

討

（分
か

り
や

す
さ

向
上

の
た

め
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
か

ら
適

切
な

資
料

を
抽

出

・
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
次

回
更

新
ま

で
の

間
の

手
書

き
更

新

Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
集 ・手

順
フ

ロ
ー

図
・
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
図

・系
統

概
要

図
等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
＋

手
書

き

受
け

手
側

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
発

話
内

容
（
情

報
量

、
早

さ
）

→
ギ

ャ
ッ

プ
あ

り
（
原

因
①

②
）
Ｐ

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
フ

ロ
ー

の
活

用
→

２
０

１
９

改
善

（高
浜

済
）

重
要

度
に

応
じ

た
情

報
発

信
順

序
→

２
０

１
９

改
善

済

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

等
の

監
視

に
よ

る
速

や
か

な
プ

ラ
ン

ト
状

況
把

握
→

ギ
ャ

ッ
プ

あ
り

（
原

因
②

④
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
の

最
新

化
（手

書
き

更
新

）
→

２
０

１
９

改
善

済

受
け

手
側

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
発

話
内

容
（
情

報
量

、
早

さ
、

分
か

り
や

す
さ

）
→

ギ
ャ

ッ
プ

あ
り

（
原

因
①

②
③

）

発
電

所
対

策
本

部
即

応
セ

ン
タ

ー
／

本
店

対
策

本
部

（
あ

る
べ

き
姿

に
対

し
て

、
改

善
す

べ
き

事
項

）

情
報

の
伝

達
：遅

い
情

報
の

量
：
多

い

（
２

）
具

体
化

し
た

あ
る

べ
き

姿
「
迅

速
、

正
確

、
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
」
と

の
ギ

ャ
ッ

プ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
備

付
資

料
集

適
正

頻
度

で
の

Ｃ
Ｏ

Ｐ
発

行
→

２
０

１
９

改
善

済
必

要
な

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

充
実

→
２

０
１

８
改

善
済

：初
動

対
応

に
お

い
て

重
要

な
情

報
の

流
れ

（
あ

る
べ

き
姿

に
対

す
る

過
去

の
改

善
事

項
）
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５
．

評
価

・
検

討
の

ま
と

め
（
概

要
）

改
善

策
を

踏
ま

え
た

育
成

（
４

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

育
成

（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）
～

他
電

力
か

ら
の

学
ぶ

姿
勢

の
向

上
～

過
去

５
年

間
の

改
善

策
の

振
り

返
り

Ｅ
Ｒ

Ｃ
情

報
共

有
に

つ
い

て
、

以
下

の
対

策
を

講

じ
る

。

 
発

電
所

と
原

子
力

事
業

本
部

が
一

体
と

な
っ

た
情

報
連

携
に

特
化

し
た

対
策

を
講

じ
る

 
勉

強
会

に
よ

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

個
々

の
習

熟
に

依
存

し
な

い
た

め
、

発
電

所
と

原
子

力
事

業
本

部
が

一
体

と
な

っ
た

情
報

連
携

お
よ

び
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

に
係

る
自

主
訓

練
を

実
施

し
、

継
続

し
た

要
員

育
成

に
取

り
組

む

２
０

１
９

年
度

の
課

題
に

対
す

る
改

善

（
１

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
説

明
に

必
要

な
情

報
内

容
の

定
型

化
（
情

報
発

信
の

ポ
イ

ン
ト

集
の

作
成

）
（
２

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

負
担

軽
減

（
役

割
分

担
の

見
直

し
）

（
３

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

チ
ー

ム
（
原

子
力

事
業

本
部

）
～

発
電

所
間

の
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
構

築

〇
「
過

去
５

年
間

の
改

善
策

の
振

り
返

り
」
お

よ
び

「
２

０
１

９
年

度
改

題
に

対
す

る
改

善
」
を

評
価

・
検

討
し

、
双

方
の

対
策

を
踏

ま
え

、
次

の
改

善
策

お
よ

び
育

成
を

行
っ

て
い

く
。

具
体

化
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６
．

対
策

（
１

）
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

Ｅ
Ａ

Ｌ
の

説
明

［緊
急

情
報

］
発

話
時

期
：
Ｅ

Ａ
Ｌ

発
生

の
都

度
（
カ

ッ
ト

イ
ン

）

①
号

機
②

Ｅ
Ａ

Ｌ
該

当
番

号
③

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
時

間
（防

災
管

理
者

判
断

）
ま

た
は

④
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

時
間

（見
込

み
時

間
・未

確
定

）
ま

た
は

⑤
Ｅ

Ａ
Ｌ

に
至

る
蓋

然
性

（
タ

イ
マ

ー
開

始
）

⑤
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

理
由

（注
意

事
項

）

・③
は

、
防

災
管

理
者

の
判

断
実

績
の

連
絡

が
来

る
ま

で
の

間
に

即
応

Ｃ
情

報
チ

ー
ム

内
で

プ
ラ

ン
ト

情
報

を
踏

ま
え

て
「
Ｅ

Ａ
Ｌ

に
該

当
す

る
と

見
込

ま
れ

る
」情

報
で

あ
り

、
未

確
定

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

そ
の

点
を

明
確

に
発

話
す

る
。

・④
の

判
断

理
由

説
明

の
際

、
可

能
な

限
り

「
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
（備

付
資

料
集

）」
を

活
用

す
る

。
・以

下
の

場
合

、
緊

急
情

報
と

し
て

取
り

扱
わ

な
い

。
 

Ａ
Ｌ

情
報

（略
）

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
の

説
明

発
話

時
期

：
プ

ラ
ン

ト
状

況
変

化
の

都
度

①
号

機
②

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
状

況
③

時
刻

④
事

故
収

束
戦

略
へ

の
影

響

（注
意

事
項

）

・発
災

初
期

は
、

ま
ず

事
象

全
体

を
Ｅ

Ｒ
Ｃ

に
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

」
の

発
行

を
待

た
ず

に
、

「
ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
」
に

主
要

プ
ラ

ン
ト

状
況

を
記

載
し

、
書

画
装

置
を

用
い

て
視

覚
的

な
情

報
も

含
め

て
説

明
す

る
。

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｅ
Ａ

Ｌ
判

断
フ

ロ
ー

［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
様

式
［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

ｃ
．

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

（書
画

装
置

経
由

）
ｄ
．

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

（書
画

装
置

経
由

）

事
故

・
収

束
対

応
戦

略
の

説
明

［緊
急

情
報

］
発

話
時

期
：重

大
局

面
（
10

条
、
15

条
、

炉
心

損
傷

等
）
の

都
度

①
号

機
②

現
状

で
の

炉
心

冷
却

の
有

無
③

炉
心

冷
却

手
段

（
1の

矢
、
2の

矢
）

④
上

記
③

の
1の

矢
の

理
由

⑤
上

記
③

は
、

何
の

復
旧

を
待

っ
て

い
る

か
。

⑥
上

記
⑤

の
復

旧
時

期
の

目
途

⑦
炉

心
損

傷
時

期
、

Ｓ
Ｇ

ド
ラ

イ
ア

ウ
ト

時
期

⑧
現

状
で

の
Ｃ

Ｖ
冷

却
・減

圧
の

有
無

、
必

要
性

⑨
Ｃ

Ｖ
冷

却
・減

圧
手

段
（
1の

矢
、
2の

矢
）

⑩
上

記
⑨

の
1の

矢
の

理
由 （略

）

（注
意

事
項

）
・以

下
の

場
合

、
緊

急
情

報
と

し
て

取
り

扱
わ

な
い

。
 
2の

矢
以

降
の

対
応

手
順

に
係

る
事

項

（説
明

時
に

使
用

可
能

な
ツ

ー
ル

）
ａ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
４

←
戦

略
決

定
に

あ
た

っ
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

態
ｂ
．

Ｃ
Ｏ

Ｐ
２

←
事

故
収

束
対

応
戦

略
ｂ
．

事
故

対
応

手
順

フ
ロ

ー
［
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

集
］

・戦
略

の
進

捗
情

報
・負

傷
者

情
報

・炉
心

損
傷

判
断

等

発
電

所
各

班

発
電

所

対
外

対
応

専
任

者

即
応

Ｃ

Ｐ
Ｓ

ウ
ォ

ッ
チ

ャ
ー

即
応

Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
即

応
Ｃ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｔ

Ｖ
会

議

発
話

す
べ

き
情

報
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

「
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
の

頭
の

整
理

」
に

活
用

し
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
の

分
か

り
や

す
さ

を
向

上
さ

せ
る

。

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

が
求

め
る

情
報

を
整

理
す

る
こ

と
で

、
「情

報
発

信
者

（発
電

所
）
、

情
報

伝
達

者
（
Ｐ

Ｓ
ウ

ォ
ッ

チ
ャ

ー
等

）が
必

要
情

報
の

認
識

統
一

」
を

行
い

、
情

報
の

充
実

を
行

う
。

ポ
イ

ン
ト

を
意

識
し

た
発

話

ポ
イ

ン
ト

を
意

識
し

た
情

報
メ

モ
化

※
１

必
要

な
情

報
を

追
加

※
２

入
手

す
る

情
報

の
増

加

説
明

時
を

分
か

り
や

す
さ

向
上

電
話

会
議

※
１

本
部

内
音

声

時
系

列

電
子

W
B

※
１

：電
話

会
議

の
音

声
は

、
TV

会
議

で
の

対
外

対
応

専
任

者
の

発
話

予
定

情
報

と

し
て

事
前

把
握

用
で

あ
り

、
単

体
で

の
メ

モ
化

は
原

則
避

け
る

。
（断

片
的

な
情

報
を

回
避

）
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
即

応
Ｃ

Ｑ
Ａ

担
当

発
電

所
発

電
班

※
２

：
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
等

か
ら

の
必

要
な

情
報

の
追

加
の

他
、

即
応

性
が

必
要

な
情

報
の

確
認

に
つ

い
て

発
電

所
へ

直
接

確
認

を
行

う
。

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

設
置

）
電

話
（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）

（又
は

対
外

対
応

専
任

者
補

佐
（調

整
中

））

口
頭

○
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
必

要
な

情
報

内
容

の
定

型
化

（情
報

発
信

の
ポ

イ
ン

ト
集

の
作

成
）

必
要

な
情

報
を

「
型

」
と

し
て

定
型

化
（
説

明
ポ

イ
ン

ト
集

作
成

）
し

、
社

内
の

情
報

発
信

元
（
発

電
所

対
策

本
部

）
、

情
報

伝
達

者
お

よ
び

E
R

C
へ

の
説

明
者

（
即

応
セ

ン
タ

ー
／

本
店

対
策

本
部

）
そ

れ
ぞ

れ
が

共
有

す
る

。
ポ

イ
ン

ト
集

の
活

用
に

よ
り

、
必

要
な

情
報

を
断

片
的

で
な

く
、

塊
と

し
て

定
型

化
し

た
情

報
発

信
（
現

時
点

で
不

足
す

る
情

報
は

追
っ

て
報

告
す

る
旨

を
含

め
）
、

不
足

す
る

情
報

の
追

加
、

E
R

C
へ

の
説

明
時

の
分

か
り

や
す

さ
を

向
上

さ
せ

る
。
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○
E
R

C
説

明
者

の
負

担
軽

減
（役

割
分

担
の

見
直

し
）

こ
れ

ま
で

メ
イ

ン
説

明
者

が
一

括
で

説
明

を
行

っ
て

き
た

が
、

情
報

毎
に

説
明

者
を

分
担

し
、

説
明

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
。

加
え

て
、

新
た

に
発

話
を

サ
ポ

ー
ト

（
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
確

認
）
す

る
全

体
統

括
を

配
置

す
る

。

６
．

対
策

（
２

）
E
R

C
説

明
者

の
負

担
軽

減

（
役

割
分

担
例

）

大
飯

対
外

対
応

専
任

者
Ｔ

Ｖ
会

議
Ｐ

Ｓ
ｳ

ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

大
飯

本
部

内
音

声
電

話
会

議

音 声 ミ キ サ ー （ 調 整 可 ）

室 内 音 声

即
応

Ｃ
Ａ

部
屋

・ 確 定 情 報 ・ 不 確 定 情 報 （ 速 報 ）

即
応

Ｃ
情

報
係

・
通

報
票

・
オ

フ
サ

イ
ト

情
報

等

Ｃ
Ｏ

Ｐ
、

リ
エ

ゾ
ン

対
応

者
大

飯
対

策
本

部
サ

ー
バ

登
録

・ Ｃ Ｏ Ｐ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

①

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ

係

・ Ｗ Ｂ 板 書

・ 情 報 連 携

漏 れ チ ェ ッ ク

Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班

チ
ー

ム
長

（
部

長
）

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

の
全

体
を

監
視

し
、

必
要

な
監

督
・
フ

ォ
ロ

ー
（
２

人
同

時
に

席
を

外
さ

な
い

）Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
全

体
統

括
（
部

長
）

大
飯

対
策

本
部

電 子WB

（
板

書
後

）

即
応

Ｃ
ＩＣ

補
佐

Ｐ
Ｓ

ｳ
ｫ
ﾁ
ｬ
ｰ

情
報

メ
モ

Ａ

情 報
メ モ

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
②

Ｅ
Ｒ

Ｃ
説

明
者

③

メ
モ

３

・ 確 定 情 報 の メ モ 化

メ
モ

Ａ

メ
モ

３

メ
モ

１
，

２

要
員

担
当
内
容

ER
C説

明
全
体
総
括

○
ER
C全

体
説
明
総
括

○
発
話
サ
ポ
ー
ト

←
新
規

ER
C説

明
者
①

○
プ
ラン
ト状

況
説
明

○
CO
P説

明
（
系
統
状
況
CO
P3

、設
備
状
況
CO
P4
）

ER
C説

明
者
②

○
ER
SS
・S
PD
S監

視
○
CO
P説

明
←
分
担
変
更

（
事
故
収
束
対
応
戦
略

CO
P2
）

ER
C説

明
者
③

〇
EA
L説
明

←
分
担
変
更

（
予
想
され

る
EA
L含
む
）

〇
CO
P⼿

書
き
更
新

〇
ER
C質

問
対
応

←
分
担
変
更
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○
発

電
所

対
策

本
部

～
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

間
の

情
報

連
携

の
強

化
（ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
設

置
）

発
電

所
の

対
外

対
応

専
任

者
か

ら
の

発
話

情
報

の
不

足
事

項
等

を
補

う
も

の
と

し
て

、
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

（
原

子
力

事
業

本
部

）
～

発
電

所
間

の
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
構

築
し

、
不

足
す

る
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
入

手
す

る
手

段
と

し
て

発
電

所
へ

直
接

、
問

い
合

わ
せ

を
行

え
る

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

を
設

け
る

。

６
．

対
策

（
３

）
発

電
所

対
策

本
部

～
E
R

C
対

応
チ

ー
ム

間
の

情
報

伝
達

ル
ー

ト
の

充
実

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

対
策

本
部

（
若

狭
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ

会
話

時
マ

イ
ク

Ｏ
Ｎ

国
Ｔ
Ｖ

会
議

書
画

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

情
報

共
有

官
邸

P
S

ｳ
ｫ
ｯ
ﾁ
ｬ
ｰ

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

訓
練

模
擬

デ
ー

タ

Ｍ
９

５

発
電

所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

-
Ｗ

ｅ
ｂ
訓

練
模

擬
デ

ー
タ

E
R

S
S

S
P

D
S
-
W

e
b

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

本
店

（
中

之
島

）

情
報

管
理

（
連

絡
窓

口
）

リ
エ

ゾ
ン

①
質

問
（
口

頭
（
T

V
会

議
））

⑬
回

答
（
T
V

会
議

、
Q

A
メ

モ
（
書

画
）
）

（
D

B
印

刷
）

④
回

答
作

成
依

頼
（
電

話
）

関
係

班

⑥
必

要
に

応
じ

て
回

答
照

会
（
口

頭
（電

話
））

①
質

問
（口

頭
）

発
電

班

保
修

班

安
全

管
理

班

放
射

線
管

理
班

広
報

班

総
務

班

情
報

班

広
報

班
（
広

報
係

）

住
民

対
応

チ
ー

ム
他

現
地

支
援

チ
ー

ム

③
口

頭

E
R

C
説

明
者

/
情

報
管

理

共
通

班
（
各

係
）

原
子

力
設

備
班

（
各

係
）

⑪
回

答
連

絡
（
電

話
）

⑤
回

答
作

成
依

頼
（
口

頭
（電

話
））

⑩
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑧
回

答
連

絡
（口

頭
（
電

話
））

⑨
所

管
の

班
・係

Ｄ
Ｂ

に
回

答
入

力

原
子

力
設

備
班

（情
報

係
）

国
Ｔ

Ｖ
会

議
（
本

店
即

応
セ

ン
タ

ー
Ｂ

）

②
情

報
、

D
B

入
力

⑭
口

頭
（
電

話
、

Q
A

メ
モ

）
⑮

回
答

（
口

頭
（
Q

A
メ

モ
）

②
Ｑ

Ａ
の

D
B

入
力

連
絡

（
口

頭
）

⑦
回

答
作

成
（Ｄ

Ｂ
入

力
）

⑫
Ｑ

Ａ
メ

モ
（
D

B
印

刷
）

マ
イ

ク
常

時
Ｏ

Ｎ

③
Q

A
の

D
B

入
力

【
即

応
セ

ン
タ

ー
情

報
チ

ー
ム

】

Ｍ
９

５

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

改
善

事
項

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置

Q
A

対
応

者
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○
E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

（
模

擬
）と

の
反

復
訓

練
の

実
施

（
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
理

解
促

進
）

社
内

の
E
R

C
説

明
経

験
者

、
訓

練
事

務
局

等
が

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

役
（
講

師
役

）と
し

て
参

加
し

、
本

番
さ

な
が

ら
の

訓
練

（
E
R

C
説

明
）を

実
施

し
、

発
話

ポ
イ

ン
ト

集
に

基
づ

く
発

話
の

習
熟

お
よ

び
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
改

善
を

図
る

。
発

電
所

と
の

訓
練

を
通

し
て

、
E
R

C
へ

の
発

信
情

報
（発

話
ポ

イ
ン

ト
）
を

共
有

す
る

。
ま

た
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

役
に

は
、

育
成

対
象

と
な

る
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
自

身
も

入
り

、
受

け
手

側
視

点
で

の
発

信
情

報
の

気
づ

き
を

得
る

。

【
目

標
】

事
業

本
部

内
の

自
主

訓
練

（過
去

シ
ナ

リ
オ

等
に

よ
る

訓
練

）
４

回
以

上
/
半

期
発

電
所

と
の

連
携

訓
練

（過
去

シ
ナ

リ
オ

等
に

よ
る

訓
練

）
３

回
以

上
/
年

○
E
R

C
対

応
に

お
け

る
良

好
事

例
等

の
ビ

デ
オ

教
材

化
こ

れ
ま

で
の

良
好

事
例

等
を

ビ
デ

オ
教

材
化

す
る

と
と

も
に

、
E
R

C
説

明
候

補
者

を
対

象
に

定
期

的
に

視
聴

を
慫

慂
す

る
。

（
1
か

月
に

1回
程

度
、

視
聴

後
、

気
づ

き
事

項
等

を
報

告
）

ま
た

、
発

電
所

の
対

外
情

報
専

任
者

お
よ

び
訓

練
事

務
局

に
お

い
て

も
視

聴
を

慫
慂

し
、

E
R

C
対

応
の

状
況

を
確

認
。

○
E
R

C
説

明
者

の
意

識
付

け
（
意

識
向

上
）

他
事

業
者

の
防

災
訓

練
（他

事
業

者
E
R

C
対

応
、

E
R

C
内

活
動

）の
視

察
を

積
極

的
に

実
施

し
、

E
R

C
説

明
者

、
発

電
所

対
外

対
応

専
任

者
（事

業
本

部
・発

電
所

訓
練

事
務

局
も

含
む

）
の

意
識

向
上

を
図

る
。

⇒
E
R

C
対

応
要

領
の

確
認

、
他

事
業

者
の

良
好

事
項

の
確

認
、

E
R

C
視

点
の

確
認

６
．

対
策

（
４

）
E
R

C
対

応
者

の
育

成
（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）

E
R

C
対

応
者

の
育

成
（
発

電
所

と
一

体
と

な
っ

た
ス

キ
ル

向
上

）
～

他
電

力
か

ら
の

学
ぶ

姿
勢

の
向

上
～
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①
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

ま
で

に
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
（
模

擬
）
と

の
反

復
訓

練
を

実
施

②
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

以
降

に
お

い
て

効
果

の
確

認
・
改

善
を

実
施

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
(2
02

0年
度

)

▽
(1
0/
16

)大
飯

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

▽
(1
2/
4)

美
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練
▽

(2
/2
6)

高
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

（
１

）
検

証
計

画 E
R

C
対

応
反

復
訓

練

効
果

の
確

認
・
改

善

効
果

の
確

認
・
改

善

（
２

）
確

認
方

法

○
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

に
参

加
し

た
Ｅ

Ｒ
Ｃ

説
明

者
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
役

割
分

担
に

関
す

る
評

価
を

行
う

。

○
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
説

明
が

行
え

て
い

た
か

を
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

り
、

評
価

を
行

う
。

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
（
案

）
・
役

割
分

担
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
⇒

役
割

分
担

の
見

直
し

・
負

担
軽

減
へ

の
寄

与
に

対
す

る
評

価
⇒

各
説

明
者

の
分

担
を

見
直

し

・
説

明
が

行
え

な
か

っ
た

点
に

つ
い

て
、

次
回

訓
練

ま
で

重
点

的
に

教
育

を
実

施

７
．

検
証

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

▼
発

電
所

と
の

連
携

訓
練

（
8/
11

）
・
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

の
実

効
性

を
検

証

▼
～

勉
強

会
×

５
回

程
度

～
▽

（
8/
28

、
8/
31

、
9/
8、

、
、

）
・
発

話
ポ

イ
ン

ト
集

に
基

づ
く
発

話
、

資
料

活
用

に
つ

い
て

習
熟

▽
訓

練
中

期
計

画
の

作
成

・
あ

る
べ

き
姿

を
設

定
・
反

復
訓

練
に

よ
る

要
員

育
成
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1
9
年

度
原

子
力
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災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

1
/
3）
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(参
考

)2
0
1
9
年

度
原

子
力

防
災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

2
/
3）

指
標
２
︓
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラン
ト班

との
情
報
共
有
（
過
去
５
年
間
（
平
成
27
〜
令
和
元
年
度
）
の
傾
向
）

〇
改
善
の
取
り組

み
に
よ
り、
改
善
が
定
着
して
い
る
社
と、
途
上
の
社
が
あ
る
。

※
平
成
27
〜
令
和
元
年
度
で
評
価
指
標
を
⾒
直
して
い
る
た
め
単
純
⽐
較
は
で
き
な
い
が
、継

続
して
A評

価
の
社
あ
り

〇
今
後
も
継
続
して
改
善
の
定
着
状
況
を
確
認
して
い
く
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考
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0
1
9
年

度
原

子
力

防
災

訓
練

の
N

R
A

評
価

（
N

R
A

資
料

抜
粋

3
/
3）
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2 0 2 0 年 5 月  日 

危機管理グループ 

 

緊急時活動レベル（ＥＡＬ）の見直しについて 

 

○概 要 

原子力災害対策指針、原子力規制委員会規則等（原災法に基づき原子力防災管理者が通報す

べき事象等に関する規則、緊急事態区分を判断する基準等の解説）の改正等を踏まえ、原子

力事業者防災業務計画に記載している「EAL を判断する基準の解釈」の見直しを実施する。 
 

○主な EAL 修正内容（ＰＷＲ） 

EAL 番号 課  題 見直し内容 

EAL11 

原子炉トリップ信号の片系だけの動作

が一定時間経過した場合にALを判断する

ことになっているが、原子炉停止が発生

した場合に ATWS となれば、AL よりも先に

GE を判断する場合がある。 

（AL11） 

・中央制御室からの制御棒挿入操作が失

敗した場合を AL判断に加える。 

（GE11） 

・全ての停止操作失敗（AL の原子炉停止

操作に加え、現場での制御棒挿入操作

失敗を含む）を GE の判断とする。 

原子炉緊急停止失敗時に原子炉を未臨

界にする SA 設備（ATWS 緩和設備やほう酸

注入設備）が考慮されていない。 

（GE11） 

・SA 設備（ATWS 緩和設備やほう酸注入設

備）による原子炉停止を判断に加える。 

EAL21 

原子炉冷却材漏えい時、保安規定で定

める措置が完了できない場合にALを判断

することになっているが、漏えい量が大

きい場合、AL よりも先に SE や GE を判断

する場合がある。 

（AL21） 

・ECCS の作動が必要となる漏えいが発生

した場合を AL 判断に加える。 

EAL25 

非常用母線1系統の状態が15分継続し

た場合にALを判断することになっている

が、SB0 時は EAL が発信されず、SBO から

30 分後に SE を判断しており、AL よりも

先に SE を判断する場合がある。 

（AL25） 

・全ての非常用電源からの電気の供給が

停止となった場合（SE、GE のカウント

アップ開始）を AL 判断とする。（常用

母線ありの状態も AL 判断） 

「全ての交流母線からの電気の供給」

について、「非常用交流母線」の記載が適

切ではないかとの問題提起があった。 

（SE25、GE25） 

・常用母線では、事故対応や低温停止へ

の移行が困難であり、SEと GE の判断を

非常用母線での判断とする。 

EAL30 

EAL31 

 SFP 水位低下時、注水準備にかかる時間

（AL、SE は 1 時間）は、AL（SE）を判断

しないこととしていたため、AL よりも先

に SE、GE を判断する場合がある。 

（AL30、31、SE30、31）[指針の変更なし]  

・原子力事業者にて「一定の水位」（AL：

SFP 出口配管下端等）を検討し、「一定

の水位」となれば EAL を判断（準備時

間の概念を削除）し、水位低下時に段

階的な判断となるよう設定する。 

EAL51 

 中央制御室外操作盤室がALにのみ考慮

されており、当該操作盤が使用可能な場

合でも、SE、GE に至る場合がある。 

（AL51、SE51、GE51） 

・過渡事象等が発生していない状況にお

いては、中央制御室に加え中央制御室

外操作盤室の環境も悪化した場合に判

断する。 
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○主な EAL 修正内容（ＢＷＲ） 

EAL 番号 課  題 見直し内容 

EAL11 

 原子炉保護回路の１チャンネルだけの

動作が一定時間経過した場合にALを判断

することになっているが、原子炉停止が

発生した場合に ATWS となれば、AL よりも

先に GE を判断する場合がある。 

（AL11） 

・全制御棒挿入操作が失敗した場合を AL

判断に加える。 

（GE11） 

・全ての停止操作失敗（AL の原子炉停止

操作に加え、単体の制御棒挿入操作等

を含む）を GE の判断とする。 

 原子炉緊急停止失敗時に原子炉を未臨

界にする SA 設備（ATWS 緩和設備やほう酸

注入設備）が考慮されていない。 

（GE11） 

・SA 設備（ATWS 緩和設備やほう酸注入設

備）による原子炉停止を判断に加える。 

EAL21 

 原子炉冷却材漏えい時、保安規定で定

める措置が完了できない場合にALを判断

することになっているが、漏えい量が大

きい場合、AL よりも先に SE や GE を判断

する場合がある。 

（AL21） 

・ECCS の作動が必要となる漏えいが発生

した場合を AL 判断に加える。 

EAL25 

 非常用母線1系統の状態が15分継続し

た場合にALを判断することになっている

が、SB0 時は EAL が発信されず、SBO から

30 分後に SE を判断しており、AL よりも

先に SE を判断する場合がある。 

（AL25） 

・全ての非常用電源からの電気の供給が

停止となった場合（SE、GE のカウント

アップ開始）を AL 判断とする。（常用

母線ありの状態も AL 判断） 

 「全ての交流母線からの電気の供給」

について、「非常用交流母線」の記載が適

切ではないかとの問題提起があった。 

（SE25、GE25） 

・常用母線では、事故対応や低温停止へ

の移行が困難であり、SEと GE の判断を

非常用母線での判断とする。 

EAL30 

EAL31 

 SFP 水位低下時、注水準備にかかる時間

（AL、SE は 1 時間）は、AL（SE）を判断

しないこととしていたため、AL よりも先

に SE、GE を判断する場合がある。 

（AL30、31、SE30、31）[指針の変更なし]  

・原子力事業者にて「一定の水位」（AL：

SFP 出口配管下端等）を検討し、「一定

の水位」となれば EAL を判断し、水位

低下時に段階的な判断となるよう設定

する。 

EAL41 

 現行の判断基準が格納容器圧力高警報

設定値となっているが、他の基準に比べ

て保守的な判断値となっており、ECCS 等

の設備が健全な状態においても早期に SE

が発出されてしまう場合がある。 

（SE41） 

・現行の基準を見直し、原子力事業者に

て「通常の運転及び停止中において想

定される上昇率」として適切な基準値

を設定する。 

EAL51 

 中央制御室外操作盤室がALにのみ考慮

されており、当該操作盤が使用可能な場

合でも、SE、GE に至る場合がある。 

（AL51、SE51、GE51） 

・過渡事象等が発生していない状況にお

いては、中央制御室に加え中央制御室

外操作盤室の環境も悪化した場合に判

断する。 

 

以  上 
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大飯発電所 原子力防災訓練中期計画 
（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２０年  月 
関西電力株式会社 

大飯発電所 
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1. 目的 

本中期計画は、原子力災害対策特別措置法に基づいて実施する原子力防災訓練を通じて、緊急

時対応能力を計画的かつ効果的に維持・向上させるための考え方を定め、適切に管理することを

目的とする。 

 

2. 適用範囲 

大飯発電所が実施する原子力防災訓練に適用する。 

 

3. 基本的考え方 

(1) 緊急時対応能力の向上 

事業者は、緊急時対応能力を、住民防護の観点から継続的･計画的に向上させる必要がある。

事業者の緊急時対応項目は、「原子力事業者防災業務計画」（以下「業務計画」という。）に記載

されている。従って、事業者の緊急時対応能力の向上とは、業務計画記載事項の遂行能力を向

上させることである。 

 

(2) 緊急時対応に備え実施すべき事項 

緊急時の対応は、当社単独で実施出来ることのほか、官公庁、自治体、指定公共機関、他事

業者、関連企業などと連携して行うものもある。従って、対応能力向上には、事業者内部の教

育研修・訓練のほか、平常時から関係機関との調整・連携（結果として協定書、覚書等の締結）

が必要であり、これらも当社が計画的に実施すべき事項である。 

  

(3)中期計画の意義 

これまで、訓練毎に課題を抽出し、改善に努めてきたものの、福島第一発電所事故以後、原

子力防災（緊急時対応）に対する、社内外のニーズは拡大しており、ニーズによっては、1 回の

訓練で改善が図れるものとは限らない。このような理解の下で、当社主体で対応能力の継続的

かつ計画的に維持・向上を図るためには、取り組むべき課題を特定し、事業者要員を対象とし

て行う訓練を中期的に展開するため、原子力事業本部、発電所毎に計画を定める必要がある。 

 

4. 原子力防災訓練の中期計画 

(1) 対象期間：２０２０年度～２０２３年度 

・重要な課題解決に要する期間並びに発電所対策本部の幹部及び各機能班員の異動を念頭に、

中期計画の計画期間を４年とする。 

・2019 年度に設定した 2022 年度終了時点の「あるべき姿」については、2022 年度までの訓練

実績を踏まえて別途設定する。 

 

(2) 対象施設：大飯１～４号機 

・運転している３，４号機における対応を重点的に実施する 

・大飯 1,2 号機については、今後、冷却告示が発出される見通しである。なお、放射性物質の

放出等により、防災体制となり得ることから、防災対応が適切に実施できるよう訓練を計画
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する。 

 

(3) 原子力防災訓練の種別 

①総合訓練とは、原子力防災規程に定める「原子力総合防災訓練」をいう。 

②発電所訓練とは、原子力事業者防災業務計画に定める「発電所原子力防災訓練」（要素訓練を

含む）をいう。 

なお、①と②について、国に訓練の実施結果の報告(原災法第第十三条の二)が必要である。 

 

(4) 訓練参加機関 

・訓練実施箇所にて調整し、各訓練の実施りん議で最終決定する。 

 

(5) 訓練の主な目的 

  ・「５．中期的な課題と対応策の検討について」に基づき、運用や設備を改善し、訓練において

その有効性を検証する。 

 

(6) シナリオ提示方式 

・２０１９年度の訓練はシナリオ非提示で実施した。 

・今後もシナリオ非提示での訓練を継続する。 

 

(7) 事故想定 

・中期的に対応能力向上を図ることができるようシナリオの多様化に努める記載とするために、

原子力事業者防災業務計画「別表 2-7-20」に記載された訓練項目の他、原子力事業者防災業

務計画「第 3 章 緊急事態応急対策の実施等」に定める実施事項、設置変更許可申請書に記

載の事故シーケンス、ＥＡＬ事象を適度に組み合わせる。 

 

5. 中期的な課題と対応策の検討 

２０１９年度の大飯発電所原子力防災訓練を通じて抽出された課題の改善に取り組むとともに、

他発電所での改善事項を踏まえた対応も併せて実施することにより、大飯３，４号機同時発災時

における発電所対策本部各機能班の能力向上を図っていくこととする。（添付１参照） 

また、原子力事業本部原子力防災訓練中期計画に定める方針のうち、発電所の防災訓練の実施

に関わる内容についても原子力事業本部と十分検討した上で、取り組むこととする。（添付２参照） 

以上を踏まえ、大飯発電所防災訓練中期計画における重点事項を添付３のとおり定める。 

 
－以 上－ 

 

添付１：２０１９年度原子力防災訓練の実施結果を踏まえた対応について 

添付２：原子力事業本部 原子力防災訓練中期計画  

添付３：大飯発電所防災訓練中期計画におけるあるべき姿及び重点事項 
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添
付
１

 
２
０
１
９
年
度
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
た
訓
練
中
期
計
画
へ
の
反
映
方
針
に
つ
い
て

 
 

１
．
大
飯
発
電
所
に
お
け
る
訓
練
実
施
結
果
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て

 
（
１
）
大
飯
発
電
所
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

 (
20

19
.12

.13
) 

ａ
．
訓
練
結
果
及
び
評
価
 

○
 複

数
号
機
で
原
子
力
災
害
等
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
平
日
昼
間
の
原
子
力
防
災
要
員
で
発
電
所
対
策
本
部
を
立
上
げ
、
事
故
対
応
の
た
め
の
体
制
を
確
立
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 発

電
所
対
策
本
部
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
準
じ
た
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
て
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
機
器
故
障
情
報
・
負
傷
者
情
報
等
の
把
握
、
事
故
収
束
戦
略
の
検
討
お
よ
び
事
故
制
圧
に
関
す
る
指
示
が
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
本
店
対
策
本
部
へ
遅
滞
な
く
共
有
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 通

報
連
絡
者
が
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
優
先
度
を
踏
ま
え
て
Ｇ
Ｅ
、
Ｓ
Ｅ
お
よ
び
Ａ
Ｌ
の
順
に
通
報
連
絡
の
優
先
順
位
を
決
定
し
、
Ａ
Ｌ
を
含
む
必
要
な
通
報
連
絡
を
概
ね
遅
滞
な
く
効
果
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
、
通
報
連
絡

訓
練
に
お
い
て
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｅ
初
報
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
衛
星
通
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
設
備
構
成
不
備
に
よ
り
１
５
分
以
内
の
通
報
連
絡
が
実
施
で
き
な
か
っ
た。

ま
た
、
２
５
条
報
告
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
訓
練
時
と
比
較
し
て
一
定
の
改
善
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
訓
練
中
に
通
報
発
信
ま
で
至
っ
た
も
の
は
最
初
の

1
報
の
み
で
あ
り
、
そ
の
１
報
に
つ
い
て
も
Ｓ
Ｅ
に
係
る
通
報
連
絡
を
実
施
し
て
か
ら

約
1
時
間
が
経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。
報
告
の
迅
速
性
お
よ
び
頻
度
の
観
点
で
更
な
る
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
改
善
を
進
め
て
い
く
。 

○
 発

電
所
対
策
本
部
長
、
ユ
ニ
ッ
ト
指
揮
者
お
よ
び
各
機
能
班
の
班
長
が
、
現
場
点
検
等
を
指
示
す
る
際
に
、
現
場
も
し
く
は
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
を
正
確
に
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
万
一
炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
て
放
射
線
防
保
護
具
を
準
備
す
る
こ
と
等
の
安
全
確
保
に
係
る
具
体
的
な
指
示
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 大

飯
中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
項
目
の
う
ち
新
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
発
電
所
対
策
本
部
各
機
能
班
員
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
機
器
故
障
情
報
、
発
電
所
対
策
本
部
要
員
の
活
動
状
況
、
負
傷
者

情
報
等
を
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
等
と
遅
滞
な
く
共
有
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 大

飯
中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
項
目
の
う
ち
号
機
間
で
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
３
，
４
号
機
ユ
ニ
ッ
ト
指
揮
者
が
、
１
，
２
号
機
か
ら
の
号
機
間
電
源
融
通
の
検
討
・
実
施
の
よ
う
な
３
号
機
と
４
号
機
い
ず
れ
に

も
関
連
す
る
戦
略
情
報
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
に
事
故
対
応
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 大

飯
中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
項
目
の
う
ち
時
限
の
あ
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
指
揮
者
補
佐
が
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
発
生
時
刻
等
を
把
握
・
管
理
し
、
当
該
事
象
から

15
分
経

過
後
に
ユ
ニ
ッ
ト
指
揮
者
へ
Ａ
Ｌ
２
５
の
判
断
を
促
す
等
の
対
応
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 大

飯
中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
項
目
の
う
ち
構
外
退
避
に
つ
い
て
は
、
構
外
退
避
に
向
け
た
必
要
な
指
示
お
よ
び
一
時
退
避
者
の
社
有
バ
ス
へ
の
誘
導
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 上
記
の
と
お
り
、
２
０
１
８
年
度
訓
練
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
た
課
題
に
対
す
る
改
善
策
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
が
確
認
で
き
た
も
の
の、

Ｇ
Ｅ
初
報
の
連
絡
遅
延
、
２
５
条
報
告
へ
の
必
要
事
項
の
記
載
漏
れ
お
よ
び
２

５
条
報
告
の
頻
度
・
タ
イ
ミ
ン
グ
の
改
善
が
新
た
な
課
題
と
し
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
に
対
し
て
改
善
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

-192-



 ｂ
．
訓
練
課
題
及
び
対
応
策
 

項
 
目
 

課
題
お
よ
び
対
応
策
 

中
期
計
画
へ
の
反
映
方
針
 

①
Ｇ
Ｅ
初
報
の
通
報
連
絡

遅
れ
の
改
善
 

課
題
：
通
常
の
手
段
で
通
報
連
絡
が
実
施
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
通
報
連
絡
者
が
、
予
め
定
め
ら
れ
た
代
替
措
置
に
速
や
か
に
移
行
し
て
通
報
連
絡
を
実
施
で
き
る
こ
と
があ

る
べ
き
姿
で
あ
る
が
、
今
回
の
訓
練
で
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
速
や
か
に
代
替
措
置
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

原
因
：
原
子
力
災
害
発
生
時
の
通
報
連
絡
は
、
通
常
、
緊
急
時
衛
星
通
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
当
該
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
い場

合
の
一
般
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
用
い
た
代
替
措
置
へ
の
移
行
基
準
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
か
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
てい

た
。
 

対
策
：
回
線
接
続
エ
ラ
ー
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
通
報
連
絡
端
末
周
辺
の
設
備
改
善
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
通
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
一
般
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
用
いた

代
替
措
置
に
つ
い
て
も
、
移
行
基
準
等
を
通
報
連
絡
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
判
断
に
よ
ら
な
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
 

20
20

年
度
訓
練
の
検
証
項

目
と
し
て
訓
練
中
期
計
画

に
反
映
す
る
。
 

②
２
５
条
報
告
へ
の
必
要

事
項
の
記
載
漏
れ
の
改
善
 

課
題
：
通
報
連
絡
者
が
、
予
め
定
め
ら
れ
た
必
要
事
項
を
通
報
連
絡
票
に
漏
れ
な
く
記
載
す
る
と
と
も
に
、
予
め
定
め
ら
れ
た
観
点
に
基
づ
く
情
報
班
長
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
う
えで

通
報
連
絡
を
実
施
で
き
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
が
、
今
回
の
訓
練
で
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
対
応
も
不
十
分
で
あ
り
、
２
５
条
報
告
に
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
。
 

原
因
：
通
報
連
絡
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
２
５
条
報
告
に
記
載
す
べ
き
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
応
急
措
置
内
容
と
し
て
何
を
記
載
す
るか

は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
係
る
通
報
連
絡
が
短
時
間
で
頻
発
す
る
こ
と
に
加
え
、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
の
回
線
接
続
エ
ラ
ー
の
対
応に

も
時
間
を
要
す
る
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
上
記
の
と
お
り
記
載
す
べ
き
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
報
連
絡
者
は
短
時
間
で
十
分
な
セ
ルフ

チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
通
報
発
信
前
の
情
報
班
長
の
チ
ェ
ッ
ク
時
に
お
い
て
も
必
要
事
項
の
記
載
漏
れ
に
気
づ
く
機
会
は
あ
っ
た
も
の
の
、
上
記
のと

お
り
記
載
す
べ
き
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
報
連
絡
者
と
同
様
に
記
載
漏
れ
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
 

対
策
：
通
報
連
絡
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
２
５
条
報
告
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
２
５
条
報
告
に
適
切
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
確
認
する

た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
・
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
記
載
漏
れ
を
防
止
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
 

同
上
 

 

③
２
５
条
報
告
の
タ
イ
ミ
ン

グ
・
頻
度
の
改
善
 

課
題
：
通
報
連
絡
者
が
、
応
急
措
置
の
実
施
後
速
や
か
に
２
５
条
報
告
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
応
急
措
置
の
実
施
状
況
に
変
化
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
２
５
条
報
告
を
実
施

で
き
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
が
、
今
回
の
訓
練
で
は
２
５
条
報
告
に
係
る
通
報
連
絡
の
迅
速
性
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
 

原
因
：
緊
急
時
通
報
連
絡
用
の
端
末
が
、
２
５
条
報
告
よ
り
も
優
先
度
の
高
い
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
係
る
通
報
連
絡
の
た
め
に
占
有
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
通
報
連
絡
が
完
了
し
て
端
末
が
空

く
ま
で
は
２
５
条
報
告
の
通
報
連
絡
票
を
作
成
に
着
手
で
き
な
か
っ
た
。
端
末
の
台
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
の
１
，
２
号
機
中
央
制
御
室
裏
に
設
置
さ
れ
た
緊

急
時
対
策
所
が
狭
隘
で
あ
り
、
情
報
班
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
 

対
策
：
現
在
の
緊
急
時
対
策
所
よ
り
も
十
分
に
広
い
緊
急
時
対
策
所
（
緊
急
時
対
策
所
建
屋
内
）
に
機
能
を
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
緊
急
時
通
報
連
絡
端
末
を
増
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
係
る
通
報
連
絡
が
頻
発
す
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
通
報
連
絡
者
が
迅
速
に
２
５
条
報
告
の
通
報
連
絡
票
作
成
に
着
手
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。
 

同
上
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２
．
他
発
電
所
に
お
け
る
訓
練
実
施
結
果
を
踏
ま
え
た
大
飯
発
電
所
訓
練
中
期
計
画
へ
の
反
映
事
項
に
つ
い
て 

（
１
）
高
浜
発
電
所
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

 (
20

20
.2.

7)
 

a．
訓
練
結
果
及
び
評
価
 

○
 複

数
号
機
で
原
子
力
災
害
等
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
本
部
活
動
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
平
日
昼
間
の
原
子
力
防
災
要
員
で
発
電
所
対
策
本
部
を
立
上
げ
、
事
故
対
応
の
た
め
の
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
 Ｉ

Ｃ
Ｓ
に
準
じ
た
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
機
器
故
障
情
報
・
負
傷
者
情
報
等
の
把
握
、
事
故
収
束
戦
略
の
検
討
お
よ
び
事
故
制
圧
に
関
す
る
指
示
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

○
 新

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
活
用
し
た
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
発
電
所
対
策
本
部
、
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
間
で
支
障
な
く
情
報
共
有
で
き
、
新
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
視
認
性
、
操
作
性
の
向

上
を
確
認
で
き
、
良
好
な
試
用
結
果
で
あ
っ
た
が
、
一
部
課
題
と
し
て
、
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
に
あ
た
り
、
記
載
す
べ
き
事
項
を
明
確
化
す
る
な
ど
、
投
稿
者
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
な
く
な
る
よ
う
改
善

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

○
 本

部
要
員
は
、
新
緊
対
所
に
お
い
て
、
事
故
収
束
活
動
お
よ
び
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
等
と
の
情
報
共
有
、
通
報
連
絡
が
効
率
的
に
実
施
で
き
た
。 

○
 Ｇ

Ｅ
２
８
（
炉
心
損
傷
判
断
）
に
つ
い
て
の
判
断
理
由
の
記
載
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
 

○
 本

部
要
員
は
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
機
器
故
障
情
報
、
発
電
所
対
策
本
部
要
員
の
活
動
状
況
、
負
傷
者
情
報
等
を
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、
発
電
所
対
策
本
部
内
お
よ
び
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
等
と
遅
滞
な

く
共
有
で
き
た
。
 

○
 本

部
要
員
は
、
新
緊
対
所
に
お
い
て
、
事
故
収
束
活
動
お
よ
び
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
等
と
の
情
報
共
有
、
通
報
連
絡
が
適
切
に
実
施
で
き
た
。 

○
 発

電
所
対
策
本
部
情
報
班
員
は
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
等
で
共
有
さ
れ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
や
機
器
故
障
の
情
報
に
基
づ
き
事
故
お
よ
び
被
害
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に、
通
報
連
絡
に

係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
警
戒
事
態
該
当
事
象
（
以
下
、
「
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
該
当
事
象
（
以
下
、
「
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
。
）
、
全
面
緊
急
事
態
該
当
事
象
（
以
下
、
「
Ｇ
Ｅ
」
と
い
う
。
）

お
よ
び
応
急
措
置
に
係
る
通
報
連
絡
票
を
作
成
し
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
連
絡
系
統
に
基
づ
い
て
通
報
連
絡
お
よ
び
着
信
確
認
が
実
施
で
き
た
。 

○
 ２

０
１
８
年
度
の
課
題
に
対
す
る
改
善
策
の
効
果
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
た
。
 

 b．
訓
練
課
題
及
び
対
応
策
 

項
 
目
 

課
題
お
よ
び
対
応
策
 

中
期
計
画
へ
の
反
映
方
針
 

①
通
報
連
絡
票
判
断
理
由

記
載
誤
り
 

課
題
：
迅
速
か
つ
正
確
な
通
報
連
絡
が
実
施
で
き
る
と
い
う
発
電
所
対
策
本
部
の
あ
る
べ
き
姿
に
照
ら
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
の
観
点
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
通
報
連
絡
の
正
確
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
 

原
因
：
通
報
連
絡
者
は
複
数
の
情
報
源
を
基
に
通
報
連
絡
票
を
作
成
し
て
い
る
が
、
通
報
す
る
前
に
何
を
見
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
体
制
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
で
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
要
員
へ
の
教
育
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

対
策
：
本
部
内
の
発
話
の
み
な
ら
ず
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
や
電
子
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
内
容
も
確
認
し
て
入
力
し
て
い
る
が
、
対
外
的
に
正
確
な
情
報
を
伝

え
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
に
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
は
判
断
に
至
っ
た
理
由
を
正
確
に
入
力
で
き
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
入

力
者
に
対
す
る
意
識
付
け
を
行
い
演
習
等
を
通
じ
て
習
熟
を
図
る
。
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
体
制
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
す
る
と
と
も
に
、
4
基
発
災
に

向
け
通
報
要
員
の
増
員
を
検
討
す
る
。
 

高
浜
発
電
所
の
検
討
結
果
お
よ
び
訓
練
で
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、大

飯
と
し
て
有
効
な
も
の
で

あ
れ
ば
、必

要
に
よ
り
中
期
計
画
に
反
映
し
て
ゆ

く
。

 
 

②
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
運
用
改
善
 

課
題
：
本
部
要
員
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン
ト
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
に
対
策
を
協
議
す
る
と
い
う
あ
る
べ
き
姿
に
照
ら
し
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
配
置
や
数

が
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
 

原
因
：
事
務
局
と
し
て
は
、
安
全
管
理
班
や
発
電
班
な
ど
必
要
な
箇
所
で
は
閲
覧
で
き
る
も
の
と
考
え
て
新
緊
対
所
の
配
置
設
計
を
行
っ
て
い
た
が
、
各
役
割
・

事
象
進
展
に
応
じ
て
確
認
し
た
い
パ
ラ
メ
ー
タ
が
異
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
事
務
局
が
十
分
に
必
要
な

箇
所
や
配
置
に
つ
い
て
検
討
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
 

対
策
：
端
末
配
置
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
端
末
も
活
用
し
必
要
な
要
員
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。
 

大
飯
で
は
十
分
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
端
末
を
準
備
し
て
い
る

た
め
、
改
善
は
不
要
で
あ
る
。
 

③
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
情
報
共
有
事
項

の
見
直
し
 

課
題
：
新
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
設
計
の
意
図
と
し
て
「
一
行
で
日
時
、
固
有
名
詞
、
目
的
を
踏
ま
え
て
簡
潔
に
記
入
」
し
、
発
生
事
象
や
活
動
内
容
を
一
元

的
に
確
認
す
る
た
め
、
こ
れ
を
一
覧
で
表
示
す
る
こ
と
と
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
記
載
ル
ー
ル
が
遵
守
で
き
て
お
ら
ず
、
不
十
分
な
記
載
や
隠
れ
る
と

こ
ろ
が
発
生
し
た
。
 

原
因
：
シ
ス
テ
ム
上
に
「
一
行
で
日
時
、
固
有
名
詞
、
目
的
を
踏
ま
え
て
簡
潔
に
記
入
す
る
」
と
の
記
載
ガ
イ
ド
は
あ
る
が
、
、
事
務
局
が
何
を
本
部
要
員
に

伝
え
る
べ
き
か
明
確
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
覧
で
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
入
力
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
 

対
策
：
事
務
局
が
期
待
す
る
記
載
方
法
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
て
入
力
者
に
対
し
て
教
育
し
、
演
習
等
を
通
じ
て
習
熟
を
図
る
。
ま
た
、
今
後
も

演
習
や
訓
練
を
通
じ
て
良
好
事
例
、
改
善
事
例
を
抽
出
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
て
い
く
。
 

高
浜
発
電
所
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、大

飯
と
し

て
有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
、必

要
に
よ
り
中
期
計

画
に
反
映
し
て
ゆ
く
。
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 （
２
）
美
浜
発
電
所
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

 (2
01

9.1
0.1

8)
 

ａ
．
訓
練
結
果
及
び
評
価

 
○
 Ｉ

Ｃ
Ｓ
に
基
づ
く
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
き
、
各
機
能
班
か
ら
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
、
機
器
復
旧
情
報
等
の
報
告
が
発
電
所
対
策
本
部
に
実
施
さ
れ
、
発
電
所
対
策
本
部
情
報
共
有
会
議
を
行
い
、
事
故
制
圧
た
め
の
対
策

方
針
決
定
お
よ
び
各
機
能
班
へ
の
指
示
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
 

○
 Ｔ

Ｖ
会
議
専
任
者
は
、
把
握
し
た
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
機
器
故
障
情
報
、
決
定
し
た
事
故
収
束
戦
略
、
負
傷
者
情
報
等
を
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
用
い
て
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
に
遅
滞

な
く
共
有
で
き
た
。
 

○
 本

部
活
動
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
平
日
昼
間
の
原
子
力
防
災
要
員
が
地
震
の
発
生
連
絡
に
よ
り
遅
滞
な
く
緊
急
時
対
策
所
に
参
集
し
防
災
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に、

発
電
所
対
策
本
部
内
の
情
報
共
有

に
必
要
な
設
備
の
設
営
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

○
 本

店
対
策
本
部
（
若
狭
）
と
共
有
す
べ
き
負
傷
者
情
報
等
に
つ
い
て
、
Ｔ
Ｖ
会
議
専
任
者
は
遅
滞
な
く
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
へ
報
告
が
で
き
た
。 

 
ｂ
．
訓
練
課
題
及
び
対
応
策

 
項
 
目

 
課
題
お
よ
び
対
応
策

 
今
後
の
対
応
方
針

 
①
発
電
所
対
策
本
部
内
の

連
携
の
改
善

 
課
題
：
指
揮
者
が
各
機
能
班
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
指
示
事
項
を
理
解
し
、
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
を
各
機
能
班
は

指
揮
者
に
伝
達
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

 
原
因
：
現
運
用
は
、
各
機
能
班
に
よ
る
マ
イ
ク
を
使
用
し
た
発
言
に
よ
り
、
発
電
所
対
策
本
部
へ
の
重
要
な
報
告
、
防
災
対
応
の
検
討
等
に

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
、
機
器
の
復
旧
状
態
等
の
重
要
な
内
容
以
外
は
、
マ
イ
ク
を
使
用
し
な
い
運

用
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ク
を
使
用
し
た
返
答
を
実
施
し
な
か
っ
た
。

 
対
策
：
各
機
能
班
が
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
内
容
を
再
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
す
る
。
ま
た
、
マ
イ
ク
以
外
の
有
効
な
伝
達
手
段
が
な

い
か
検
討
す
る
。

 

美
浜
発
電
所
の
検
討
結
果
お
よ
び
訓
練
で
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、大

飯
と
し
て
有
効
な
も
の
で

あ
れ
ば
、必

要
に
よ
り
中
期
計
画
に
反
映
し
て
ゆ

く
。

 
 

①
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）

と
の
連
携
の
改
善

 
課
題
：
プ
ラ
ン
ト
状
況
等
の
重
要
な
情
報
は
速
や
か
に
情
報
共
有
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
進
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
状
況
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
情
報
共
有
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

 
原
因
：
プ
ラ
ン
ト
状
態
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
旨
は
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
関
連
し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
判
断
基
準
に
時
間
要

素
が
あ
る
も
の
以
外
は
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
発
信
条
件
と
な
っ
た
時
点
で
発
話
を
実
施
す
る
運
用
と
し
て
い
た
。

 
対
策
：
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
進
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
象
に
つ
い
て
発
話
す
べ
き
条
件
を
ま
と
め
、
そ
の
条
件
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
発
電
所
機
能

班
は
発
話
を
行
い
、
TV

会
議
専
任
者
は
本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
に
対
し
遅
滞
な
く
報
告
す
る
運
用
を
定
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反映

す
る
。

 

美
浜
発
電
所
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、大

飯
と
し

て
有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
、必

要
に
よ
り
中
期
計

画
に
反
映
し
て
ゆ
く
。

 
 

 

-195-



0

Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

⼤
飯
発
電
所
対
策
本
部
の
”あ
る
べ
き
姿
”

⼤
飯
発
電
所
対
策
本
部
活
動
に
お
け
る
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
達
成
す
る
た
め
に
、原
⼦
⼒
防
災
訓

練
の
中
期
計
画
を
制
定
し、
達
成
状
況
の
評
価
を
実
施
し、
定
期
的
に
⾒
直
しを
図
って
い
く。

３ ， ４ 号 機 同 時 発 災 時 、 新 緊 急 時 対 策 所

に お い て 発 電 所 対 策 本 部 に 要 求 さ れ る

機 能 を 十 分 に 発 揮 で き る

Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
基
づ
く

事
故
収
束
活
動

本
店
対
策
本
部

との
情
報
共
有

通
報
連
絡

①
情
報
伝
達
が
迅
速
か
つ
正
確
に
実
施
で
き
る

②
プ
ラ
ン
ト
状
況
及
び
要
員
の
活
動
状
況
が
正
確
に
把
握
で
き
る

③
事
故
収
束
戦
略
の
⽴
案
、要

員
の
安
全
確
保
及
び
そ
れ
に
基
づ
く指
⽰
が
適
切
に
実
施
で
き
る

④
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
情
報
伝
達
が
迅
速
か
つ
効
果
的
に
実
施
で
き
る

⑤
本
店
対
策
本
部
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
即
応
セ
ン
タ
ー
）
が
必
要
な
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
共
有
で
き
る

⑥
迅
速
か
つ
正
確
な
通
報
連
絡
が
実
施
で
き
る

将
来
あ
る
べ
き
姿

事
業
本
部
計
画
との
連
係

事
業
本
部
計
画
との
連
係

・
情
報
共
有
の
⾼
度
化

・
防
災
対
策
の
⾼
機
能
化

事
業
本
部
計
画
との
連
係

・
情
報
共
有
の
⾼
度
化
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中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
事
項

中
期
ロ
ー
ドマ
ップ

内
の
訓
練
項
目
は
発
電
所
対
策
本
部
の
主
た
る
機
能
に
該
当
す
る
重
要
項
目
で
あ
る
こと
か
ら、

“あ
る
べ
き
姿
”を
達
成
す
る
た
め
に
シ
ナ
リオ
や
発
災
の
時
間
帯
を
多
様
化
して
継
続
実
施
す
る

20
19
年
度

以
前
の
実
績

20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度

あ
る
べ
き
姿

（
達
成
後
）

20
23
年
度

○
IC
S・
基
本
動
作
の
習
熟

○
CO
P等

の
シ
ス
テ
ム
を
⽤
い
た
対
策
本

部
内
の
情
報
共
有

①
情
報
伝
達
が
迅
速
か

つ
正
確
に
実
施
で
き
る

20
22
年
度
ま
で
の

訓
練
実
績
を
踏
ま
え
、

「あ
る
べ
き
姿
」お
よ

び
重
点
項
目
の
再

設
定
を
⾏
う。

ま
た
、重

点
項
目
に

は
以
下
の
事
項
を

含
む
。

・代
替
指
揮
所
を
⽤

い
た
訓
練
、課

題
の

整
理
、課

題
に
対

す
る
対
策
の
検
証

●
新
緊
対
所
で
本
部
活
動
訓
練
・

課
題
の
整
理

●
新
シ
ス
テ
ム
を
⽤
い
た
情
報
共
有

●
新
緊
対
所
で
の

本
部
活
動
の
改

善
点
(レ
イア
ウ
ト

等
)の
検
証

ー

○
プ
ラン
ト状

況
把
握
、事

故
進
展
評
価

○
EA
L判
断
・E
AL
の
時
限
管
理

○
要
員
活
動
状
況
管
把
握

②
プ
ラ
ン
ト
状
況
及
び
要

員
の
活
動
状
況
が
正
確

に
把
握
で
き
る

ー
ー

●
構
外
か
らの
要

員
輸
送

○
優
先
順
位
を
含
む
複
数
の
戦
略
⽴
案

○
緊
対
要
員
へ
の
実
⾏
指
⽰

○
安
全
確
保
に
係
る
具
体
的
な
指
⽰

○
退
避
誘
導
、構

内
退
避
、構

外
退
避

③
事
故
収
束
戦
略
の
⽴

案
、要

員
の
安
全
確
保

及
び
そ
れ
に
基
づ
く指
⽰

が
適
切
に
実
施
で
き
る

●
感
染
症
対
策
を
盛
り込

ん
だ
訓

練
、課

題
の
整
理

●
感
染
症
対
策

の
課
題
に
対
す
る

対
策
の
検
証

ー

○
定
例
、臨

時
（
戦
略
変
更
時
）
の

CO
P発

⾏
○
TV
会
議
を
通
じた
本
店
対
策
本
部
へ

の
都
度
の
情
報
共
有

●
Ｅ
Ｒ
Ｃ
即
応
セ
ン
ター
へ
の
発
信

情
報
の
質
・量
の
向
上

④
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
情
報
共

有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
情
報

伝
達
が
迅
速
か
つ
効
果

的
に
実
施
で
き
る

⑤
本
店
対
策
本
部
（
Ｅ

Ｒ
Ｃ
即
応
セ
ン
タ
ー
）

が
必
要
な
情
報
を
正
確

か
つ
迅
速
に
共
有
で
き
る

○
複
数
号
機
発
災
時
の
通
報
連
絡

○
EA
Lの
優
先
度
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な

通
報
連
絡

⑥
迅
速
か
つ
正
確
な
通

報
連
絡
が
実
施
で
き
る

●
新
EA
Lの
適
⽤

●
Ｇ
Ｅ
初
報
の
15
分
以
内
の
通
報

●
25
条
報
告
の
必
要
事
項
の
記
載

●
適
切
な
頻
度
で
の
25
条
報
告

ー

Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
基
づ
く

事
故
収
束
活
動

（
発
電
所
対
策

本
部
内
）

重
点
項
目

通
報
連
絡

本
店
対
策
本
部
と

の
情
報
共
有

継
続
実
施

継
続
実
施

継
続
実
施

継
続
実
施

継
続
実
施

⻘
字
︓
事
業
本
部
中
期
計
画
と連

携
して
設
定
した
検
証
項
目

緑
字
︓
訓
練
課
題
お
よ
び
指
標
との
分
析
等
に
よ
り新

た
に
追
加
した
実
施
事
項

※
事
業
本
部
中
期

計
画
の
「対
外
対
応

の
充
実
」（
社
外
へ

の
要
員
派
遣
）
に
つ

い
て
は
、ラ
ー
ジ
原
⼦

⼒
事
業
本
部
⼤
の

取
組
み
とし
て
実
施

す
る

継
続
実
施

情
報
伝
達
・通
報
連
絡
の
改
善

新
緊
対
所
(2
02
0.
7運

開
)

で
の
運
用
の
確
認
・改
善

新
緊
対
所
で
の
本
部
内
活
動
の
総

仕
上
げ
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原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール 
 

１．ＰＤＣＡの廻し方 
災害対応の活動の力量向上のため、次のステップでＰＤＣＡを廻し、継続的改善を行っ

ている。 
（１）原子力防災訓練中期計画の策定・見直し【Ｃ＆Ｐ】 

・４年後のあるべき姿を定めるとともに、「原子力防災訓練の評価結果」等に基づき、

毎年の進捗状況の確認、修正要否の検討を行い、「原子力防災訓練中期計画（以下、

「中期計画」という。）」を原子力事業本部、各発電所で各々作成する。 
・中期計画の作成に際しては、原子力事業本部と各発電所で相互に調整を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）各年度における訓練計画の作成【Ｃ＆Ｐ】 

・「原子力事業者防災業務計画（以下、「防災業務計画」という。）、中期計画および訓練

課題の対応状況を踏まえ、原子力事業者防災訓練の訓練計画を作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

インプット情報 
○ 前年度訓練の評価結果 
○ 中期計画の進捗等 
（例） 
・中期的課題の進捗 
・原子力防災に係わる社外情報等 

アウトプット事項 
○ 訓練の主な目的 
○ シナリオ提示方式 
○ 事故想定シナリオ（概要） 
○ 中期計画の修正 

（原子力事業本部） 
中期計画の策定・見直し 

（各発電所） 

中期計画の策定・見直し 

調整 

インプット情報 
○ 防災業務計画に定める訓練項目 
・原子力総合防災訓練 
・発電所原子力防災訓練 
（要員参集、通報連絡、緊急時環境モニタリ

ング、発電所退避誘導、原子力災害医療、

ＳＢＯ、ＡＭ対応、原子力緊急事態支援組

織対応） 
○ 中期計画 
・訓練の主な目的 
・シナリオ提示方式 
・中期的な課題と対応策 等 

○ 前回訓練課題等の対応状況 

アウトプット事項 
○ 訓練の目的 
○ 訓練項目・内容および目標 
○ 訓練形式 
○ 検証項目 
○ 実施体制、評価体制 

訓練計画の作成 
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（３）訓練の実施【Ｄ】 
・訓練計画に基づき、訓練を実施する。 
 

（４）実施結果の評価【Ｃ】 
・訓練結果（チェックシートによる評価結果、社内アンケート、社外指摘事項）から、

課題を明らかにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）対策の検討・具体化・実施【Ａ】 
・訓練課題に対する対策案を立案し、実施する。 
 

（６）訓練実施結果の報告 
・原災法第１３条の２に基づき、訓練結果の報告および要旨の公表を行う。 
 

（７）全体概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インプット情報 
○ チェックシートに基づく評価結果 
○ 社内アンケート 
（プレイヤー自己評価等） 

○ 社外指摘事項 
（社外評価者、視察者からの指摘、ＮＲＡか

らの指摘等） 

アウトプット事項 
○ 課題の明確化 
○ 防災業務計画への反映課題 

訓練実施結果の評価 

Ｐ：中期計画の策定 
（年度初旬を目処） 

Ｐ：訓練計画の作成 
（訓練の 1 ヶ月前を目処） 

Ｄ：訓練実施 
 

Ｃ：実施結果の評価 
（訓練の実施後速やかに） 

Ａ：対策の検討・具体化・実施 
（評価後～次回訓練を目処） 

訓練実施結果の報告 
（訓練後２ヶ月を目処） 
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２．２０２０年度の具体的なスケジュール 
 実施事項 時期 備考 

 

訓練報告 

〇 2019 年度訓練報告書 美浜：2020 年 7月 

大飯：2020 年 7月 

高浜：2020 年 7月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の具体化・実施 

（原子力事業本部における対策実施） 

・2019 年度 高浜訓練･課題対策 

 

（大飯発電所における対策実施） 

・2019 年度 大飯訓練 課題対策 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

・訓練結果に基づく防災業務計画への反映

課題なし。 
 

 

 

～2020 年 10 月 

 

 

～2020 年 10 月 

 

 

2019 年 12 月 

～2020 年 3月 

 

・原子力事業本部に

おける課題対策

は、原則として次

回訓練（いずれか

の発電所での総合

防災訓練）までに

実施。 

PLAN 

訓練計画 

○ 2020 年度中期計画の見直し 

 

○ 2020 年度訓練計画の作成 

・大飯訓練 

・美浜訓練 

・高浜訓練 

 

2020 年 8月 

 

 

2020 年 8月～ 

2020 年 9月～ 

2020 年 12 月～ 

 

DO 

訓練実施 

〇 2020 年度訓練実施 

・大飯訓練 

・美浜訓練 

・高浜訓練 

 

 

2020 年 10 月 

2020 年 11 月 

2021 年 2 月 

 

CHECK 

訓練評価 

〇 2020 年度訓練実施結果の評価 

・大飯訓練 

・美浜訓練 

・高浜訓練 

 

 

2020 年 10 月～11月 

2020 年 11 月～12月 

2021 年 2月～3月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の検討 

・大飯訓練 

・美浜訓練 

・高浜訓練 

 

○ 対策の具体化・実施 

・大飯訓練 

・美浜訓練 

・高浜訓練 

 

○ 防災業務計画の見直し 

 

 

2020 年 10 月～11月 

2020 年 11 月～12月 

2021 年 2月～3月 

 

 

2020 年 11 月～次回訓練※ 

2020 年 12 月～次回訓練 

2020 年 3月～次回訓練 

 

2020 年 10 月 

～2021 年 3月 

※：原子力事業本部

における課題対策

のうち、12月の美

浜訓練までに対策

が間に合うものに

ついては、大飯訓

練にて検証を実

施。 

 

訓練報告 

〇 2020 年度訓練報告書 美浜：2019 年 12 月 

大飯：2020 年 2月 

高浜：訓練後 2ヶ月程度 

 

PLAN 

訓練計画 

○ 2021 年度中期計画の策定 

 

2021 年 6月～8月  
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（参考）２０１９年度の具体的なスケジュール［前回訓練提示版］ 
 実施事項 時期 備考 

 

訓練報告 

〇 2018 年度訓練報告書 美浜：2019 年 5月 

大飯：2019 年 5月 

高浜：2019 年 5月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の具体化・実施 

（原子力事業本部における対策実施） 

・2018 年度 美浜訓練 課題対策 

・2019 年度 大飯高浜要素訓練 課題対

策 

 

（美浜発電所における対策実施） 

・2018 年度 美浜訓練 課題対策 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

・訓練結果に基づく防災業務計画への反

映課題なし。 
 

 

 

～2019 年 10 月 

～2019 年 10 月 

 

 

～2019 年 10 月 

 

 

2019 年 11 月 

～2020 年 3月 

 

・原子力事業本部にお

ける課題対策は、原

則として次回訓練

（いずれかの発電所

での総合防災訓練）

までに実施。 

PLAN 

訓練計画 

○ 2019 年度中期計画の見直し 

 

○ 2019 年度訓練計画の作成 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

2019 年 10 月 

 

 

2019 年 8月～10月 

2019 年 10 月～12月 

2019 年 12 月～1月 

 

DO 

訓練実施 

〇 2019 年度訓練実施 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

 

2019 年 10 月 

2019 年 12 月 

2019 年 2月 

 

CHECK 

訓練評価 

〇 2019 年度訓練実施結果の評価 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

 

・高浜訓練 

 

 

2019 年 10 月～11月 

2019 年 12 月 

～2020 年 1月 

2020 年 2月 

 ～2020 年 3月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の検討 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

○ 対策の具体化・実施 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

 

 

2019 年 11 月～12月 

2020 年 1月～2月 

2020 年 3月～4月 

 

 

2019 年 12 月～次回訓練

※ 

2020 年 2月～次回訓練 

2020 年 4月～次回訓練 

 

2020 年 10 月 

～2021 年 3月 

 

 

訓練報告 

〇 2019 年度訓練報告書 美浜：2019 年 12 月 

大飯：2020 年 2月 

高浜：2020 年 4月 

 

PLAN 

訓練計画 

○ 2020 年度中期計画の策定 

 

2020 年 7月～9月  
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個
別

課
題

の
改

善
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
原

子
力

事
業

本
部

）

①
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

ま
で

に
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
（模

擬
）と

の
反

復
訓

練
を

実
施

②
大

飯
Ｐ

Ｓ
事

業
者

訓
練

以
降

に
お

い
て

効
果

の
確

認
・
改

善
を

実
施

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
(2
02

0年
度

)

▽
(1
0/
16

)大
飯

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

▽
(1
2/
4)

美
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練
▽

(2
/2
6)

高
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

①
E
R

C
対

応
反

復
訓

練

②
効

果
の

確
認

・
改

善

②
効

果
の

確
認

・
改

善

（
添

付
-8

の
内

容
を

再
掲

）

【
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
説

明
改

善
】

【
訓

練
報

告
書

課
題

】

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
(2
02

0年
度

)

▽
(1
0/
16

)大
飯

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練

▽
(1
2/
4)

美
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練
▽

(2
/2
6)

高
浜

Ｐ
Ｓ

事
業

者
訓

練
①

、
②

の
効

果
の

確
認

・
検

証

③
の

効
果

の
確

認
・
検

証

①
Ｃ

Ｏ
Ｐ

様
式

の
見

直
し

②
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
に

よ
る

説
明

の
充

実
③

新
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

事
項

の
見

直
し
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個
別

課
題

の
改

善
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
大

飯
発

電
所

）

２
０

１
９

年
度

２
０

２
０

年
度

▼
20

19
.1
2大

飯
訓

練

▼
20

20
.2

高
浜

訓
練

▼
20

20
.1
0大

飯
訓

練

▼
20

20
.1
2

高
浜

訓
練

対
策

検
討

対
策

実
施

検
証

▼
20

21
.2

美
浜

訓
練

個
別

課
題

対
策

課
題

①

全
面

緊
急

事
態

該
当

事
象

の
初

報
の

通
報

連
絡

の
改

善

(1
)通

報
連

絡
シ

ス
テ

ム
が

使
用

で

き
な

い
場

合
の

一
般

Ｆ
Ａ

Ｘ
等

を
用

い
た

代
替

措
置

に
つ

い
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

追
記

(2
)通

報
連

絡
端

末
周

辺
の

設
備

改
善

を
実

施

(3
)通

報
連

絡
を

行
う

関
係

者
に

周
知

・
教

育
を

実
施

課
題

②

原
災

法
第

２
５

条
報

告
へ

の
必

要
事

項
の

記
載

の
改

善

(1
)２

５
条

報
告

に
記

載
す

べ
き

事
項

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
明

確
に

追
記

(2
)通

報
連

絡
を

行
う

関
係

者
に

周
知

・
教

育
を

実
施

課
題

③

原
災

法
第

２
５

条
報

告
頻

度
の

改
善

(1
)新

緊
対

所
に

お
い

て
緊

急
時

通

報
連

絡
端

末
を

増
設

（
２

台
（
衛

星
１

台
、

Ｋ
ＩＮ

Ｄ
１

台
）
か

ら
４

台
（衛

星
２

台
、

Ｋ
ＩＮ

Ｄ
２

台
）
）

(2
)通

報
連

絡
を

行
う

関
係

者
に

周
知

・
教

育
を

実
施

原
因

分
析

対
策

実
施

原
因

分
析

原
因

分
析

対
策

実
施

検
証

検
証

検
証

対
策

検
討

対
策

実
施

原
因

分
析

原
因

分
析

対
策

実
施

検
証

原
因

分
析

対
策

実
施

検
証

対
策

検
討

対
策

実
施

原
因

分
析

検
証
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シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
１．目的 

シナリオ非提示型原子力防災訓練における訓練関係情報の開示に係る基準を設定する。 
 
２．対象情報および開示 
（１）下表中の文書を対象とし、開示対象を明確にする。 

参加者 
 

対象情報 

社内 説明 
【凡例 ○：開示、×：非開示】 社内幹部 ﾌﾟﾚｰﾔｰ 事務局、ｺﾝﾄ

ﾛｰﾗ・評価者 
訓練実施計画 ○ ○ ○ 訓練日時、項目、体制等を定めた計画 

訓練基本シナリオ × × ○ プラント発生事象、主要対応項目等のタイムラ

インを示したシナリオ 

訓練解析書 × × ○ 基本シナリオに基づき、プラント挙動を解析し

た解析書 
SPDS 訓練データ × × ○ 訓練シナリオ解析書に基づき作成したデータ 

付与情報シナリオ × × ○ 
基本シナリオに付与情報（付与時刻、内容、方

法等）を示したシナリオ 
【コントローラ用】 

付与情報シート × × ○ 訓練中、コントローラがプレーヤーに状況付与

するシート（１件１葉）【コントローラ用】 
訓練故障機器シート × × ○ 

訓練評価要領 × × ○ 
あらかじめ定めた訓練目的、目標レベルを評価

するための要領（評価チェックシート等） 
【評価者用】 

【補足】 
・シナリオ非提示型訓練においては、発話集の準備はしない。 
・自治体から問合せがあった場合は、「訓練実施計画」をベースに回答する。 

 ・プレス公開で行う場合は、報道担当が、「訓練実施計画」、「基本シナリオ」をベースにし

た取材案内資料を作成する。なお、この資料作成者はプレーヤーになることは不可。 
・上記表における作成対象は代表的な文書であり、必ず作成するものではない。 
またこれに類する文書については都度判断する。 

 
３．訓練情報の非開示 
（１）プレーヤーには「訓練実施計画」相当の情報を除き、開示しない。 

なお、事務局は「訓練実施計画」に相当する情報、準備事項、付与情報入手方法および

訓練時注意事項（当日持込可能な資料含む）等を記載したプレーヤー説明資料を作成し、

プレーヤーに事前説明する。 
（２）コントローラおよび評価者は、訓練準備段階よりプレーヤーからの本防災訓練に関する

問合せには答えない。また訓練中、プレーヤーに対し必要となる行動を説明しない。 
（３）訓練シナリオ解析、訓練故障機器シートおよび付与情報データを作成する INSS など社

外機関で、プレーヤーとしての参加がある場合、事務局は、当該機関に対しプレーヤーへ

の情報を非開示とするよう要請する。 
（４）シナリオ検討者、コントローラおよび評価者は、情報管理の観点から、兼務すること

が望ましい。 
以 上 
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0

社

Ｎ

ワ

災

社 Ｎ

Ｎ 社

社

：
ｻ

ｰ
ﾓ

ｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨｰ

＜
2
0
2
0年

度
大

飯
事

業
者

訓
練

本
店

対
策

本
部

(若
狭

)に
お

け
る

感
染

症
対

策
＞

通
路

通
路

:要
員

参
集

経
路

＜
対

策
の

概
要

※
＞

①
緊

急
時

対
策

室
へ

の
入

域
時

に
、

消
毒

、
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
に

よ
る

体
温

検
知

を
実

施
②

要
員

は
マ

ス
ク

、
マ

ウ
ス

シ
ー

ル
ド

、
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
の

い
ず

れ
か

を
着

用

通
行

可
能

緊
急

時
対

策
室

本
部

席

広
報

係
情

報
係

技
術

支
援

係

安
全

支
援

係

共
通

班

住
民

対
応

チ
ー

ム

情
報

係
（対

外
）

即
応

セ
ン

タ
ー

情
報

チ
ー

ム

：
消

毒

※
こ

れ
ら

の
対

策
は

、
実

発
災

時
に

も
同

様
の

対
策

を
実

施
す

る
も

の
で

あ
る

。
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1
原

子
力

防
災

に
お

け
る

当
社

感
染

症
対

策
配

備
支

援
資

機
材

【
一

覧
】

〇
サ

ー
ジ

カ
ル

マ
ス

ク
１

０
、

０
０

０
枚

〇
消

毒
液

１
０

０
本

（
10
00
m
l）

〇
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
４

台

【
参

考
】

〇
非

接
触

型
検

温
計

２
０

本

〇
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
８

０
０

枚

【
正

常
時

】

【
異

常
時

】

設
置

時

１
秒

程
度

で
検

知
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0
＜

2
0
2
0年

度
1
0
月

1
6
日

大
飯

事
業

者
訓

練
緊

急
時

対
策

所
に

お
け

る
感

染
症

対
策

＞

＜
対

策
の

概
要

※
＞

①
緊

急
時

対
策

室
へ

の
入

域
時

に
消

毒
、

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
ー

に
よ

る
体

温
検

知
を

実
施

（
要

員
は

マ
ス

ク
、

マ
ウ

ス
シ

ー
ル

ド
、

フ
ェ

イ
ス

シ
ー

ル
ド

の
い

ず
れ

か
を

着
用

の
う

え
参

集
）

②
訓

練
中

は
可

搬
型

フ
ァ

ン
に

よ
る

換
気

（
外

気
の

取
り

入
れ

）
を

行
う

。

階
段

室
（
Ａ

）
階

段
室

（
Ｂ

）

会
議

室

資
料

ｷ
ｬ
ﾋ
ﾞﾈ

ｯ
ﾄ

通
報

連
絡

室

柱
柱

大型表示装置

９８インチ×１面 ９８インチ×１面

炉
主

任

発
電

副
班

長

指
揮

補
佐

(C
O
P)

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

ユ
ニ

ッ
ト

指
揮

者

炉
主

任

放
管

班
長

保
修

副

班
長

(原
)

保
修

副

班
長

(電
)

保
修

副

班
長

(タ
)

対
外

対

応
専

任

安
全

統
括

本
部

長

情
報

班
長

安
管

班

班
長

総
務

班
長

３ 号 対 応 ブ ー ス

発
電

班
長

安
管

班

（
原

燃
）

発
電

班

土
建

班
長

土
建

副
班

長

１
，

２
号

対
応

ブ
ー

ス

土
建

ブ
ー

ス

情
報

班

情
報

班

広
報

副
班

長

対
応

専

任
補

佐

広
報

班

総
務

班
ブ

ー
ス

発
電

班
ブ

ー
ス

放
管

班
ブ

ー
ス

通
報

用

Ｆ
Ａ

Ｘ

原
子

力
ＩＰ

Ｆ
Ａ

Ｘ

統
原

防

Ｆ
Ａ

Ｘ

（
衛

星
）

放
管

副
班

長

発
電

班

発
電

班
保

修
班

班
長

(原
)

保
修

班

班
長

(電
）

保
修

班

班
長

(計
)

保
修

班

班
長

(タ
)

保
修

班
（
電

気
）ブ

ー
ス

映
像

ラ
ッ

ク

映
像

ラ
ッ

ク

空 気 供 給 装 置 、 空 気 浄 化 設 備

安
管

班
ブ

ー
ス

統
原

防

Ｆ
Ａ

Ｘ

（
地

上
）

Ｏ
Ａ

複
合

機

Ｏ
Ａ

複
合

機

原
子

力
規

制
庁

殿

一
般

Ｆ
Ａ

Ｘ

Ｐ
Ｐ

用
映

像
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

壁
掛

け
モ

ニ
タ
(左

右
２

面
）

壁
掛

け
モ

ニ
タ
(左

右
２

面
）

壁
掛

け
モ

ニ
タ
(左

右
２

面
）

指
揮

補
佐

(C
O
P)

指
揮

補
佐

（
IW

B）

保
修

副

班
長

(計
)

Ｏ
Ａ

複
合

機

Ｏ
Ａ

複
合

機

壁
掛

け
モ

ニ
タ
(左

右
２

面
）

統
原

防

Ｆ
Ａ

Ｘ

（
地

上
）

電子ホワイトボード

広
報

班
ブ

ー
ス

総
務

副
班

長

広
報

班
長

情
報

班

情
報

副
班

長

安
管

副
班

長

電子ホワイトボード

電子ホワイトボード

保
全

副
班

長

保
修

班
（
計

装
）ブ

ー
ス

保
修

班
（
原

子
炉

）ブ
ー

ス

保
修

班
（タ

ー
ビ

ン
）
ブ

ー
ス

３
号

保
修

班
ブ

ー
ス

保
修

班
（
保

全
）ブ

ー
ス

保
修

班
（
土

建
）
ブ

ー
ス

保
修

班
（計

装
）ブ

ー
ス

保
修

班
（電

気
）ブ

ー
ス

保
修

班
（タ

ー
ビ

ン
）
ブ

ー
ス

保
修

班
（原

子
炉

）ブ
ー

ス

保
修

班
（保

全
）ブ

ー
ス

保
修

班
（土

建
）ブ

ー
ス

指
揮

補
佐

（
IW

B）

発
電

班

発
電

班

統
原

防

Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｖ

会
議

緊
急

時
通

報
シ

ス
テ

ム

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

ＥＡＬ通報実績

４
号

保
修

班
ブ

ー
ス

４ 号 対 応 ブ ー ス

:要
員

参
集

経
路

:消
毒

:換
気

の
流

れ

:訓
練

時
に

使
用

し
な

い
座

席

対
策

概
要

No
.

図
中

の
凡

例

① ② ③

：
ｻ

ｰ
ﾓ

ｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨｰ

(２
台

を
１

階
に

設
置

予
定
)

2F

※
こ

れ
ら

の
対

策
は

、
実

発
災

時
に

も
同

様
の

対
策

を
実

施
す

る
も

の
で

あ
る

。

-210-


